
 

令和３年度 

 

運営協議会報告書 

 

 
 

 

 

 

令和 ４ 年 ３ 月 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

鶴岡工業高等専門学校 



1 

 

 

巻  頭  言 

 

一昨年の冬から続いている新型コロナウィルス感染症への対応のため、令和３年度も時間割りの変

更や部活動の制限など従来と異なる形での学校運営が続きました。本校の特徴である地元ものづくり

企業と連携したCOOP 教育や長期インターンシップも、限定的な範囲での実施となりました。首都圏

への工場見学も見合わせることとなりました。国際交流の面では、ニュージーランドやシンガポール

への短期学生派遣やタイ、ベトナムなどからの留学生受入れが叶わず、グローバル教育では苦戦を強

いられました。一方で、モンゴルからの留学生受入れは令和３年度も進められました。モンゴルから

の留学生は国内での厳しい選抜をくぐり抜けた先鋭であり、日本語での授業というハンデがある中で

も首席で卒業するものもいます。彼らが在校生に良い刺激を与え、学問に対して、また自身の成長に

対し貪欲な姿勢を示してくれたことに感謝します。 

新型コロナウィルスへの感染予防では、関係幹部の献身的な対応も含め、学生、教職員が一致団結

をして感染予防に取り組み、キャンパス内での感染を防いできました。また、その間、近隣の山形大

学農学部における職域接種への参加など、本校だけの力でなく、医療関係者を始め多くの方々や機関

の支援や善意に支えられました。幸いにも今年度も教育活動の中断はなく、お世話になった全ての関

係者に御礼を申し上げます。 

さて、教育活動に関しては、今年度も教員の間での改善活動（ファカルティデベロップメント）が

続けられ、より良い授業の実施に向けて様々な試みがなされました。今年度は対面授業が中心でした

が、大人数での授業や新たな指導法を試行する授業の一部は今年度もオンラインで行われました。学

生の進路については、進学、就職共に順調で本校の教育に対する社会的な信頼の高さに感謝したいと

思います。研究活動、地域連携活動に関しては、コロナ禍の制約はあるものの、参加者数を絞って来

場型の研究発表会や各種セミナーが開催され、多数の方にご来場いただきました。本校の研究力は全

国の高専の中でもトップクラスであり、今年度に獲得した競争的な研究資金などの外部資金も一億円

規模です。 

一方で、本校には受験生の減少という大きな課題があります。今年度、受験者数が初めて募集人数

を下回り、３月に二次募集を行うこととなりました。来年度は、今年度の取組についての検証を基と

して受験生増加に向けて戦略的に取り組む所存です。 

２月１７日に開催された運営協議会では、以上の内容を委員の皆様にお伝えし、受験生確保を含め

様々な運営の改善に向けた貴重なアドバイスを頂戴しました。関係各位にあっては、引き続きご指導、

ご支援を頂けますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 令 和 ４ 年 ３ 月 

鶴岡工業高等専門学校 校長  森   政 之 
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１  運営協議会 開催概要 
 

日  時： 令和 4 年 2 月 17 日（木） 13 時 30 分から 16 時 30 分まで 

場  所： 鶴岡工業高等専門学校 ８号館３階「講義室１・２」 

及び、zoom によるオンライン配信 

次  第： 

開  会       総務課長（進行）  

本校出席者紹介      総務課長  

運営協議会委員紹介      総務課長  

校長挨拶       校  長  

日程説明及び配付資料の確認    総務課長  

委員長（議長）選出      総務課長  

委員長 挨拶       委  員  長  

 

趣旨説明       総務課長  

【学校運営の概要】      校  長  

【基準１】教育の内部質保証システム  

【基準２】教員組織及び教員・教育支援者等   以上、教務主事  

【基準３】学習環境及び学生支援等    学生主事・寮務主事  

【基準４】財務基盤及び管理運営    事務部長  

◇ 質疑応答 ◇ 

 

～～  休  憩  ～～  

 

【基準５】準学士課程の教育課程・教育方法  

【基準６】準学士課程の学生の受入れ   以上、教務主事  

【基準７】準学士課程の学習・教育の成果  

【基準８】専攻科課程の教育活動の状況   専攻科長  

【選択的評価事項Ａ】研究活動の状況  

【選択的評価事項Ｂ】地域貢献活動の状況   以上、地域連携センター長  

◇ 質疑応答 ◇ 

 

委員長まとめ     委  員  長  

校長謝辞     校  長  

閉  会      

事務連絡     総務課長  
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２  令和３年度 運営協議会委員名簿 
 

 

（ 敬 称 略 ） 

区

分 
No 所 属 ・ 職 名 氏

ふり
 名

がな
 備考 

１
号
委
員 

1 株式会社エル・サン 代表取締役会⻑ 早坂
は や さ か

  剛
つよし

 対面出席 

2 ⼭形県庄内総合⽀庁⻑ 髙
た か

橋
は し

 正美
ま さ み

 オンライン 
出 席 

3 
田川中学校⻑会 副会⻑ 
（庄内町立余目中学校⻑） 

佐藤
さ と う

 義徳
よ し の り

 対面出席 

２
号
委
員 

4 国立大学法人⻑岡技術科学大学⻑ 鎌土
か ま ど

 重晴
し げ は る

 オンライン 
出 席 

5 慶應義塾大学先端生命科学研究所 所⻑ 冨田
と み た

  勝
まさる

 欠 席 

３
号
委
員 

6 

鶴岡高専技術振興会 会⻑ 
（鶴岡市⻑） 

皆川
み な か わ

  治
おさむ

  

【代理】鶴岡高専技術振興会 理事 
（鶴岡市商⼯観光部⻑） 佐藤

さ と う

 正胤
ま さ つ ぐ

 オンライン 
出 席 

7 鶴岡高専峰友会 副会⻑ 齋藤
さ い と う

  満
みつる

 対面出席 

 



３  本校関係者 出席者名簿 
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No 職    名 氏 名 

1 校 ⻑ 森
も り

  政之
ま さ ゆ き

 

2 副校⻑（総務担当・教務担当）／教務主事／創造⼯学科⻑ 佐藤
さ と う

  司
つかさ

 

3 副校⻑（学⽣担当）／学⽣主事 小野寺
お の で ら

 良二
り ょ う じ

 

4 副校⻑（寮務担当）／寮務主事 山田
や ま だ

 充
み つ

昭
あ き

 

5 副校⻑（専攻科担当）／専攻科⻑ 渡部
わ た な べ

 誠二
せ い じ

 

6 副校⻑（研究・地域連携担当）／地域連携センター⻑ 上條
かみじょう

 利夫
と し お

 

7 基盤教育グループ⻑ 田邊
た な べ

 英
え い

一郎
い ち ろ う

 

8 電気・電⼦コース⻑ 内山
う ち や ま

  潔
きよし

 

9 情報コース⻑ 宍⼾
し し ど

 道明
み ち あ き

 

10 総合メディアセンター⻑ 佐藤
さ と う

  淳
じゅん

 

11 保健センター⻑ 本橋
も と は し

  元
はじめ

 

12 教育研究技術⽀援センター⻑ 瀨
せ

川
が わ

  透
とおる

 

13 国際交流⽀援室⻑ 金
き む

  帝
じ ぇ

演
よ ん

 

14 情報広報室⻑ 斎藤
さ い と う

 菜摘
な つ み

 

15 事務部⻑ 田中
た な か

 基
も と

久
ひ さ

 

16 総務課⻑ 鈴木
す ず き

 浩
ひ ろ

幸
ゆ き

 

17 学⽣課⻑ 金子
か ね こ

  誠
まこと

 

18 総務課課⻑補佐（総務担当） 庄司
し ょ う じ

 由紀彦
ゆ き ひ こ

 

19 総務課課⻑補佐（財務・施設担当） 大山
お お や ま

  元
も と

 

20 学⽣課課⻑補佐（兼 学⽣係⻑） 中島
な か じ ま

 直樹
な お き

 

21 総務課企画・連携係⻑ 成田
な り た

 敦史
あ つ し

 

22 総務課企画・連携係 主任 上野
う え の

 理子
さ と こ

 
 



４  会 議 風 景 
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会場全景 
 

 
早坂 剛 委員長         佐藤義徳 委員        齋藤 満 委員 
 

オンライン出席いただいた委員の皆さま 

（←↑：髙橋正美 委員、 ←↓：佐藤正胤 委員代理、 →↓：鎌土重晴 委員） 



４  会 議 風 景 
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本校執行部 
 

佐藤副校長（教務主事）     森 校長             小野寺副校長（学生主事） 
 

山田副校長（寮務主事）     渡部副校長（専攻科長）     上條副校長（地域連携センター長） 
 

列席した本校関係者 
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５  議 事 要 旨 
 

議事に先立ち、総務課長（進行）から学校関係者紹介の後、委員が紹介された。  

次いで、森校長から挨拶があった。  

 

【委員長（議長）の選出】 

本校運営協議会規程第 4 条第 1 項で、委員長は「委員の互選により選出」する

こととなっているが、事務局から早坂委員を候補とする提案があり、全会一致で

同委員が選出された。  

引き続き、委員長に選出された早坂委員から挨拶があった。  

 

【学校運営の概要について説明】 

森校長から、学校運営の方針及び令和３年度の具体的活動内容、並びに校長と

しての所感の説明があった。  

 

【基準別対応状況について説明（前半部分）】 

佐藤教務主事から「基準１ 教育の内部質保証システム」「基準２ 教員組織

及び教員・教育支援者等」について、小野寺学生主事及び山田寮務主事から「基

準３ 学習環境及び学生支援等」について、引き続き、田中事務部長から「基準

４ 財務基盤及び管理運営」について、それぞれ説明があった。  

 

次いで、ここまでの説明に関する質疑応答が行われた。  

なお、質疑応答の概要は次のとおり。（●：質問・コメント、 →：回答）  

 

●  基準４で「５（期待を上回る実施）」と自己評価したのはどういう理由か？  

→「観点 4-1-④」について、財務に関する監査は、内部監査、監事監査、及び

監査法人による監査を行っているが、それ以外にも「高専間相互監査」の形

で補足的な制度も取り入れており、より厳密な監査制度を採用している点  

「観点 4-2-①」については、規程に沿った組織上の役割分担がなされている

以外に、副校長組織とセンター組織のすみ分けが明確になされており機能的

に活動できている点  

「観点 4-2-③」については、かなり早い段階から校内の採択経験者らを講師

に「科研費セミナー」を開催し、科研費応募書類作成の早期着手と採択経験

者らによる申請書ドラフト版の校内査読を実施し、採択経験者の知見を校内

で共有して次の採択に繋げる活動を積極的に行っている点、がそれぞれ

「５」と評価した理由である。  

 

●  在籍学生の 96.5%が県内出身者、庄内地域出身者も 73.6%を占める一方で、

県内就職率が 20%台というデータもある。庄内総合支庁としても「庄内地域

若者定着促進会議」を開催して県内定着の促進を図っているが、県内及び庄内
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地域企業の生産性向上に貢献するためにも地元定着の取り組みなどを行ってい

ればご紹介願いたい。  

→前年度、就職希望者の 4 割近くが県内就職したのに対し、本年度は 2 割台に

低下しているのは事実である。この点は重く受け止めたい。  

それに対する取り組みとして行ってきたのは、各社の協力を得て県内企業に

限りインターンシップを実地で開催したこと。また、企業研究セミナーなど

の各種説明会も本校技術振興会会員企業を中心に地域の企業も多数お招きし

て開催してきた。今後、より一層工夫を凝らして実施していきたい。  

 

●  学生は 2 年次に各コースへ配属し、 4 年次から各専門分野へ配属する教育組

織となっているが、この場合の教員組織はどうなっているのか？指導の観点か

ら難しい部分はないのか？  

→4～ 5 年次の各専門分野は、 3 年次の終わりに選択することになっている。

「材料工学」などの融合複合分野を希望する学生の場合、授業は学生が所属

する基礎コースの科目が多くを占めるが、その中のうち選択科目として分野

に相当する授業を受けるよう定め指導が混乱しないようにしている。複数コ

ース学生が同時に学ぶ分野必修科目ではその科目を担当することができる教

員を各コースから適宜選択している。  

 

●  仮に「材料工学分野」に関連する授業を行う場合、各コースに所属する学生

が一緒に授業を受けられる体制になっていないのか？  

→各コースの学生が同時に受けられる科目は分野必修科目であり 2～ 3 科目程

度と教員に過度な負担とならない様に設定している。それを授業時間割の中

で選択・受講してもらうようにしている。  

 

●  科目数が多くなってしまうような印象だが、教員への負担は大きくならない

のか？  

→従来から実施している科目群の中から分野毎に科目を割り振っている。分野

によっては重複している科目もある。むしろ、同時間で実施しなければなら

ない科目が増えたため時間割の編成の方が大変な作業である。  

 

●  間接経費を 35 万円以上獲得した場合の報奨金は、研究費として配分するの

か給与の一部として支給するのか？また、支給割合はもっと高くてもいいと思

うが。  

→「給与」の一部として支給する。なお、支給割合は高専機構本部が定めてい

るものである。  

 

●  学習・生活支援等に関連して、高専では夏休み前などに保護者との懇談があ

ったと記憶しているが行っているのか？なお、高専にとって保護者は重要なス

テークホルダーであり、保護者との良好な関係づくりは今後の受験生獲得等に
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も影響するものなのでしっかりやっていただきたい。  

→保護者懇談会は、 5 年生の場合は 4 月中旬に、 1～ 4 年生は 10 月中旬にそれ

ぞれ実施している。その他、適宜必要に応じて行っている。  

 

●  入学生の大半が庄内地区からのようで、人口の多い内陸地区からの学生が少

ないようだが何か理由があるのか？  

→かつて 4 割程度が内陸出身の学生だった時代もあるので、その時代と比較す

るとだいぶ減っているのは事実である。考えられる理由としては、特に山形

市周辺は仙台市に行くのと距離的に大差なく、寮に入るのであればより交通

の便がいい仙台方面が選ばれているのではないか。  

 

●  校長の「学生の声を聞く」という方針に惹かれた。そのひとつ授業アンケー

トはどのように活用しているのか？  

→授業アンケートの結果については、各教員本人に通知すると共に、結果を掲

示して学生が見られる状態にしている。また、執行部でもその結果を共有し

ている。  

なお、他に学生の声を聞く機会としては、学生会や寮生会との懇談の機会を

設けている。  

 

【基準別対応状況について説明（後半部分）】 

暫時休憩をはさんだ後、佐藤教務主事から「基準５ 準学士課程の教育課程・

教育方法」「基準６ 準学士課程の学生の受入れ」「基準７ 準学士課程の学

習・教育の成果」について、渡部専攻科長から「基準８ 専攻科課程の教育活動

の状況」について、引き続き上條地域連携センター長から「選択的評価事項 研

究活動及び地域貢献活動の状況」について、それぞれ説明があった。  

 

次いで、ここまでの説明に関する質疑応答が行われた。  

なお、質疑応答の概要は次のとおり。（●：質問・コメント、 →：回答）  

 

●  選択的評価事項で「５（期待を上回る実施）」と自己評価したのはどういう

理由か？  

→まず「研究」に関して、ひとつの指標である「外部資金獲得額」について

は、各高専の規模が違うため「教員一人あたりの獲得金額」で集計したデー

タを見ることになるが、令和 2 年度は全国 2 番目であった。本年度は年度途

中のため結果は出ていないが、東北・北海道地区の高専では現在トップの実

績である。  

また「地域連携」については、各イベントで行った参加者アンケートでも高

い評価を受けており、参加者の満足度が極めて高いことが挙げられる。特に

「科学フェスタ」については、回収率 100%で 100%の満足を得た。  

 



12 

●  特に研究分野は成果も出しており頑張っている印象である。今後それらを論

文化することが必要になると考える。「 Gear5.0（マテリアル分野）」におい

ては、各校と連携してネットワークを更に強くして欲しい。  

地域連携についても活発に行っている印象であり、地域企業との連携を強化す

ると同時に、地域企業の技術者と一緒になって協働教育に取り組み課題解決を

図っていくことも学生の育成にはますます重要になってくると考えている。

「鶴岡で働きたい」と思わせるような地元の魅力づくりに貢献することも高専

の重要なミッションのひとつだと思う。今後もいい循環を期待したい。  

 

●  研究・地域連携活動の継続に努力していることに敬意を表したい。鶴岡市と

は「鶴岡高専技術振興会」、「地域連携センター」、「 K-ARC」等で繋がり

が強いが、地域との連携活動、また資金調達についても高く評価している。  

前校長が地元就職者 60 人を目指すと具体的な数字を示して話していたことも

あり、この連携した成果が若者の地元就職に結びつき、更なる地元定着に繋が

ることを期待したい。  

 

●  志願倍率の低下が課題として挙がっていたが、苦労している様子がよく分か

った。同時に、鶴岡高専の取り組みなどを中学生が理解していないのがポイン

トなのかと思った。学校説明会などでも理解できている中学生は意外と少ない

のかも知れず、もっと早いうちから地元の中学生への啓蒙活動を強化してもら

うと、高専に適した生徒が自分の方向性を決められるのではないかと思う。  

 

● 志願者数がここ 2 年くらい下がっている。どのような理由が考えられるか？  

→地域ごとに減り方に違いがあり、その分析を今後行いたいと思う。本年度約

60 の中学校に出向き学校紹介をさせてもらったが、限られた時間でもあ

り、どういう資料でどのような内容の説明だと短時間でも本校の取り組みな

どに共感してもらえるかを考えていきたい。また、「科学フェスタ」のよう

な大人気のイベントがあるにも関わらず志願者数の増加に結びついていない

ことに鑑みて、人気のあるイベントを志願者数の増加に繋げるためにどのよ

うな改善を行っていく必要があるのかについても一緒に考えていきたい。  

 

●  大学が説明会などを開催すると学生とほぼ同じ数の保護者も参加する。その

保護者をいかに掴めるかが大きいと考えている。特に中学生の年代は親の影響

が非常に大きいので、同様に、子供たちだけではなく保護者にも理解してもら

うことが大切であり、保護者にも高専の魅力を伝えるつもりで広報活動を進め

て欲しい。  

 

【委員長の総括】 

早坂委員長から、学校関係者に対し、約 400 名を擁する学寮で、ここまで新型

コロナウイルス感染のクラスターを発生させることなく運営してきたことへの賞
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賛と、本運営協議会に向けて説明資料の準備等にあたった労いのコメントが寄せ

られた。  

また、各委員に対し、本日の議事進行に協力いただいたことに関する謝意が述

べられた。  

 

【評価及びコメントの記載】 

「資料２－１」に委員から評価及びコメントを記載願うために時間が設けられ

た。なお、オンラインで出席の委員には、 2 月 28 日 (月 )までに同記入用紙を事務

局あて提出願うこととした。  

 

【閉会】 

森校長から、出席いただいた委員へ感謝の言葉が述べられ、運営協議会が閉会

した。  

（以上）  



６　 評 価 ・ コメント集計表

（１）評価点集計結果

基 準 点 検 項 目 報告者
各観点の
自己評価
平均点

A B C D E F
委員
平均

基準１

教育の内部質保証システム

（３つの方針[DP,CP,AP]に関する項目、及び校
内PDCAサイクルに関する項目を含む）に関す
ること）

教務主事 4 4 4 5 4 4 4 4.2

基準２
教育組織及び教員・教育支援者
等に関すること

教務主事 4 4 4 4 4 4 4 4.0

基準３
学習環境及び学生支援等に関す
ること

学生主事
寮務主事 4 4 4 4 4 4 4 4.0

基準４
財務基盤及び管理運営に関する
こと

事務部長 4 5 4 4 4 4 4 4.2

基準５
準学士課程の教育課程・教育方
法に関すること

基準６
準学士課程の学生の受入れに関
すること

基準７
準学士課程の学習・教育の成果
に関すること

基準８
専攻科課程の教育活動の状況に
関すること

専攻科長 4 4 4 4 4 4 4 4.0

選択的
評価事項

Ａ
研究活動の状況

選択的
評価事項
Ｂ

地域貢献活動の状況

4.7

14

4 4.0

地域連携
センター長 5 5 4 5 5 5 4

「外部評価」欄
　　５： 期待を上回って実施している
　　４： 十分に実施している
　　３： 実施している
　　２： 十分には実施していない
　　１： 実施していない

教務主事 4 4 4 4 4 4



（２）評価コメント

基 準 点 検 項 目 報告者

基準１

教育の内部質保証システム

（３つの方針[DP,CP,AP]に関する項目、及び校
内PDCAサイクルに関する項目を含む）に関す
ること）

教務主事

基準２
教育組織及び教員・教育支援者
等に関すること

教務主事

基準３
学習環境及び学生支援等に関す
ること

学生主事
寮務主事

基準４
財務基盤及び管理運営に関する
こと

事務部長

基準５
準学士課程の教育課程・教育方
法に関すること

基準６
準学士課程の学生の受入れに関
すること

基準７
準学士課程の学習・教育の成果
に関すること

基準８
専攻科課程の教育活動の状況に
関すること

専攻科長

選択的
評価事項

Ａ
研究活動の状況

選択的
評価事項
Ｂ

地域貢献活動の状況

15

 （コメント等なし）

教務主事

◆ 学生教育の目的をしっかり持たせる

◆ 鶴岡高専の特色ある教育活動や就職状況については保護者・中学
生から見ても好印象になるものと考える。今年度の入学志願者数の減少
について
は説明会を多数開催されたとのことだったが、PR方法等の見直しが必
要なのではと考える。県外学生もいる中、地域コミュニティ学等で県・市
についての知見を得る機会もあり、地元就職への一助となるものと考え
る。引き続き高専卒業生の地元定着増に期待したい

 （コメント等なし）

地域連携
センター長

◆ 起業家の育成へ力を入れて欲しい

◆ 学生の外部発表や外部資金獲得に向けた体制構築など、さまざまな
活動を通じて学生の能力向上と学校の活性化に取り組んでいることに敬
意を表し
ます。今後は、「魅力ある学校として鶴岡高専の10年ビジョン」の「地域に
貢献する高専」にも掲げられている「卒業生の地元就職」についても、さ
らなる取組みを期待します

◆ 特色ある取り組みがなされており、大変参考になりました。今後の進
路指導に生かせればと思います

◆ 科研費セミナーや科研費申請数、外部資金申請数の増加により、積
極的に研究費を獲得し、研究活動の充実を図る姿勢や外部資金獲得状
況が東北
管内でもトップであることは高く評価できる。このような積極的な研究活
動への取組は高専学生に対しての教育活動にも繋がるものと期待でき
る。
また、市民サロン等のセミナーについても満足度の高いものを開催され
ており、各セミナーでの参加者層に合わせた内容を講演されているもの
と考える。今後も高専が身近に感じられる活動を期待する

委 員 コ メ ン ト

◆ ［全体として］　全ての基準等を充分に達成している。さらに研究活動
及び地域貢献活動は全高専の中でもモデルケースとして発信できるほど
の優れた成果を発出している。そのことをステークホルダーとなる中学生
及び保護者に向けて情報発信し、優秀な学生確保に努めてほしい。
高専であれば、コロナ禍でもICTを活用した素晴らしい発信もできるはず
です。中学生には高専生を、保護者には教員が対応するという考え方も
必要かもしれません。頑張っていただきたいと思います

◆ バイタリティのある学生の育成

◆ 自己評価以上の取り組みがなされていると感じました

 （コメント等なし）

◆ 内陸からの学生募集を強化する。そして地元就職へ力を入れる
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Ⅱ 資 料 編 
 



令和３年度 鶴岡工業高等専門学校運営協議会 議事 

 

 

日 時： 令和 4 年 2 月 17 日（木）13 時 30 分から 16 時 30 分まで 

場 所： 鶴岡工業高等専門学校 ８号館３階 講義室１・２ 

及び、zoom によるオンライン配信 

議 題： １ 委員長（議長）の選出について 

 

 

２ 鶴岡高専の概要説明、及び基準別対応状況と自己評価について 

 

 

３ その他 

 

 

 

配付資料一覧 

１ 運営協議会委員名簿、本校関係出席者名簿、席次表  【資料 １】 

２ 評価・コメント等記入用紙     【資料 ２－１】 

令和３年度自己点検・評価表     【資料 ２－２】 

３ 学校運営の概要説明資料、各所管事項説明資料   【資料 ３】 

４ 令和２年度運営協議会における各委員からの意見、要望等とその対応状況等について 

【資料 ４】 

５ 入学試験実施状況（本科・編入学・専攻科）(平成 29～令和 3 年度)  【資料 ５】 

６ 入試説明会等実施状況(平成 29～令和 3 年度)   【資料 ６】 

７ 卒業者・修了者の進路状況(本科・専攻科)(平成 28～令和 2 年度)  【資料 ７】 

８ 関係規程等 

本校 運営協議会規程      【資料 ８－１】 

本校における自己点検・評価に関する実施基本方針  【資料 ８－２】 

本校 自己点検・評価委員会規程     【資料 ８－３】 

 

（注： 以降の資料は外部委員のみに配付（送付）） 

９ 学校総覧 2021  

１０ 令和 2 年度運営協議会報告書（令和 3 年 3 月） 

１１ College Profile 2020-2021  

１２ 令和 3 年度 学生便覧  

１３ 令和 4 年度 学生募集要項  

１４ 令和 4 年度 専攻科学生募集要項  

 

 



日 程 及 び 概 要 

 

 

開  会    総務課長（進行） 

本校出席者紹介    総務課長 

運営協議会委員紹介   総務課長 

校長挨拶    校  長 

日程説明及び配付資料の確認  総務課長 

委員長（議長）選出   総務課長 

委員長 挨拶    委 員 長 

 

 

（16:00 頃～） 

委員長まとめ    委 員 長 

校長謝辞    校  長 

閉  会     

事務連絡    総務課長 

  

進 行 順 序 予定時刻 説明事項等 説明者等 

趣旨説明 13:40  総務課長 

説 明 ① 13:45 学校運営の概要について 校  長 

説 明 ② 

14:00 
【基準１】教育の内部質保証システム 

【基準２】教員組織及び教員・教育支援者等 
教務主事 

14:15 【基準３】学習環境及び学生支援等 
学生主事 
寮務主事 

14:25 【基準４】財務基盤及び管理運営 事務部長 

14:35 【 質疑応答 】  

14:55 ～ 15:05     休  憩    （10 分） 

説 明 ③ 

15:05 

【基準５】準学士課程の教育課程・教育方法 

【基準６】準学士課程の学生の受入れ 

【基準７】準学士課程の学習・教育の成果 

教務主事 

15:20 【基準８】専攻科課程の教育活動の状況 専攻科長 

15:30 
【選択的評価事項Ａ】研究活動の状況 

【選択的評価事項Ｂ】地域貢献活動の状況 

地域連携 
ｾﾝﾀｰ長 

15:40 【 質疑応答 】  



資料 １－１

令和 4 年 2月17日
鶴岡高専運営協議会

令和３年度鶴岡工業高等専門学校運営協議会 委員名簿

区分 No 職    名 氏 名
フ リ ガ ナ

 ※敬称略 備考

1 株式会社エル・サン 代表取締役会⻑ 早 坂
ハ ヤ サ カ

剛
ツヨシ 対面

出席

2 ⼭形県庄内総合⽀庁⻑ 髙 橋
タ カ ハ シ

正 美
マ サ ミ Online

出席

3
⽥川中学校⻑会 副会⻑
（庄内町⽴余目中学校⻑） 佐 藤

サ ト ウ

義 徳
ヨ シ ノ リ 対面

出席

4 国⽴⼤学法⼈⻑岡技術科学⼤学⻑ 鎌 土
カ マ ド

重 晴
シ ゲ ハ ル Online

出席

5 慶應義塾⼤学先端⽣命科学研究所 所⻑ 冨 田
ト ミ タ

勝
マサル

×

鶴岡⾼専技術振興会 会⻑（鶴岡市⻑） 皆 川
ミ ナ カ ワ

治
オサム

【代理】
 鶴岡⾼専技術振興会 理事（鶴岡市商⼯観光部⻑） 佐 藤

サ ト ウ

正 胤
マ サ ツ グ

7 鶴岡⾼専峰友会 副会⻑ 齋 藤
サ イ ト ウ

満
ミツル 対面

出席

１
号
委
員

２
号
委
員

３
号
委
員

6
Online
出席

1



本校関係者 出席者名簿

No 職    名 氏  名 備考

1 校 ⻑ 森 政 之

2 副校⻑（総務担当・教務担当）／教務主事／創造⼯学科⻑ 佐 藤 司

3 副校⻑（学⽣担当）／学⽣主事 小 野 寺 良 二

4 副校⻑（寮務担当）／寮務主事 山 田 充 昭

5 副校⻑（専攻科担当）／専攻科⻑ 渡 部 誠 二

6 副校⻑（研究・地域連携担当）／地域連携センター⻑ 上 條 利 夫

7 基盤教育グループ⻑ 田 邊 英 一 郎

8 電気・電⼦コース⻑ 内 山 潔

9 情報コース⻑ 宍 ⼾ 道 明

10 化学・⽣物コース⻑ 南 淳

11 総合メディアセンター⻑ 佐 藤 淳

12 保健センター⻑ 本 橋 元

13 教育研究技術⽀援センター⻑ 瀨 川 透

14 国際交流⽀援室⻑ 金 帝 演

15 教育改⾰ＦＤ委員会 委員⻑ 森 永 隆 志

16 教育点検委員会 委員⻑ ⼾ 嶋 茂 郎

17 情報広報室⻑ 斎 藤 菜 摘

2



No 職    名 氏  名 備考

18 事務部⻑ 田 中 基 久

19 総務課⻑ 鈴 木 浩 幸

20 学⽣課⻑ 金 子 誠

21 総務課課⻑補佐（総務担当） 庄 司 由 紀 彦

22 総務課課⻑補佐（財務・施設担当） 大 山 元

23 学⽣課課⻑補佐（兼 学⽣係⻑） 中 島 直 樹

24 総務課企画・連携係⻑ 成 田 敦 史

25 総務課企画・連携係 主任 上 野 理 子

3



基盤教育
　グループ長

電気・電子
　コース長
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　コース長
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【委員用】評価・コメント等　記入用紙

委員氏名

基 準 点 検 項 目 報告者
各観点の
自己評価
平均点

外部
評価

委 員 コ メ ン ト

基準１

教育の内部質保証システム

（３つの方針[DP,CP,AP]に関する項目、及び校内
PDCAサイクルに関する項目を含む）に関するこ
と）

教務主事 4  

基準２
教育組織及び教員・教育支援者等
に関すること

教務主事 4

基準３
学習環境及び学生支援等に関する
こと

学生主事
寮務主事 4

基準４
財務基盤及び管理運営に関するこ
と

事務部長 4

基準５
準学士課程の教育課程・教育方法
に関すること

基準６
準学士課程の学生の受入れに関す
ること

基準７
準学士課程の学習・教育の成果に
関すること

基準８
専攻科課程の教育活動の状況に関
すること

専攻科長 4

選択的
評価事項

Ａ
研究活動の状況

選択的
評価事項

Ｂ
地域貢献活動の状況

◆2月28日(月)までにご提出ください◆

教務主事 4

地域連携
センター長 5

「外部評価」欄
　　５： 期待を上回って実施している
　　４： 十分に実施している
　　３： 実施している
　　２： 十分には実施していない
　　１： 実施していない

協議会での活動状況報告及び資料等に基づき、
「外部評価」欄に５段階評価と、必要に応じて
コメントの記載をお願いいたします。なお、自
己評価平均点が妥当であれば、空欄で構いませ
ん。

令和 4 年 2 月17日
鶴岡高専 運営協議会

資 料 ２－１



令和３年度 鶴岡工業高等専門学校　自己点検・評価表

基 準 点 検 項 目 現 状 確 認　（令和３年度末 ※見込含む）
自己
評価

次年度改善・
見直し予定事項

基準１ 教育の内部質保証システム

1-1

1-1-①

教育活動を中心とした学校の活動の総合的な状況につい
て、学校として定期的に自己点検・評価を実施するための
方針、体制等が整備され、点検・評価の基準・項目等が設
定されているか。

○ 自己点検・評価基本方針の策定
○ 自己点検・評価委員会の設置
○ 中期計画・年度計画に基づく点検項目の設定 4

1-1-②

内部質保証システムに基づき、根拠となるデータや資料に
基づいて自己点検・評価が定期的に行われ、その結果が
公表されているか。

○ 自己点検・評価実施計画の策定
○ データや資料の収集・保管と点検・評価
○ 本校Webサイトでの公表 4

1-1-③

学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われてお
り、それらの結果が自己点検・評価に反映されているか。

○ 会議、委員会での意聴取
〇 学生アンケートの実施
○ 年度計画に基づく点検項目への反映 4

1-1-④

自己点検・評価や第三者評価等の結果を教育の質の改
善・向上に結び付けるような組織としての体制が整備され、
機能しているか。

△ 自己点検・評価実施計画に基づく定期点検・ 評価の実施

3

1-2

1-2-①
準学士課程の卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリ
シー）が学校の目的を踏まえて明確に定められているか。

○ ディプロマ・ポリシーを定めている
4

1-2-②

準学士課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリ
キュラム・ポリシー）が、卒業の認定に関する方針（ディプロ
マ・ポリシー）と整合性を持ち、学校の目的を踏まえて明確
に定められているか。

○ ディプロマ・ポリシーとの整合性を持って、カリキュラム・ポリシーを定め
ている

4

1-2-③

準学士課程の入学者の受入れに関する方針（アドミッショ
ン・ポリシー）が学校の目的を踏まえて明確に定められてい
るか。

○ アドミッション・ポリシーを定めている

4

1-2-④
専攻科課程の修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリ
シー）が学校の目的を踏まえて明確に定められているか。

○ 専攻科ディプロマ・ポリシーを定めている
4

1-2-⑤

専攻科課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリ
キュラム・ポリシー）が、修了の認定に関する方針（ディプロ
マ・ポリシー）と整合性を持ち、学校の目的を踏まえて明確
に定められているか。

○ 専攻科ディプロマ・ポリシーとの整合性を持ってカリキュラム・ポリシー
を定めてい る

4

1-2-⑥

専攻科課程の入学者の受入れに関する方針（アドミッショ
ン・ポリシー）が学校の目的を踏まえて明確に定められてい
るか。

○ 専攻科アドミッション・ポリシーを定めている

4

1-3

1-3-①
学校の目的及び三つの方針が、社会の状況等の変化に応
じて適宜見直されているか。

○ 自己点検・評価実施計画に基づく定期点検・ 評価に基づいて実施
4

基準２ 教育組織及び教員・教育支援者等

2-1

2-1-①
学科の構成が、学校の目的に照らして、適切なものとなって
いるか。

○ DPと整合性が取れており適切である
4

2-1-②
専攻の構成が、学校の目的に照らして、適切なものとなって
いるか。

○ DPと整合性が取れており適切である
4

2-1-③

教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備さ
れ、教育活動等に係る重要事項を審議するなどの必要な
活動が行われているか。

○ 運営会議、教務委員会において教育活動等に係る重要事項を審議

4

2-2

2-2-①

学校の目的を達成するために、準学士課程に必要な一般
科目担当教員及び各学科の専門科目担当教員が適切に
配置されているか。

○ 一般科目、専門科目担当教員を適切に配置している

4

2-2-②

学校の目的を達成するために、専攻科課程に必要な各分
野の教育研究能力を有する専攻科担当教員が適切に配置
されているか。

○ 適切な研究実績・研究能力を有する専攻科担当教員を適切に配置して
いる

4

2-2-③

学校の目的に応じた教育研究活動の活性化を図るため、
教員の年齢構成等への配慮等適切な措置が講じられてい
るか。

○ 教員の年齢構成等も考慮して措置している

4

2-3

2-3-①

全教員の教育研究活動に対して、学校による定期的な評
価が行われており、その結果が活用されているか。

〇 教員業績評価委員会が人事管理データベースに基づいて評価を行っ
ている
○ 校長による面談を実施している

4

2-3-②
教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定めら
れ、適切に運用されているか。

○ 教員選考委員会が教員選考規定、内部昇任規定、教員選考基準に基
づいて実施している 4

全教員の教育研究活動に対して、学校による定期的な評価が行われていること。また、教員の採用及び昇格等に当たって、明確な基準や規定が定めら
れ、それに従い適切な運用がなされていること。

「自己評価」欄
　　５： 期待を上回って実施している
　　４： 十分に実施している
　　３： 実施している
　　２： 十分には実施していない
　　１： 実施していない

教育活動を中心とした学校の総合的な状況について、学校として定期的に学校教育法第109条第１項に規定される自己点検・評価を行い、その結果に基
づいて教育の質の改善・向上を図るための教育研究活動の改善を継続的に行う仕組み（以下「内部質保証システム」という。）が整備され、機能しているこ
と。

準学士課程、専攻科課程それぞれについて、卒業（修了）の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラ
ム・ポリシー）、入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）（以下「三つの方針」という。）が学校の目的を踏まえて定められていること。

学校の目的及び三つの方針が、社会の状況等の変化に応じて適宜見直されていること。

学校の教育に係る基本的な組織構成が、学校の目的に照らして適切なものであること。また、教育活動を展開する上で必要な運営体制が適切に整備さ
れ、機能していること。

教育活動を展開するために必要な教員が適切に配置されていること。

　　○・・・完了しているもの
　　△・・・作成中または実施中のもの
　　●・・・未整備のもの

令和 4 年 2 月17日
鶴岡高専 運営協議会

資 料 ２－２
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基 準 点 検 項 目 現 状 確 認　（令和３年度末 ※見込含む）
自己
評価

次年度改善・
見直し予定事項

2-4

2-4-①

授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及
び研究（ファカルティ・ディベロップメント）が、適切な方法で
実施され、組織として教育の質の向上や授業の改善が図ら
れているか。

○ 授業アンケートの実施と結果を受けた授業改善
→アンケート結果個別可視化シートの提示と授業改善状況の点検（年度
末「教員教育評価アンケート」）実施
→「教育改善に関わる学生アンケート」の実施による授業改善状況に対す
る学生評価の集約
○ 相互授業参観と相互アドバイスによる授業改善
→授業参観報告書を活用した意見・アドバイス交換
○ 教務、学生支援窓口との連携による研修会
→研修資料や映像等の学内アップによる情報共有の徹底
→昨年度の認証評価対応のフォローアップ研修
○ 新任教員への指導研修
→個別に指導教員を配置する指導体制により実施

4

2-4-②

学校における教育活動を展開するために必要な事務職
員、技術職員等の教育支援者等が適切に配置されている
か。

○ 事務部では、事務部長を筆頭として、総務課及び学生課の２課を設置
し、それぞれに役割分担して管理運営体制を整えている。
　また、技術職員については、教育研究技術支援センターを設置して、技
術長を筆頭として技術職員を３班に編成し、それぞれに役割分担して教育
支援業務等を行っている。

4

2-4-③
教育支援者等に対して、研修等、その資質の向上を図るた
めの取組が適切に行われているか。

○ 事務職員、技術系職員対象の外部研修等へ積極的に参加させてい
る。また、必要な研修を開催し積極的に参加させている。 4

基準３ 学習環境及び学生支援等

3-1

3-1-①

学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課
程に対応した施設・設備が整備され、適切な安全・衛生管
理の下に有効に活用されているか。

○ 本校の教育研究組織運営及び教育課程実現のために、高等専門学校
設置基準を満たした校地（面積110,243㎡）、校舎（教室・研究室・実験室・
演習室・LL教室）、機械実習工場、熱機関実習室、総合メディアセンター、
旧総合情報センター、運動場、体育館等の各種施設（延べ面積31,441㎡）
が整備されている。それぞれの施設には、教育・研究に必要な設備が設
置されているほか、運営費交付金による教育研究設備維持管理費により
各コース・基盤教育グループの中心となる設備の整備をしている。
　各施設には不動産供用責任者、不動産供用補助者が置かれ、安全面を
含めた管理を行い、安全衛生・環境保全委員会では、月１回作業環境
チェックシートによる実験室、研究室の作業環境点検のチェックを行ってい
る。
　教室、演習室及び実験室等の週当たりの利用率は、一般教室（週当たり
の利用時間／週クラス毎授業時数）については50％強である。特別教室、
演習室、実験室等（週当たりの利用時間／29時間(１クラスあたり週平均
授業時間数)）についても、50％強の利用率である。
　また、体育館や運動場は、正規の授業以外の課外活動にも有効に活用
されている。
　バリアフリー化については、建物の数箇所の入り口にスロープを設ける
などの配慮をしているほか、エレベーターを5か所設置し、車椅子での移動
を可能としている。また、各トイレ内に車椅子での利用も可能な多目的トイ
レを設けている。

4

3-1-②

教育内容、方法や学生のニーズに対応したＩＣＴ環境が十
分なセキュリティ管理の下に適切に整備され、有効に活用
されているか。

○ 総合メディアセンターでは、ネットワークに接続するすべてのパソコン
ユーザーにアンチウイルスソフトの導入を義務付けている。情報セキュリ
ティ管理委員会、情報セキュリティ推進委員会等を設けてセキュリティ管理
及び情報ネットワーク管理と運営を行っている。総合メディアセンター情報
メディア部門員は、情報ネットワークシステムの問題点や課題について話
し合うとともに、学生・教職員から寄せられた要望に応えるべく検討を重ね
ている。また、学生へのネットワーク利用におけるモラルやエチケットの啓
蒙活動を行っている。情報技術専門部員は、学生・教職員に情報技術を
提供すると共に、ネットワークに関する相談に応じている。
　センター内演習室のパソコンは、昼休みや放課後には学生に開放され、
レポート作成、情報検索等に活用されている。また、校内には無線LAN環
境が整備され、講義等に活用されている。
　その他、長岡技術科学大学・高等専門学校統合図書館システムのウェ
ブページから本校総合メディアセンターの蔵書を検索、及び貸出状況を調
べることも可能である。
　毎年実施している教育改善アンケートにおいても、総合メディアセンター
の設備は更新されており、利用満足度は満足が不満を上回っている。
　以上のように、教育内容、方法や学生のニーズを満たすICT環境が十分
なセキュリティ管理の下に適切に整備され、有効に活用されている。

4

3-1-③

図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な
資料が系統的に収集、整理されており、有効に活用されて
いるか。

○ 蔵書は､工学分野､自然科学分野が中心となっているが､総記､哲学､歴
史､社会科学､産業､芸術､語学､文学を網羅している。
　学生用図書費は､コース及びグループ別に予算配分し､教員推薦図書と
して整備しているほか､学生の学習・研究を支援する図書や雑誌を計画
的・系統的に選定し､購入している。加えて、クラス単位での学生が選書す
る希望図書等の充実も図っている。
　館内の図書は日本十進分類法に従い､雑誌は外国雑誌､国内雑誌､寄
贈雑誌に分類し､分野別に系統的に配架し､学生､教職員､学外者に有効
に活用されている。また､郷土資料、資格試験や就活関連、参考図書等の
図書コーナーを設置して､学生が利用しやすいように配慮している。
　視聴覚資料は、授業での利用が可能な著作権処理済の資料を購入して
おり、授業や自学自習に活用されている。
　図書館は､平日夜間20時まで､土曜日も開館し､学生､教職員へ開放して
いる。（令和3年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、平
日夜間19時までとし、学外者への開放は行っていない。）
　さらに､校内からオンラインで蔵書検索が行え､また､本校以外の図書館
蔵書検索や電子ジャーナル・データベースのオンライン検索サービスによ
り､必要とする論文等の目次データやフルテキストにアクセス可能な環境
を整えている。
　以上により､図書､学術雑誌､視聴覚資料その他の教育研究上必要な資
料が系統的に収集､整理されており､有効に活用されている。

4

3-2

3-2-①
履修等に関するガイダンスを実施しているか。 ○ 教育を実施するうえで必要なガイダンスを実施している。

4

3-2-②

学習支援に関する学生のニーズが適切に把握され、学生
の自主的学習を進める上での相談・助言等を行う体制が整
備され、機能しているか。

○ 学生の自主的学習について、低学年向けに授業内容を補完する学習
支援室の整備、担任制・指導教員制やオフィスアワーを設け支援体制を
整備している。
○ 定期的な学生会・寮生会との懇談を行っている。

4

教員の教育能力の向上を図る取組が適切に行われていること。また、教育活動を展開するために必要な教育支援者等が適切に配置され、資質の向上を
図るための取組が適切に行われていること。

学校において編成された教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備が整備され、適切な安全・衛生管理の下に有効に活用されていること。また、Ｉ
ＣＴ環境が適切に整備されるとともに、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集、整理されていること。

教育を実施する上での履修指導、学生の自主的学習の相談・助言等の学習支援体制や学生の生活や経済面並びに就職等に関する指導・相談・助言等を
行う体制が整備され、機能していること。また、学生の課外活動に対する支援体制等が整備され、機能していること。

3



基 準 点 検 項 目 現 状 確 認　（令和３年度末 ※見込含む）
自己
評価

次年度改善・
見直し予定事項

3-2-③

特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援及び生
活支援等を適切に行うことができる体制が整備されており、
必要に応じて支援が行われているか。

○ 留学生支援は、留学生対応の教務主事補、寮務主事補、国際交流支
援室が一体となって、留学生指導教員・チューターによる支援を行ってい
る。
○ 編入学生支援は、編入学生ガイダンス及び担任・指導教員、社会人学
生は指導教員による支援を行っている（令和３年度においては社会人学
生は在籍なし）。
○ 特別な支援が必要と判断される学生に対しては、保健センターを中心
に教務主事・学生主事・担任・科目担当教員等で支援体制（支援チーム
等）を構築し組織的に支援を行っている。

4

3-2-④

学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言等を行う体
制が整備され、機能しているか。

○ 学生生活は、学生主事を中心に生活指導・経済支援を行っている。ま
た、保健センター内に相談室を設置し、担任教員・科目担当教員や看護師
のほか、精神科医やカウンセラー、特別支援教育士、教育相談員を配置
し対応している。
○ いじめ等は年4回のいじめアンケートの実施、担任による面談などによ
りいじめの防止、早期発見に取り組み、いじめ防止等対策委員会におい
て対応している。
○ ハラスメント等は、「ハラスメントの防止等に関する規定」に基づき設置
するハラスメント防止対策委員会において対応している。
○ 学校保健計画に基づき、定期健康診断を実施している。
○ 経済面での支援は、学生支援機構の奨学金制度、民間団体による各
種奨学金制度、高専機構規則に基づく授業料免除や本校独自の「鶴岡高
専創立５０周年記念国際交流・学生支援金給付制度」により対応してい
る。

4

3-2-⑤

就職や進学等の進路指導を含め、キャリア教育の体制が整
備され、機能しているか。

○ 地域連携センター人材育成部門（キャリア教育とCO-OP教育を推進）と
進路指導委員会が連携しながら体制を整備 し、取組みを推進している。
○ 模擬面接、就職関係講演会、卒業生の講演会、保護者懇談会におけ
る進路説明、学校内における独自企業説明会実施など、進学・就職に関
する様々な取組みを実施している。

4

3-2-⑥

学生の部活動、サークル活動、自治会活動等の課外活動
に対する支援体制が整備され、適切な責任体制の下に機
能しているか。

○ 全クラブに顧問教員を配置し、学生会や寮生会にも担当教員を配置
し、支援体制を整備し、機能している。また、その他の活動（正式なクラブ
以外の競技、各種コンテスト等）についても、担当教員を配置し、教員の協
力・支援が得られる体制のもと適切に対応がなされている。
○ 大会運営やクラブの規模が大きいなど、業務過多となるクラブには協
力教員を配置し、支援体制を整備している。
○ 課外活動全般に対する「課外活動指導教員・課外活動安全管理指導
業務の手引き」を定め、活動に対する安全管理も徹底されている、また、
新型コロナの感染状況に合わせた対応を適宜定め、安全安心な活動のた
め支援体制を整備し、機能している。

4

3-2-⑦

学生寮が整備されている場合には、学生の生活及び勉学
の場として有効に機能しているか。

○ 学生寮の生活マニュアル「寮生活のしおり」、また「鶴岡高専学寮にお
ける新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」を作成し、寮務主事補や
担任教員・宿日直教員の助言等を受けながら、指導寮生を中心にした規
律正しい有意義な共同生活が営まれており、教育寮として有効に機能して
いる。感染症対策マニュアルは状況に応じて改変。
○ 自習時間の設定や、指導寮生による学習会（1年生学習会）等の活動
により勉学の場としても有効に機能している。

4

基準４ 財務基盤及び管理運営

4-1

4-1-①

学校の目的に沿った教育研究活動を将来にわたって適切
かつ安定して遂行できるだけの財務基盤を有しているか。

○ 本校の経常的収入は､国から高専機構を通じて交付される運営費交付
金のほかに､自己収入として学生からの諸納付金である授業料､入学検定
料､入学料及び財産貸付料等の雑収入があり､例年、入学定員を確保して
おり諸納付金は確保されている。機構本部からの基盤的経費は毎年減少
しているが､競争的資金を確保できるよう積極的に取り組んでいる。

4

4-1-②

学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として、
適切な収支に係る計画等が策定され、関係者に明示されて
いるか。

○ 各年度の予算に係る計画については､将来構想・戦略会議において予
算配分方針を定め､その方針により策定され適正に配分しており､運営会
議での審議を経て校長が決定し､教員会議､コース会議及びグループ会議
で教員に周知している｡

4

4-1-③

学校の目的を達成するため、教育研究活動（必要な施設・
設備の整備を含む）に対しての資源配分を、学校として適
切に行う体制を整備し、行っているか。

○ 予算配分は､方針の明示が行われ､会議の議を経た上で決定されてい
る。校長裁量による教育研究設備維持管理費は重点的に配分するなど､
十分検討した上で決定し､適切な資源配分が行われている。施設・設備の
整備については､施設･設備マネジメント委員会､将来構想・戦略会議で全
学的な見地から審議し､概算要求等により高専機構本部に要求し予算の
確保を図っている。

4

4-1-④

学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表され
ているか。また、財務に係る監査等が適正に行われている
か。

○ 高専機構本部は､翌事業年度５月末日までに財務諸表を作成し､公表
している。
　本校における財務に関する会計監査は､直近では、平成28年度及び令
和元年度に高専機構本部による内部監査・監事監査､平成30年度には監
査法人による監査、を受けている。本校内部会計監査規程により､毎会計
年度１回定期に監査を実施することとしており､また､平成20年度から３年
に２回程度の割合で､高専間相互監査を受け､内部会計監査規程により､
毎会計年度１回定期に監査を実施することとしており会計監査等は適正
に行われている。

5

学校の目的を達成するために、教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行できるだけの財務基盤を有しており、活動の財務上の基礎として、
適切な収支に係る計画等が策定され、履行されていること。また、学校の財務に係る監査等が適正に実施されていること。

4



基 準 点 検 項 目 現 状 確 認　（令和３年度末 ※見込含む）
自己
評価

次年度改善・
見直し予定事項

4-2

4-2-①

管理運営の諸規程が整備され、各種委員会及び事務組織
が適切に役割を分担し、効果的に活動しているか。

○ 本校の管理運営の諸規程は､「鶴岡工業高等専門学校内部組織規程」
を基本に､各種委員会等規程を制定､継続的に改善を加えて整備してい
る。
　なお､新規制定又は改正が必要になった規程は､運営会議で審議し､校
長決裁を経て､施行に付される。
　管理運営に関しては､副校長（総務担当）､副校長（教務担当）（教務主事
兼務）､副校長（学生担当）（学生主事兼務）､副校長（寮務担当）（寮務主
事兼務）、副校長（専攻科担当）（専攻科長兼務）、副校長（研究・地域連携
担当）を配置し､それぞれ委員会及びセンター関連業務を所掌しており、各
委員会等の主な所掌内容は規程により明確に規定している。また､各委員
会等の構成メンバーは､令和３年度校務分掌表のとおりである。各委員会
とも､必ず事務職員が委員または幹事として参画している。
　事務部では､事務部長を筆頭として､総務課・学生課の２課を設置し､そ
れぞれに役割分担して管理運営体制を整えている。
　また､技術職員については､教育研究技術支援センターを設置して､技術
長を筆頭として、技術職員による教育支援業務等を行っている。
　いずれの委員会も定期的にあるいは必要に応じて開催されている諸規
定を整備し、各組織が効果的に活動している。

5

4-2-②

危機管理を含む安全管理体制が整備されているか。 ○ 危機管理については、危機管理規程を整備し、リスク管理室を中心とし
た危機管理体制を確立しており、危機事象発生時には、危機対策本部を
設置し、機構本部と連携して危機対応にあたる体制となっている。
　全教職員には、危機管理マニュアルを配布して危機事象発生時の対応
を周知すると共に、防災訓練や新型コロナウイルス、インフルエンザ対策
の際にはリスク管理室会議を開催し、危機管理体制の確認及び見直しを
行っている。また、危機事象発生時には、緊急時に対応するために教職
員の組織ごとに緊急連絡網を整備しているほか、学生・教職員の安否情
報を迅速に集約するための安否確認システム（さくら連絡網）を導入した。
　なお、災害備蓄品については、機構本部から配備された毛布や簡易トイ
レの他、飲料水等を備蓄し危機事象に備えているが、災害時に不足する
場合は、東北地区高専間で備蓄品を支援し合うこととしている。
　年１回全本科生を対象とした防災避難訓練を実施している。学寮におい
ては年２回全寮生を対象に防災訓練を実施している。

4

4-2-③

外部資金を積極的に受入れる取組を行っているか。 ○ 地域連携センターが中心となり，文部科学省をはじめとする各省庁，日
本学術振興会及びその他機関が公募する各種競争的資金に積極的に応
募している。
科学研究費助成事業の採択件数にあっては，説明会（科研費セミナー）の
早期開催や応募時における教員相互によるチェックを行うことで調書の質
的向上を図り，採択件数はここ数年堅調に推移している。
　また，令和元年から、第１ブロックの９高専合同で主に若手教員を対象と
した「科研費ワークショップ」を実施している。
　受け入れた外部資金の直接経費は学術研究と教育の推進に，また間接
経費は本校の管理運営に有効に活用されている。

5

4-2-④

外部の教育資源を積極的に活用しているか。 ○ 地域の高等教育機関同士の連携協定として，県内の高等教育機関が
単位互換に関する包括協定書を締結している。地域の企業経営者を客員
教授に任命し，専攻科の授業で，特別講義を実施している。準学士課程
の４年生と専攻科課程はインターンシップとして夏季休業期間の１～２週
間企業で現場体験を経験している。また，３年から５年生の夏季・春季休
業（夏季は中止、春季は実施予定）期間中には、企業において実施する長
期就業体験学習「CO-OP教育」を行っている。

4

4-2-⑤

管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果た
すことができるよう、研修等、管理運営に関わる職員の資質
の向上を図るための取組（スタッフ・ディベロップメント）が組
織的に行われているか。

○ スタッフ・ディベロップメントの一環として事務職員及び技術職員を外部
研修にも積極的に参加させている。

4

4-3

4-3-①

学校における教育研究活動等の状況についての情報（学
校教育法施行規則第172条の２に規定される事項を含む。）
が公表されているか。

○ 毎年、組織や学生の状況のデータを掲載した「学校総覧」、教員の教育
研究分野や略歴などを紹介する「研究者紹介（研究シーズ集）」、学生や
教職員、学寮などの活動を広く紹介する広報誌「鶴岡高専だより」を発行
し、関係機関へ配布するとともに、電子データをホームページに掲載して、
広く情報発信を行っている。各種行事については、積極的に報道機関へ
取材依頼を行い、マスメディアを通じた情報発信にも力を入れるとともに、
活動状況は逐次ホームページに掲載している。
　学校教育法施行規則第172条の２に規定される事項については、本校
ホームページ上の「学校案内－教育情報の公表」にて公表し、毎年データ
の更新を行っている。一部の事項については、「学校総覧」に掲載の内容
をホームページ上に公表している。

4

基準５ 準学士課程の教育課程・教育方法

5-1

5-1-①

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）に基づき、授業科目が学年ごとに適切に配置され、
教育課程が体系的に編成されているか。

○ 授業科目が学年ごとに適切に配置され、教育課程が体系的に編成さ
れている。

4

5-1-②

教育課程の編成及び授業科目の内容について、学生の多
様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請等が配慮
されているか。

○ 授業科目の内容については学生の多様なニーズ、学術の発展の動
向、社会からの要請等が配慮されている。

4

5-1-③
創造力・実践力を育む教育方法の工夫が図られているか。 ○ 創造力を育む教育方法の工夫が図られている。

4

5-2

5-2-①

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の
バランスが適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切
な学習指導上の工夫がなされているか。

○ バランスは適切であり適切な学習指導上の工夫がなされている。

4

5-2-②

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）の趣旨に沿って、適切なシラバスが作成され、活用さ
れているか。

○ CPおよびモデルコアカリキュラムを踏まえて適切に設定した項目に基
づくシラバスを作成し活用している

4

学校の目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され、機能していること。また、外部の資源を積極的に活用していること。

学校の教育研究活動等の状況やその活動の成果に関する情報を広く社会に提供していること。

準学士課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、教育課程が体系的に編成されており、その内容、水準等が適切
であること。

準学士課程の教育課程を展開するにふさわしい授業形態、学習指導法等が整備されていること。

5



基 準 点 検 項 目 現 状 確 認　（令和３年度末 ※見込含む）
自己
評価

次年度改善・
見直し予定事項

5-3

5-3-①

成績評価・単位認定基準が、教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム・ポリシー）に従って、組織として策
定され、学生に周知されているか。また、成績評価・単位認
定が適切に実施されているか。

○ CPに基づいて成績評価・単位認定基準 を策定し適切に実施している。
○ 学生便覧等により学生周知
○ シラバスに記載して学生に説明 4

5-3-②

卒業認定基準が、卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポ
リシー）に従って、組織として策定され、学生に周知されて
いるか。また、卒業認定が適切に実施されているか。

○ DPに基づく卒業判定基準を策定し卒業認定を行っている。
○ 学生便覧等により学生周知

4

基準６ 準学士課程の学生の受入れ

6-1

6-1-①

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に
沿って適切な入学者選抜方法が採用されており、実際の学
生の受入れが適切に実施されているか。

○ 入試委員会においてAPに沿った適切な入試選抜方針を作成し適切に
実施している。

4

6-1-②

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に
沿った学生を実際に受入れているかどうかを検証するため
の取組が行われており、その結果を入学者選抜の改善に
役立てているか。

〇 自己点検・評価実施計画に基づく定期点検・ 評価
〇 入試分析を行い推薦選抜試験の口頭試問の見直しを行った

4

6-1-③

実入学者数が、入学定員を大幅に超過、又は大幅に不足
している状況になっていないか。また、その場合には、入学
者選抜方法を改善するための取組が行われるなど、入学定
員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。

△ 入学定員を満たすよう２次募集等を実施する
○ 推薦選抜・学力選抜に加え、帰国子女特別推薦選抜を導入している

4

基準７ 準学士課程の学習・教育の成果

7-1

7-1-①

成績評価・卒業認定の結果から判断して、卒業の認定に関
する方針（ディプロマ・ポリシー）に沿った学習・教育の成果
が認められるか。

○ 卒業判定会議にてDPに沿った学習・教育の成果を確認している

4

7-1-②

達成状況に関する学生・卒業生・進路先関係者等からの意
見の聴取の結果から判断して、卒業の認定に関する方針
（ディプロマ・ポリシー）に沿った学習・教育の成果が認めら
れるか。

○ 学生・卒業生・進路先関係者等へのアンケート実施している
○ アンケート結果から学習・教育の成果等を確認している

4

7-1-③
就職や進学といった卒業後の進路の状況等の実績から判
断して、学習・教育の成果が認められるか。

○ 就職及び大学編入学状況から学習・教育の成果が認められる
4

基準８ 専攻科課程の教育活動の状況

8-1

8-1-①

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）に基づき、授業科目が適切に配置され、教育課程が
体系的に編成されているか。

○ 平成27年度に大学改革支援・学位授与機構から特例適用専攻科とし
て認定されており、その際に、カリキュラムポリシーに基づき、授業科目が
適切に配置され、教育課程が体系的に編成されていることが確認されて
いる。

4

8-1-②

準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育から
の発展等を考慮した教育課程となっているか。

○ 平成27年度に大学改革支援・学位授与機構から特例適用専攻科とし
て認定されており、その際に、教育課程は準学士課程の教育との連携及
び当該教育からの発展等を考慮したものとなっていることが確認されてい
る。

4

8-1-③

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の
バランスが適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切
な学習指導上の工夫がなされているか。

○ 授業形態は、一般科目とコース専門科目および共通専門科目がバラン
スよく配置されている。開講科目の講義、演習、実験実習はそれぞれのカ
リキュラムポリシーに適合した科目が適切に配置されている。
○ 企業技術者、会社経営者、行政からの講師、大学教員などを継続的に
招聘し、分野横断的な技術者教育を実施している。
〇 企業でのインターンシップを必修科目とし、企業現場での技術者教育を
実施している。

4

8-1-④

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ
シー）に基づき、教養教育や研究指導が適切に行われてい
るか。

○ 広い視野を持ち、多様な価値観を理解できる能力を育成するため、各
コース共通として「日本学特論」、「技術者倫理」、「総合実践英語」などの
一般科目を編成している。
○ 自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力を育
成するため、「専攻科研究Ⅰ」、「専攻科研究Ⅱ」を編成し、その分野で優
れた実績を有する教員のもと、１人１テーマの取り組みで指導している。

4

8-1-⑤

成績評価・単位認定基準が、教育課程の編成及び実施に
関する方針（カリキュラム・ポリシー）に従って、組織として策
定され、学生に周知されているか。また、成績評価・単位認
定が適切に実施されているか。

○ 「鶴岡工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程」
を定めて成績評価・単位認定を適切に実施している。
○ 新入生ガイダンス、シラバスや学生便覧等により、成績評価・単位認定
について学生に周知している。
○ 専攻科委員会において、成績評価・単位認定している。

4

8-1-⑥

修了認定基準が、修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポ
リシー）に従って、組織として策定され、学生に周知されて
いるか。また、修了認定が適切に実施されているか。

○ 「鶴岡工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程」
を定めて修了認定を適切に実施している。
○ 専攻科ガイダンスや学生便覧等により、修了認定について学生に周知
している。
○ 専攻科委員会において修了認定している。

4

準学士課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム･ポリシー）並びに卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、成績評
価・単位認定及び卒業認定が適切に行われており、有効なものとなっていること。

入学者の選抜が、入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な方法で実施され、機能していること。また、実入学者数が、入学
定員と比較して適正な数となっていること。

卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に照らして、学習・教育の成果が認められること。

専攻科課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、教育課程が体系的に編成され、専攻科課程としてふさわしい授
業形態、学習指導法等が採用され、適切な研究指導等が行われていること。
また、専攻科課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）並びに修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、成
績評価・単位認定及び修了認定が適切に行われており、有効なものとなっていること。

6



基 準 点 検 項 目 現 状 確 認　（令和３年度末 ※見込含む）
自己
評価

次年度改善・
見直し予定事項

8-2

8-2-①

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に
沿って適切な入学者選抜方法が採用されており、実際の学
生の受入れが適切に実施されているか。

○ アドミッションポリシーに基づいた適切な専攻科入学者選抜が実施され
ている。
○ 推薦選抜、学力選抜、社会人推薦選抜やアドミッション・オフィス(AO)選
抜を整備していおり、適切に実施している。

4

8-2-②

入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に
沿った学生を受入れているかどうかを検証するための取組
が行われており、その結果を入学者選抜の改善に役立てて
いるか。

○ 自己点検評価の基本方針、PDCAサイクルに基づいて検証・改善の取
組・体制を整えている。
△ 入学者がアドミッション・ポリシーに適合しているか検証するためのアン
ケートを実施する予定である。

3

8-2-③

実入学者数が、入学定員を大幅に超過、又は大幅に不足
している状況になっていないか。また、その場合には、入学
者選抜方法を改善するための取組が行われるなど、入学定
員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。

○ 令和３年度入学者の充足率は1.３１である。過去5年間の平均充足率
は１.２７であり、入学者は大幅に超過しておらず、適正な範囲に収まって
いる。また、入学者選抜方法の改善を図るための体制も整備している。 4

8-3

8-3-①

成績評価・修了認定の結果から判断して、修了の認定に関
する方針（ディプロマ・ポリシー）に沿った学習・教育・研究
の成果が認められるか。

○ ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成果を把握・評価するため、
「鶴岡工業高等専門学校専攻科委員会規程」を整備して実施しており、成
績評価ならびに修了認定が適切に実施されている。

4

8-3-②

達成状況に関する学生・修了生・進路先関係者等からの意
見の聴取の結果から判断して、修了の認定に関する方針
（ディプロマ・ポリシー）に沿った学習・教育・研究の成果が
認められるか。

△ 「専攻科修了時アンケート」、「専攻科修了生アンケート」、「卒業（修了）
生就業先アンケート」などの各種アンケートを実施の予定である。平成30
年度の就職先アンケートより、修了生のすぐれている点などの結果から
ディプロマポリシーに沿った成果が身についていると判断される。

3

8-3-③

就職や進学といった修了後の進路の状況等の実績から判
断して、学習・教育・研究の成果が認められるか。

○ 令和３年度の就職率ならびに進学率は100％である。就職先は育成す
る技術者像にふさわしい製造業等となっており、進学先は専攻の分野に
関連した大学の研究科等となっている。

4

8-3-④

修了生の学位取得状況から判断して、学習・教育・研究の
成果が認められるか。

○ 令和２年度の修了生の学位取得率は100％である。専門知識を体系的
に修得し、多様な価値観と幅広い教養を身に付け総合的な判断力が養わ
れていることが認められる。

4

選択的評価事項Ａ　　　研究活動の状況

A-1

A-1-①

研究活動に関する目的、基本方針、目標等が適切に定め
られているか。

○ 地域連携センター規程を整備し、その中で、
　・地域企業等との技術・研究交流の推進
　・全国高専の研究拠点として、高専の持つ「ものづくり技術」を駆使して先
端科学の社会実装を担うこと
が明記されている。
　また、あらたに鶴岡工業高等専門学校における研究活動の目的と基本
方針・活動方針等についての規程を円滑に運営が進められるようR3年4
月に改定した。

4

A-1-②

研究活動の目的等に照らして、研究体制及び支援体制が
適切に整備され、機能しているか。

○ 副校長（研究・地域連携担当）の下に地域連携センターが組織され、同
センター規程が整備されている。
センターの3つの部門のひとつ、地域連携部門の担当業務として、
　・企業等との共同研究や受託研究の促進支援
　・学術情報の提供や技術協力に関する事案
　・競争的資金の獲得支援
などが同センターの規程に明記され、支援体制の構築がなされている。

5

A-1-③

研究活動の目的等に沿った成果が得られているか。 ○ 研究者の専門分野が網羅されている科研費に関しては、地域連携セン
ターのK-ARC部門長が中心となって科研費講習会、科研費ワークショップ
を実施している。コロナ禍でいつでも各専門分野の採択者からのアドバイ
スが聞ける動画コンテンツをフルに活用した取り組みも実施。教員一人当
たりの獲得金額に関しては第１ブロックの高専９校中、第１位を記録した。
全国の高専と比較しても研究活動は活発であり、外部資金獲得額はトップ
クラスを維持している。

5

A-1-④

研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図って
いくための体制が整備され、機能しているか。

○ 地域連携・地域貢献活動を担う地域連携センターに3つの部門を設置
し、それぞれに部門長と部門員を配置している。部門長は各担当事業に
責任を持ち、センター会議や部門会議の席上で問題点の共有を行うこと
で、次年度に向けた改善を図る体制も整っている。個別の教員に対して
は、研究奨励教員制度を導入し、校務負担を軽減、研究を促進させること
で論文投稿、外部資金取得（科研費など）や学位取得の手助けを行ってい
る。

5

選択的評価事項Ｂ　　地域貢献活動の状況

B-1

B-1-①

地域貢献活動等に関する目的、基本方針、目標等が定め
られているか。

○ 地域連携・地域貢献活動の拠点として「地域連携センター」を設置し、
同センター規程を整備して、目的等を定めている。また、あらたに鶴岡工
業高等専門学校における地域貢献活動の目的と基本方針・活動方針等
についての規程を円滑に運営が進められるようR3年4月に改定した。

4

B-1-②

地域貢献活動等の目的に照らして、活動が計画的に実施
されているか。

○ 地域連携センターに3つの部門「地域連携」「人材育成」「K-ARC」を設
置し、それぞれに人員を配置している。その上で、4月に開催する同セン
ター会議で当該年度の実施計画を策定して担当者を決め、その計画に
沿って各種事業を実施している。また、R3年度より定期的(2,3か月に１回)
にセンター会議を実施し、活動状況の経過についても共有している。

5

B-1-③

地域貢献活動等の実績や活動参加者の満足度等から判断
して、目的に沿った活動の成果が認められるか。

○ 主催（参加）事業の大半でアンケートを実施し、参加者の満足度や意見
等の聴取に努めており、その結果を次回（次年度）の実施に活かしてい
る。
○ 定期的に開催してるセンター会議にて、活動状況ならびに各教員の活
動記録についても共有している。R3年度の半期にて、R2年度一年間と比
較して半数以上の活動結果が得られており、また半期で目標値の半分を
上回っている。

5

B-1-④

地域貢献活動等に関する問題点を把握し、改善を図ってい
くための体制が整備され、機能しているか。

○ 地域連携・地域貢献活動を担う地域連携センターに3つの部門を設置
し、それぞれに部門長と部門員を配置している。部門長は各担当事業に
責任を持ち、センター会議や部門会議の席上で問題点の共有を行うこと
で、次年度に向けた改善を図る体制も整っている。またセンター全体でも
定期的(2,3か月に１回)に会議を開催し、情報共有をはかっている。

5

修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に照らして、学習・教育・研究の成果が認められること。

高等専門学校の研究活動の目的に照らして、必要な研究体制及び支援体制が整備され、機能しており、研究活動の目的に沿った成果が得られているこ
と。

高等専門学校の地域貢献活動等に関する目的等に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、活動の成果が認められていること。

専攻科課程としての入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切に運用されており、適正な数の入学状況であること。

7



鶴岡工業高等専門学校

校⻑ 森 政 之

令和 3 年度 運営協議会
【学校運営の概要】

実施⽇︓ 令和 4年 2月 17⽇（木）
場 所︓ 鶴岡高専 8号館3階

資料 ３－１
令和４年2月17⽇

鶴岡高専運営協議会

1
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目 次

Ⅰ 学校運営の方針

1 校訓・基本教育目標

2 校長所信

Ⅱ 令和３年度の具体的活動

1 教育活動

2 研究活動

3 地域連携活動

４ 学生の活躍

５ 学生の確保・進路

Ⅲ 校長としての所感
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Ⅰ－１ 校訓・基本教育目標

• 校訓

自学自習

理魂工才

• 基本教育目標
１．豊かな人間性と広い視野を持ち，社会人としての倫理を身につける

２. あらゆる学習を通じて思考力を鍛え，創造力に富んだ技術者になる

３. 専門分野の基礎を良く理解し，実際の問題に応用できる能力を培う

４. 意思伝達及び相互理解のため，十分なコミュニケーション力を養う

3
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Ⅰー２ 学校運営の方針
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Ⅰー２ 学校運営の方針
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Ⅰー２ 学校運営の方針
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Ⅰー２ 学校運営の方針
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Ⅰー２ 学校運営の方針
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本校では、地域からの要請による産業構造の高度化に対応できる
融合複合技術者の育成を目指し学科の⼤括り化による再編を⾏った。

＜１年次＞

混合学級とし４学級に
分けて運営

＜２・３年次＞

基本コースで技術者の
素養を育成

＜４・５年次＞

応用分野で課題発見・
解決能力など実践力を
育成

Ⅱー１ 教育活動

9
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Ⅱー１ 教育活動

10
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Ⅱー１ 教育活動

• ICTレスキュー隊の創
設（R3.9）及び、学生
支援活動の実践（ICT

何でも質問サイト、説
明会）

• 新たな部活動（AMデ
ザイン部）のPR活動
及びCAD実演会
（R4.1））

11
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Ⅱー１ 教育活動

• 放課後レクチャーの
創設（R3.9）及び、全

教員持回りでの講義
の実施（来年度以降
も継続）

12

日時 講師 演題 日時 講師 演題

21/10/08 山田充昭 鶴岡高専 開校秘話 21/12/10 白砂絹和 Bueno Camino よい旅を ―

世界を旅する・毎日を旅する―

21/10/15 森 政之 「学習環境」を科学する 21/12/17 上松和弘 円周率の話（仮題）

21/10/22 佐藤 司 漂着ごみを無くするために私
達ができる事

22/01/14 内山 潔 酸化物が拓く近未来社会

21/11/19 渡部誠二 音をあやつる 22/01/28 南 淳 なぜ生物は有性生殖するの
か？
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・オンライン交流

シンガポール、タイ、メキシコ

・短期/中長期留学〈派遣〉

シンガポール、ニュージーランド、タイ、台湾、ベトナム、フランス

・トビタテ！留学JAPAN ＜派遣＞

・短期/中長期留学生〈受入〉

シンガポール、台湾、フランス、フィンランド、南米

・海外教育機関との学術交流協定締結

・昼休みラウンジ・英会話レッスン

昼休みを利用し、ラウンジで外国人講師とフリートーク

・オンライン英会話〈夏季・冬季〉

ビデオ通話による外国人講師との英会話レッスン

・専門分野での英語力強化

専攻科研究の英文要旨、英語プレゼン、英語での専門授業

・国際学会等での口頭発表

昼休みラウンジ・英会話レッスン

オンライン英会話受講中の学生

“国際的に活躍できる技術者の育成”

Ⅱー１ 教育活動

13
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春季休業中
全学年対象︓20名程度
費⽤︓約25万円

協定校で２週間の短期留学。
英語と他⺠族⽂化を体感。
現地学⽣とも仲良くなれる。

Ⅱー１ 教育活動

シンガポール
奨学金

3~10万円

ニュージランド
奨学金

3～13万円

夏季・春季休業中
４・５年⽣、専攻科対象

機構本部、他高専、山形大学、
技科大等の留学制度も幅広く活⽤︕

多様なプログラム
夏季・春季休業中
４・５年⽣、専攻科対象︓12名
費⽤︓15万円〜

研究室に配属され、協定の大学で研究を⾏う。
32日以上の滞在で2ヶ月分のJASSO奨学⾦受給。

シンガポール
ニュージランド

ベトナム・タイ・台湾

奨学金
12~20万円

春季休業中
全学年対象︓20名程度
費⽤︓約40万円

協定校で2週間の技術英語実習、
または現地語学学校で世界中の
学⽣と英語研修。
現地学⽣と交流。
宿泊はホームステイ。

安全に海外渡航
が可能となり次第、
すぐ留学再開でき
るよう万全の準備
を整えています！

14
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Ⅱー１ 教育活動

15

＜派遣＞短期、中長期ともに増加傾向

短 期 ︓1ヶ月未満
中⻑期︓1ヶ月以上

※2019年度春季留学
の一部を中止した。

学生の国際マインドが定着し、双方向での交流を継続してきた

＜受入＞受入の定着化

コロナ禍でも交流を継続するための
新たな取り組み

オンライン交流
〈シンガポール〉
シンガポール・ポリテクニック
ニーアン・ポリテクニック

バーチャル異文化交流
〈メキシコ〉 グアナファト大学

オンライン ミニシンポジウム
〈タイ〉 ラジャマンガラ工科大学

NIT -Tsuruoka

科研費（代表） 科研費（分担） 科研費（奨励） 共同研究 受託研究 受託事業 寄附金 その他助成金 合計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

第１四半期 8 33,181 2 520 1 470 4 8,815 4 1,849 0 0 3 4,110 1 30 48,975

第２四半期 0 0 2 229 0 0 5 1,748 4 5,900 2 1,503 4 2,600 1 200 12,180

第３四半期 0 0 0 0 0 0 4 2,825 1 20,150 0 0 0 0 0 0 22,975

第４四半期 - - - - - - - - - - - - - - - - -

合計 8 33,181 4 749 1 470 13 13,388 9 27,899 2 1,503 7 6,710 2 230 84,130

Ⅱー２ 研究活動

16
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科研費（代表） 科研費（分担） 科研費（奨励） 共同研究 受託研究 受託事業 寄附金 その他助成金

令和３（2021）年度外部資金獲得状況（第3四半期まで）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

外部資金獲得額合計

８４,１３０,０００円

（千円）

（千円）

※ ⾦額は直接経費+間接経費の計とする。
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Ⅱー２ 研究活動

• 11月24日（水）に「K-ARCシンポジ
ウム2021」を鶴岡メタボロームキャ
ンパスレクチャーホールで開催。

• 7回目の今回は「～今、考える・取り
組むSDGsとサステナブルな社会実

現のための研究～」をテーマに、企
業・団体及び本校学生を含む約80
名（オンライン参加含む。）が参加。

• 基調講演では、京都先端科学大学
バイオ環境学部学部長・教授福田

裕穂氏、続く招待講演では、筑波大
学大学院生命環境科学研究科教
授鈴木石根氏よりご講演。

• また、研究事例として、他高専及び
本校教員から、現在の取り組みに関
する紹介がありました。

17

福田氏 鈴木氏

NIT -Tsuruoka

Ⅱー２ 研究活動

GEAR5.0での取り組み
• GEAR5.0未来技術の社会実

装教育の高度化の事業にお
いて、マテリアル分野と防災・
減災（防疫）分野の２つのプロ
ジェクトに参画。

• 企業、自治体及び大学等との
連携体制のもと、未来技術の
社会実装を通じ、「人財」を育
成する取組み。

• ポリマーブラシ構造を付与した
ゴム材料、イオンブラシによる
ウイルス不活性化コーティング
技術の社会実装を目指す。

18

分野：マテリアル（代表校：鈴鹿高専）

分野：防災・減災（防疫）（代表校：沖縄高専）

NIT -Tsuruoka

Ⅱー２ 研究活動

19

◆防災科学技術研究所との共同研究◆

「荘内日報」
令和4年2月1日（火）
付け紙面より

鶴岡市民への
アンケートを実施。

• 「安心・安全快適な滑雪コーティング技術の社会実装に向けた
社会科学的調査研究」をテーマに、国立研究開発法人防災科
学技術研究所との間で共同研究を実施中。

• 本校の有する低摩擦コーティング技術を、屋根や道路のカー
ブミラー等の滑雪への応用技術展開を目指す。

• 本校の自然科学系と社会科学系教員が共同で地域住民への
アンケートによるニーズ調査を展開。

NIT -Tsuruoka

Ⅱー２ 研究活動

• 国際専門誌「materials」への研究成果論文掲載

本校と国立研究開発法人物質・材料研究機構の共同研究成果が、国際

専門誌「materials」に掲載。その分野に大きな影響を与える可能性のある
最先端の研究として、「materials」を刊行する出版社から「Feature Paper」
に選出。

研究概要：リチウム金属と電解質の間の界面反応の安定性を向上させる
目的で、簡単で大面積への塗布も可能なブレードコーティング法を使用し
て、リチウムイオン伝導セラミックフィラーを含む有機/無機複合固体電解質
層で市販のポリエチレン膜セパレータをコーティングした。 論文で報告した

材料は、現行のリチウムイオン電池を凌駕する次世代二次電池の創成に向
け鍵となる素材であり、実用化が期待される。

20
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Ⅱ－３ 地域連携活動

• 「－地域企業参加型－専攻科生研究発表
会」は，地域企業の方に専攻科の研究内容
を認知してもらい、本校学生と地域企業の
方が直接意⾒交換できる場として、2022年
1月19⽇（水）に本校8号館を会場に開催し
ました。

• 研究発表では、学生がポスターセッション
形式で自身の研究を説明。教員や企業の方
からの質問にも丁寧に答えていました。

• 企業の方からも、学生の発表に対する意欲
の高さや真剣さに高評価をいただきまし
た。

21
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Ⅱー３ 地域連携活動

• 2021年2月1⽇に、山形県最上総合支庁と次の３点
の充実を目的として連携協定を締結しました。

１．最上地域の産業振興
２．最上地域に所在する企業の技術革新と人材の確保
３．最上地域出身者の地元定着

• 本協定に基づき、同8月7⽇（土）に「最上地区企
業⾒学ツアー」を開催。

• ⼤型バスで最上地区の企業を巡るツアーで、参加学
生は、企業⾒学しながら実家への帰省もできると
いったイベント。

• 会社概要や求める人材等の会社説明、社内⾒学や本
校OBの社員の方との懇談等が⾏われた。

■訪問企業︓株式会社ムトウ、山形東亜DKK株式会社、
山形航空電子株式会社

■参加学生︓16名

山形東亜DKK(株)様会社説明の様子

(株)ムトウ様会社説明の様子

22
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Ⅱー３ 地域連携活動

• 鶴岡⻘年会議所主催「Tech 
For Tsuruoka 2021」に出展

市⺠に向けて今必要とされるデジタル技術等
の新技術を分かりやすく学び、体験すること
で理解を深めるイベントに、本校から情報
コース・宍⼾研究室が出展しました。

※新型コロナウィルス感染拡⼤に伴い、完全オンラインにて実施。

• 「YouTube」での動画配信
による学校案内及び研究紹介

VR空間でのUFOキャッチャー操作を⾏うな
ど、

ユニークな試みに各方面から好評を得まし
た。

Youtubeで配信された動画の１コマ

23
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Ⅱー３ 地域連携活動

川添善行氏 パネルディスカッションの様子

会場のマリカ市民ホール

• 第55回産業技術フォーラム－
2021年12月7⽇（火）鶴岡駅
前マリカ市⺠ホールにて、東
京⼤学生産技術研究所 准教授
川添善⾏⽒をお招きし、『建
築のできること』と題しご講
演いただきました。

• 続くパネルディスカッション
では、地域で活躍する市⺠の
方々にもご参加いただき『学
びの空間／歴史的な街の再生
〜鶴岡高専／鶴岡市をケース
として〜』をテーマに、人づ
くり・街づくりについて活発
な議論が交わされました。

24
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Ⅱー３ 地域連携活動

• 仮設機材工業株式会社様（酒田
市）から、鶴岡信⽤⾦庫様が発⾏
する寄附型私募債を活⽤して、本
校の「人財育成基⾦」へご寄附い
ただきました。

• 地域企業とのネットワークを緊密
にし、地域に貢献できる人材の育
成にこれからも⼒を⼊れるべく、
寄附⾦については、教育環境の改
善や学生の教育支援に使わせてい
ただきます。

25
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Ⅱー３ 地域連携活動

• 学生や教職員、来訪者が利⽤できる
「学習・交流スペース」を開設。有志
の方々が改修費⽤の一部をご寄附。

• 当該スペースは、従来就職関係資料ス
ペースとして使っていたものを改装。
アクティブラーニング、ミニセミナー
及びレクチャー等に活⽤している。

• また、鶴岡高専技術振興会会員企業様
への校⻑の個別訪問を通じ、経済的に
困窮する学生への奨学⾦として「人財
育成基⾦」に、約100万円をご寄附い
ただいた。

26
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Ⅱー４ 学生の活躍

 AMデザイン部が、全国高等専門学校デザ
インコンペティション（デザコン）2021
AMデザインフィールドで「優秀賞（全国
高専連合会会⻑賞）」を受賞。

 ロボット・プログラミングに続く高専生
向け第3のコンテストと言われている⼤き
な⼤会で、デザイン⼒を駆使しより良い
生活空間の創出に資する作品を競い合
う。

●「衝撃を吸収せよ︕」をテーマに３Dプ
リンタで製作した造形物がいかに落下衝
撃を吸収するかで争われた。落下した鞠
が弾むことに着想を得て本校の学生が設
計した「まり鶴」が応募約20作品の中で
「優秀賞」を受賞。

27
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Ⅱー４ 学生の活躍

電気・電子コース4年生のチームが「第2回
セキュリティ・フォレンジック・ワーク
ショップ」のセキュリティ技術コンテスト
で初出場ながら⾒事3位に⼊賞。

このコンテストはサイバーセキュリティ技
術の向上とセキュリティ人材の育成を目的
に警察庁東北管区警察局が昨年から開催。
サイバー犯罪等に対するセキュリィ技術の
確かさを競うもの。

東北地域に所在する⼤学及び高専の学生ら
チームがエントリー。1月22⽇にオンライ
ン方式で開催。ログを解析して発信情報や
写真の撮影場所を割り出すなど、実際のサ
イバー犯罪捜査で⽤いられる技術で、次々
と繰り出される難問に挑んだ。

28



NIT -Tsuruoka• 2021年12月11⽇（土）に、⽇
本原子⼒研究開発機構楢葉遠隔
技術開発センターを会場に開催
された第６回廃炉創造ロボコン
に出場しました。

• 『廃炉ミッション︕壁を除染せ
よ』をテーマに、原子炉建屋内
高汚染エリアの⽴体除（高い位
置の除染）。実際の現場を想定
し、ケーブルが干渉する支柱の
先に除染対象の高さ2.7mの壁を
除染するロボットを製作。

• 結果は惜しくも予選敗退。

※廃炉創造ロボコン
⻑期に及ぶ東京電⼒福島第一原子⼒発電所の
廃炉作業を想定し、課題と解決策を考え製作
したロボットで競い合う。

Ⅱー４ 学生の活躍
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Ⅱー４ 学生の活躍

30

卓　　　　球 男子シングルス ３位

テ　 ニ　 ス 女子シングルス ３位

全国高専体育大会東北地区予選会

男子ダブルス 優勝

女子ダブルス ２位

男子団体戦 優勝

男子シングルス 優勝

男子シングルス ２位

男子ダブルス 優勝

女子シングルス ３位

男子６６㎏級 ３位

男子７３㎏級 ３位

男子団体戦 優勝

男子個人戦 優勝

男子個人戦 ３位

男子１００ｍ自由形 優勝

男子２００ｍ自由形 優勝

男子２００ｍ個人メドレー 優勝

バドミントン 男子シングルス ２位

男子シングルス ２位

女子シングルス 優勝

全国高専体育大会成績

テ 　ニ　 ス

ソフトテニス

卓　　　　球

柔　　　　道

剣　　　　道

水　　　　泳

令和３年度の全国高専体育大会は 

東北地区が担当地区となり、本校 

は、バレーボール競技と水泳競技 

を開催しました。 

 

バレーボール：12 月 12 日・13 日 

会場／朝日スポーツセンター 

庄内町総合体育館 

水    泳：12 月 18 日・19 日 

会場／秋田県立総合プール 

NIT -Tsuruoka

Ⅱー５ 学生の確保・進路
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Ⅱー５ 学生の確保・進路

• 進学先一覧

32

第50回卒業生
(平成28年度)

第５１回卒業生
（平成29年度）

第５２回卒業生
（平成30年度）

第５３回卒業生
（令和元年度）

第５４回卒業生
（令和２年度）

長 岡 技 術 科 学 大 学 14 11 16 8 12

豊 橋 技 術 科 学 大 学 2 4 1 2 2

室 蘭 工 業 大 学 2 1

東 北 大 学 1 1

山 形 大 学 1 1 2

秋 田 大 学 1 1 1 1

福 島 大 学 1

宇 都 宮 大 学 1

群 馬 大 学 1 1

茨 城 大 学 1 2

千 葉 大 学 2 1 2 1

埼 玉 大 学 1

信 州 大 学 1

東 京 工 業 大 学 1

東 京 農 工 大 1

電 気 通 信 大 学 1

新 潟 大 学 3 5 5 3 2

神 戸 大 学 1

金 沢 大 学 1

京 都 工 芸 繊 維 大 学 1

島 根 大 学 1 1

公 立 千 歳 科 学 技 術 大 学 1

鶴 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 専 攻 科 23 17 16 24 21

都 立産業技術高等専門学校専攻科 1

新 潟 医 療 福 祉 大 学 1

新 潟 食 料 農 業 大 学 1

大 東 文 化 大 学 1

東 京 農 業 大 学 1 1

東 京 電 機 大 学 1

東 京 情 報 大 学 1

東 海 大 学 1

帝 京 大 学 1

計 56 46 48 48 46

大学名
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Ⅱー５ 学生の確保・進路

• 進学先一覧
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第13回修了生
（平成28年度）

第1４回修了生
（平成29年度）

第1５回修了生
（平成３０年度）

第1６回修了生
（令和元年度）

第1７回修了生
（令和２年度）

北 海 道 大 学 大 学 院 1 1 1

山 形 大 学 大 学 院 2 1 1

東 北 大 学 大 学 院 2 1 1 2

長 岡 技 術 科 学 大 学 大 学 院 1 1 1

東 京 工 業 大 学 大 学 院 1 1

奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 1 1

北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 1 1

筑 波 大 学 大 学 院 1 1

宇 都 宮 大 学 大 学 院 1

首 都 大 学 東 京 大 学 院 1

計 9 4 5 4 4

大学院名

NIT -Tsuruoka

就職内定先の一例（R4.1月現在）

トヨタ自動車東日本

アマゾンジャパン合同会社

ＪＲ東日本メカトロサービス

キリンビール

サントリーホールディングス

JX金属

三菱ケミカル

アイリスオーヤマ

日立ビルシステム

東日本旅客鉄道

パナソニックシステムソリューションズジャパン

東日本高速道路

浜松ホトニクス

第一三共ケミカルファーマ

日本ゼオン川崎工場

34

ヨロズエンジニアリング
東北エプソン
オリエンタルモーター
東北東ソー
東和薬品
ＪＶＣケンウッド山形
アライドマテリアル
東北電機鉄工
水澤化学工業
TDK庄内
シンクロン鶴岡工場
日新製薬
マーレエンジンコンポーネンツジャパン
ASEジャパン
日情システムソリューションズ

三井化学分析センター
東洋インキSCホールディングス
クレハ
ライオン
電源開発
東京水道
日清紡ホールディングス
東亞合成横浜工場

県外 県内

NIT -Tsuruoka

Ⅲ 校長としての所感

• コロナ対応など危機管理については教職員
一体となって効果的に取り組めている。

• 研究活動、地域連携活動については、教員
の間で温度差はあるものの全体としての活動
量、水準は高い。学生の研究レベルも高い。

• 教育活動については、休講頻度、教員間連
携などに課題があり、今後、教職員一体と
なって学生のために改善を図りたい。

• 志願者減少に大きな危機意識を持ち、現状を
分析し戦略的に志願者増を図りたい。

35
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独立行政法人国立高等専門学校機構

鶴岡工業高等専門学校

資料 ３－２

令和３年度 運営協議会
◆基準別対応状況 説明資料◆

令和４年 2月１７日
鶴岡高専運営協議会 NIT -Tsuruoka

目 次

• 基準１ 教育の内部質保証システム 教務主事
• 基準２ 教育組織及び教員・教育支援者等 教務主事
• 基準３ 学習環境及び学生支援等 学生主事・寮務主事
• 基準４ 財務基盤及び管理運営 事務部⻑
• 基準５ 準学士課程の教育課程・教育方法 教務主事
• 基準６ 準学士課程の学生の受入れ 教務主事
• 基準７ 準学士課程の学習・教育の成果 教務主事
• 基準８ 専攻科課程の教育活動の状況 専攻科⻑

• 選択的評価事項A   研究活動の状況 地域連携センター⻑
• 選択的評価事項B 地域貢献活動の状況 地域連携センター⻑

2

【基準１．教育の内部質保証システム】

3

NIT -Tsuruoka

１－１

教育活動を中心とした学校の総合的な状況について、学校として定
期的に学校教育法第109条第１項に規定される⾃⼰点検・評価を⾏い、
その結果に基づいて教育の質の改善・向上を図るための教育研究活動
の改善を継続的に⾏う仕組み（以下「内部質保証システム」とい
う。）が整備され、機能していること。

「鶴岡工業高等専門学校における自己点検評価の基本方針」に基づいて
自己点検・ 評価を実施している。自己点検・評価委員会規定に定める委員

が、自己点検・評価の基本方針に定める実施体制に基づき点検を行ってい
る。

・鶴岡工業高等専門学校自己点検・評価委員会規程

・鶴岡工業高等専門学校における自己点検・評価に関する実施基本方針

・鶴岡工業高等専門学校の点検評価に係る教育の内部質保証に関する実施要項

※第百九条 大学は、その教育研究水準の向上に資するため、文部科学大臣の定めるところに より、当該
大学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備（次項において「教育 研究等」という。）の状況に
ついて自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものと する。

4

１－１－①



NIT -Tsuruoka

学業成績評価に係る資料の保存

この内部 質保証システムに基づいた定期的な自己点検・評価を行うため，根拠と
なるデータや資料 の収集・蓄積を実施している。保存する資料の内容について明確
に規定している。

保存対象となるもの

講義、 演習、 実験・実習、

その他（単位追認、追認、学校以外における教育施設等における学修等）

これらの成績評価シート、保存答案、模範解答、提出物等を学年末に提出し、教育
点検委員会が提出状況を確認する。

5

１－１－②
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内部質保証システム

6

本校は、教育理念「理魂⼯才」「⾃学⾃習」を掲げ、優秀な技術者を卒
業生として送り出すとともに、山形県庄内地区唯一の⼯科系高等教育機
関として、地域社会への貢献に努めている。これを確実に実施しつつ本
校の発展・向上を図るため、教育、研究、社会連携や管理運営の継続的
な点検評価及び改善を⾏っている。

・大学評価・学位授与機構 機関別認証評価に基づく点検評価
・国⽴高等専門学校機構中期計画及び年度計画に基づく点検評価
・運営協議会による点検評価

毎年度の⾃⼰点検・評価の実施並びに結果に関する報告書を取りまとめ、
本校公式Webサイトにて公表している。

１－１－②
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• 教員からの聴取
運営会議、教員会議、グループ会議、コース会議等

• 在校生からの聴取
「教育改善に関する学生アンケート」及び「学習時間・学修単位に関するア
ンケート」（毎年実施）

◆ アンケート内容

・シラバスの理解度 ・授業の満足度 ・授業アンケートを受けての改善状況

・成績評価の妥当性 ・オフィスアワーの利用状況 ・試験・レポートの実施状況 等

◆ 将来構想・戦略会議との懇談会

・寮生会との懇談会

・学生会との懇談会

その他、卒業生、卒業時や学外関係者（企業や有識者）を対象に、定期的にアンケートを実施。

7

学校構成員および学外関係者の意⾒の聴取

１－１－③
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8

教育システム改善PDCAサイクル

教育システム改善PDCAサイクルを構築し、学外からの評価を含め
継続的に教育改善を実施。

P（計画） 教務委員会、専攻科委員会、
入学試験委員会、教育改革FD委員会

D（実⾏） 教員団
C（点検） 教育点検委員会
A（改善） 教育改善委員会

１－１－④
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１－２

9

準学士課程、専攻科課程それぞれについて、卒業（修了）の認定に関する方針
（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュ
ラム・ポリシー）、入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリ
シー）（以下「三つの方針」という。）が学校の目的を踏まえて定められてい
ること。

三つのポリシー
■ディプロマポリシー (卒業認定・学位授与の方針) 

学生が身につけるべき資質・能力

■カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施方針）
教育課程編成、学修方法・学修課程・学修成果の評価の
在り方

■アドミッションポリシー（入学者受け入れ方針）
多様な能力を身につけてきた学生を求めるため、入学者選抜の在り方を具体化

NIT -Tsuruoka

10

ディプロマポリシー (卒業認定の方針)

(A) 知識を統合し多⾯的に問題を解決する構想⼒を⾝につける。

(B) 幅広い教養と技術者・研究者としての倫理を⾝につける。

(C) 〇〇の基礎としての数学など⾃然科学の基礎学⼒を⾝につける。

(D) 専門分野の知識と情報技術を⾝につける。

(E) ものづくりに関する幅広い対応能⼒を⾝につける。

(F) 論理的表現⼒と外国語によるコミュニケーションの基礎能⼒を⾝につける。

(G) 〇〇分野を主とした幅広い知識と技術を活⽤して，実験・実習による実
践⼒を⾝につける。

※〇〇︓機械⼯学(M)，電気電子⼯学(E)，情報⼯学(I)，化学及び生物学(B)

１－２－①
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11

カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施方針）

（例）
機械コースでは，ディプロマ・ポリシーに掲げた能⼒を育成するために，早い段階か
ら専門教育を学修する以下のカリキュラム・ポリシーを定め，教育課程系統図に示し
ています。

機械⼯学を理解する幅広い知識を養うために，５年一貫の教養教育及び実践的⼯学教
育を様々な科目からなるカリキュラムによって効果的に⾏い，創造性豊かな技術者と
して将来活躍するための知識と技術，課題探求・問題解決能⼒などの総合的判断⼒，
コミュニケーション能⼒や国際性，技術者としての倫理観を⾝につけた⼈材の育成を
⾏います。

一般科目として⼈⽂社会（国語，歴史，地理，政治・経済），外国語（英語等），数学，⾃然科学（物理，化学，生物），情報処理の基礎
教育を⾏います。また機械の設計や開発を⾏う技術者となるために必要な基盤となる⼒学系（⼯業⼒学，材料⼒学），材料系（材料学，材
料化学），熱・流体系（熱⼒学，⽔⼒学），運動・制御系（機械⼒学，制御⼯学）といった機械⼯学の専門知識を⾝につけるカリキュラム
を構築しています。特にものづくりのための，設計・製図（機械要素設計），加⼯（生産加⼯学，精密加⼯学）の知識，そして，機械⼯学
分野を主とした幅広い知識と技術を活⽤するエンジニアリングデザイン能⼒習得に関する科目（機械設計製図，機械⼯学実験・実習），グ
ローバルエンジニア育成のためのコミュニケーション⼒習得に関わる科目（アドバンストテクノロジー，生産⼯学），融合複合によるイノ
ベーション⼈材の育成と起業家精神の涵養に関わる科目(総合⼯学I〜IV)，専門知識の定着と活⽤⼒を涵養させるため，全科目で学習プロセ
ス重視の「学習者中心の授業」アクティブラーニング（グループワーク，ティーチング等）に関わる科目を体系的に配置します。これらの
課程をもとに，⾃ら課題を発⾒し解決する能⼒への発展を促す（卒業研究）ことで，次世代を担う技術者に必要な能⼒を⾝につけられるよ
うにします。

１－２－②
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12

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）

• 技術や科学に関心があり，社会に貢献する技術者，研究者への夢
を抱いている⼈

• 学習意欲が高く，数学，理科，国語，社会，英語の基礎⼒が備
わっている⼈

• 何事にも粘り強さと責任感を持って積極的に挑戦する意欲があり，
⾃ら進んで学習できる⼈

• 「ものづくり」に対する専門的知識を⾝に付けて，将来，課題解
決のために活動するリーダーとなることを志す⼈

１－２－③
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13

専攻科ディプロマ・ポリシー（修了認定方針）

１．養成する人材像

多様な価値観と広い視野を持ち、高度・多様化する先端技術と
グローバル化に対応できる実践的で創造力豊かな開発型技術者

２．達成すべき学修成果

専攻科課程の学生は、下記の普遍的に有用性を持つ能力および
専門分野に固有の知識・技術を学修成果として達成するものとする。

(１) 広い視野を持ち、多様な価値観を理解できる能力
(２) 自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力
(３) 専門分野に加えて基礎工学をしっかり身につけた生産技術に関る幅広い対応力
(４) 英語力を含めたコミュニケーション力

３．修了要件

専攻科の一般科目、共通専門科目、およびコース毎の専門科目を履修し、
所定の単位取得要件を満たして専攻科の学習･教育目標を達成した者は、
上記２．の能力を身につけているとして修了証を授与する。

１－２－④

NIT -Tsuruoka

14

専攻科カリキュラム・ポリシー（カリキュラム編成方針）

ディプロマ・ポリシーに示された能力を身に付けることにより、社会情勢の変化にも

対応して活躍できる技術者や研究者を育成します。また、専門科目だけでなく広い分
野にわたる知識や技術も習得できるよう、以下のようなカリキュラム方針に基づいて
編成されています。

（１）広い視野を持ち、多様な価値観を理解できる能力を育成するため、各コース共
通として「日本学特論」、「技術者倫理」、「地域政策論」、「環境地理学特
論」の一般科目を編成しています。

（２）自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力を育成する
ため、「創造工学実習」、「実践的デザイン工学実習」、「専攻科研究Ⅰ」、
「専攻科研究Ⅱ」を編成しています。

（３）専門分野に加えて基礎工学をしっかり身につけた生産技術に関る幅広い対応
力を育成するため、「応用代数」、「物理学特論」、「データ解析」、「専
攻科実験」、「インターンシップ」等を編成しています。

（４）英語力を含めたコミュニケーション力を育成するため、「総合実践英語Ⅰ」、
「総合実践英語Ⅱ」を編成しています。英語による論理的な記述、討論など
の能力を涵養します。

１－２－⑤

NIT -Tsuruoka
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専攻科アドミッションポリシー（入学者受入方針）

1.科学技術への関心が高く、研究に対して意欲がある⼈

2.発想に独⾃性があり、チャレンジ精神に富んだ⼈

3.技術や科学の専門基礎⼒を有し、開発型の実践的な技術

者や研究者を目指す⼈

１－２－⑥

NIT -Tsuruoka

１－３

学校の目的及び三つの方針が、社会の状況等の変化に応じて適宜⾒直
されていること。

16

鶴岡工業高等専門学校自己点検・評価委員会規程の第2条（3）にあるよ
うに適宜見直しすることが定められている。

（任務）
第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議する。

(3) 学校の目的及び三つの方針の見直しに関すること

１－３－①



【基準２．教育組織及び教員・教育支援者等】

17

NIT -Tsuruoka

２－１

学校の教育に係る基本的な組織構成が、学校の目的に照らして適切な
ものであること。また、教育活動を展開する上で必要な運営体制が適
切に整備され、機能していること。

18

学則第7条
学 科 創造工学科
学級数 4

入学定員 160人

第2学年から次のコースに配属
・ 機械コース
・ 電気・電子コース
・ 情報コース
・ 化学・生物コース

コースを基礎として，第4 学年から次の分野を設ける
・ デザイン工学分野 ・ エレクトロニクス分野
・ Tソフトウェア分野 ・ 環境バイオ分野
・ メカトロニクス分野 ・ 資源エネルギー分野
・ 材料工学分野

本校では、地域からの要請による産業構造の高度化に対応できる融合複合技術者の
育成を目指し、学科の大括り化による再編を行った。

２－１－①

NIT -Tsuruoka

教育体制

19

本校では、地域からの要請による産業構造の高度化に対応できる融合複合技術者の育成を目指し、学科の大
括り化による再編を⾏った。

＜１年次＞

混合学級とし４学級に
分けて運営

＜２・３年次＞

基本コースで技術者の
素養を育成

＜４・５年次＞

応用分野で課題発見・
解決能力など実践力を
育成

NIT -Tsuruoka

機械コース

機械コースでは、様々な産業分野で使用される機械の開発・設計や、信頼性の高い製品
を効率良く作るための考え方、製造法等を総合的に学習します。具体的には、機械に利
用される材料の性質や強さ、その合理的な加工法、水・熱・空気に関する基礎理論や機
械の構造と力の伝わり方などの専門知識を学習します。加えて、実験、実習、設計製図
を通して、実践技術を身につけます。

20
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電気・電子コース

電気・電子コースでは、現代社会に欠くことのできない『エレクトロニクス』、『情報・通
信』、『電気エネルギー』の３分野を教育の柱とし、各分野のバランスのとれた学習で
急激に発展する産業界で活躍できる創造性豊かな総合電気電子技術者の養成を
目指しています。

21
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22

情報工学にかかわるソフトウェア工学、情報ネットワーク工学、コンピュータ工学など
のソフトウェア系やハードウェア系、ならびにシステムの制御に関連した専門知識を
修得します。情報工学に関する基礎専門知識や実践能力を身につけた高度情報化
社会に適応できる技術者、人間の生活向上にかかせない産業ロボットや人間支援
ロボットなどを開発、製造できる技術者を養成します。

情報コース

NIT -Tsuruoka

23

これまでに無い物質や材料の開発、またすでにある製品のリサイクル方法や効率の
良い生産方法の開発は重要な課題です。そのような課題に対応することが出来る技
術者を養成することを目的として、物資・材料に関する化学やバイオテクノロジーの
基礎を学ぶために必要な学習環境を提供します。

化学・生物コース

NIT -Tsuruoka
創造⼯学科の定員は160名、2年次から基礎コースである機械コース、電
気・電子コース、情報コース、化学・生物コースの定員は36〜44名

24

学生の定員及び現員
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学生在籍状況（令和3年５月現在）

25

新潟県
３名

海外からの留学生 ７名
(モンゴル)

庄内地域出身
５９０名 （73.6％）

全学生数 （ ）内女子学生

本科生 ８０１名（１５２）
専攻科生 ４５名（４）

宮城県
１０名

内陸地区出身
183名（22.8%）

その他
秋田県，宮城県，福島県，
神奈川県，新潟県
２１名

96.5%

NIT -Tsuruoka本校は１専攻３コース制を採⽤
機械・制御コース

機械工学及び制御情報工学の高度な専門知識を習得し、これらを応用したシステムなど
の設計や開発技術能力を持った実践的開発型技術者を育成します。機械や材料、エネル
ギー、計測・制御等の分野についての教育研究を行い、各種機械、ロボット、制御機器等
を、資源や環境にも配慮して開発できる能力を養います。

電気電子・情報コース

電気電子工学及び情報工学の高度な専門知識を習得し、これらを応用したシステムなど
の設計や開発技術能力を持った実践的開発型技術者を育成します。社会基盤の構築に
重要なパワーエレクトロニクス、エネルギー変換工学、半導体工学、通信工学、情報ネット
ワーク、プログラミング言語、アルゴリズムなどの専門知識を系統的、有機的に習得します。

応用化学コース

物質工学及び生物工学の高度な専門知識を習得し、これらを応用した新素材などの設計
や開発技術能力を持った実践的開発型技術者を育成します。化学や材料を中心にエネル
ギー、環境、生物に至るまで、教育研究の分野は多岐に渡ります。新素材や機能性材料、
医薬品や農薬等の化学物質などを資源や環境にも配慮して開発できる能力を養います。

専攻科の構成

26

２－１－②

NIT -Tsuruoka

専攻科学生の定員及び現員

27

学年の入学定員は16名

NIT -Tsuruoka

 教育展開を支援するために教務委員会、学生員会、寮務委員会、
教育改革FD委員会、教育点検委員会、教育改善委員会などが組織
されている。

運営体制図

28

２－１－③
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 適切な専門分野の教員が授業科目
を担当している

 外国人教員を3人配置している。また、
専門科目においては、実務経験者が
３割程度以上となるように配置してい
る。

 博士の学位取得者が9割以上となる
ように、専門分野が偏らないように授
業科目担当教員として配置している。

 特例適用認定専攻科審査において
合格をした教員で研究業績を有する
教員を特別研究担当教員として配置
している。

２－２
教育活動を展開するために必要な教員が適切に配置されているこ
と。

教員構成と配置
２－２－①～③

NIT -Tsuruoka

２－３

全教員の教育研究活動に対して、学校による定期的な評価が⾏われていること。
また、教員の採⽤及び昇格等に当たって、明確な基準や規定が定められ、それに
従い適切な運⽤がなされていること。

30

・教員業績評価委員会
定期的に収集、管理された⼈事管理データベースに
基づいて評価を⾏う

・教員選考委員会
採⽤や昇格⼿続きを⾏う

・教員選考規程
新規採⽤（公募）を⾏うための規程

・内部昇任規程
・教員選考基準

昇格⼿続きを⾏うための規程

２－３－①、②

NIT -Tsuruoka
対象者 職位 記入日　　

所属 役職 評価者 印

　

①適性

内容 A ポイント

1 教育 4.8 58

2 学生指導 3 30

3 研究 3.8 75

4 地域連携 4 24

5 国際交流 3.5 21

6 校務・経歴 4.5 27

  

②行動特性 具体的行動 A B C 合計

1 4 3 4 11

2 3 5 3 11

3 4 3 4 11

4 3 3 3 9

5 5 4 3 12

6 3 4 5 12

合計 66 7

③総合評価（個人の強み･弱み、強化策）    

総合評価及び育成計画等を記載して下さい。

(コメント）  
 

創造工学科　○○コース ○○主事 学校長

鶴岡高専　教員評価シート（評価者が作成）　※個々の教員が作成するものではない

【　教員評価シート　】

○○　○○ 教授 2018.9.25

年相応

備　　　　考

○○主事として○○業務に専念

○○主事と連携

外部資金獲得多数

地域自治体、企業との連携、共同研究

国際交流と連携し留学生を支援

目標に向かって周囲をリードする影響力を発揮する。

成果達成志向

関係構築（コミュニ
ケーション力）

影響力（リーダーシッ
プ力）

課題形成

チャレンジ精神（改
革・改善力）

チームワーク力

複雑困難な課題を分類・整理し、環境変化に適合して、素早く的確
な対策を講じる。

担当業務、特に新規業務や難易度の高い目標に対して、意欲的・
積極的にチャレンジする。

自分の担当領域のみにとらわれず、所属組織全体の成果達成に向
けた貢献に努める。

組織や個人の目標達成に向けて、最後まで責任と執念を持って粘
り強く業務を遂行する。

社内外の関係者と友好的な相互関係やネットワークを維持・構築
し、効果的に活用する。

0

1

2

3

4

5
1 教育

2 学生指導

3 研究

4 地域連携

5 国際交流

6 校務・経歴

［適性］

0

1

2

3

4

5
1 課題形成

2 チャレンジ精神（改革・改

善力）

3 チームワーク力

4 成果達成志向

5 関係構築（コミュニケーショ

ン力）

6 影響力（リーダーシップ力）

［行動特性］

教員評価シート（例）

31
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２－４

教員の教育能⼒の向上を図る取組が適切に⾏われていること。また、教育活動
を展開するために必要な教育支援者等が適切に配置され、資質の向上を図るた
めの取組が適切に⾏われていること。

32

教育の質の向上や授業の改善を図る取組

FD研修会の実施
• 教育改善ＦＤ委員会が保健センター、教務委員会など他の組織と連携して、毎

年度、数回のＦＤ研修会を計画及び実施し、教育の質的向上に努めている。Ｆ
Ｄ研修会終了後はアンケートを⾏い、研修の効果が得られているか確認してい
る。

２－４－①



NIT -Tsuruoka

教員の教育能力の向上を図るための取組

33

〇教員相互授業参観
令和3年11月17日~12月17日

○第１回ＦＤ研修会

「高等専門学校機関別認証評価の概要と認証評価委員会専門委員から見
た本校教育システムの問題点」

日 時：令和３年９月３０日（木）１５：００～１７：００
会 場：８号館２階 大講義室
講 師：戸嶋 茂郎 先生（教育点検委員長）
対象者：全教員

〇自殺予防研修会（オンデマンド）
「いのちの学習 —自分のいのちと人のいのちを大切にするには—」

山形県立保健医療大学特任教授 佐竹真次氏
令和3年 10月21日~11月12日

〇ハラスメント防止研修（オンデマンド）
株式会社フォーブレーン
令和3年 7月27日~9月10日

NIT -Tsuruoka

34

学生課に教務係、学生係、寮務係を置き、必要な教育支援者などが
適切に配置されている。

（鶴岡工業高等専門学校事務組織等
規程第11条より）

２－４－②

教育支援者等の配置

NIT -Tsuruoka

事務職員及び技術職員の構成

35

• 学校における教育活動を展開するために必要な事務職員、技術職員
等の教育支援者等が適切に配置されている。

• 技術職員は教育研究技術センターに所属し、3 つの班に組織化され
それぞれの分野での教育研究活動を支援している。

• 図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専任の総務
課所属の職員を置いており、現在、事務補佐員も勤務している。

NIT -Tsuruoka

36

・東北地区国立高等専門学校技術職員研修
期日：令和3年8月26日（木）
主管校：福島工業高等専門学校
出席者：遠田 明広 鈴木 大介 伊藤 眞子 佐藤 大輔 木村 英人 佐藤 真人 遠藤

健太郎 志村良一郎
技術発表

『学寮食堂における新型コロナ感染対策』遠田 明広
『新型コロナウイルス感染症対策の剣道用マウスシールドの製作』 鈴木 大介

・鶴岡高専技術発表会（年度内に実施予定）

教育支援者等の資質の向上を図るための取組

２－４－③



【基準３．学習環境及び学生支援等】

37
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３－１

• 学校において編成された教育研究組織及び教育課程に対応し
た施設・設備が整備され、適切な安全・衛生管理の下に有効
に活⽤されていること。また、ＩＣＴ環境が適切に整備され
るとともに、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究
上必要な資料が系統的に収集、整理されていること。

38

NIT -Tsuruoka

３－１ 施設・設備の整備と有効活⽤

39

・実験室、研究室の作業環境を点検
作業環境チェックシートの記入を月1回実施

・バリアフリーへの対応

建物入り口のスロープ エレベータ５か所

(2,7,8号館、図書館、厚生会館）

多目的トイレ

NIT -Tsuruoka

３－１ 施設・設備の整備と有効活⽤

40

・授業以外における学校施設の活⽤状況

学校施設 使用団体 学校施設 使用団体
サッカー部 野球場 野球部
ラグビーフットボール部 弓道場 弓道部
卓球部 E.S.S
バドミントン部 茶道部
ハンドボール部 美術・写真部
バスケットボール部 ソフトウエア開発部
バレーボール部 陶芸室 吹奏楽部
女子バレーボール部 物理実験室 天文部
柔道部 応用微生物実験室 化学部
剣道部 実習工場 ロボット技術研究部
ソフトテニス部 図書館1階展示室 サービス・デザイン部
テニス部

トレーニング
センター

グラウンド

令和３年度はコロナ対応のため使用内規を設け曜日で2部交代制とした

多目的交流室

LL教室

テニスコート

武道館

第２体育館

第１体育館

冬季（12月～2月）は別途割振りして屋内施設を使用している
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３－１ ICTの有効活⽤

41

・アンチウィルスソフトの導入
・「すぐやる三箇条」の掲示の徹底
・ネットワーク利⽤のモラルやエチケットの啓蒙活動

☞ サイバースキル講座（講師︓山形県警察本部サイバー犯罪対策課）
☞ 生活指導講演会（講師︓少年サポートセンター庄内 少年補導専門官）

（令和３年度はコロナ対応のため学年ごとに実施）

「すぐやる三箇条」の掲示 令和３年度サイバースキル講座
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３－１ ICTの有効活⽤
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・情報処理演習室の昼休みと放課後の開放

利用時間と諸注意 授業での使用状況の提示 情報処理演習室の様子

NIT -Tsuruoka

３－１ 資料の収集、整理、有効活⽤

43

・教員推薦図書や学生の選書による希望図書の充実化
・視聴覚資料は、著作権処理済み資料を準備
・校内LANを通じて蔵書検索が可能
・資格試験等のコーナーを設け学生が利⽤しやすい配慮

視聴覚資料用のメディアルーム 蔵書検索と利用方法の提示 資格試験のコーナー

NIT -Tsuruoka

３－２

• 教育を実施する上での履修指導、学生の⾃主的学習の相
談・助言等の学習支援体制や学生の生活や経済⾯並びに
就職等に関する指導・相談・助言等を⾏う体制が整備さ
れ、機能していること。また、学生の課外活動に対する
支援体制等が整備され、機能していること。

44
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教育に必要なガイダンスを実施し周知している
・担任ガイダンス
・新入生オリエンテーション
・特別活動（１~3年）
・コース選択支援ガイダンス
・分野選択支援ガイダンス
・本校HPに学生便覧の掲載

学習支援の実施事例
・学生アンケート（教育改革FD委員会）
・オフィスアワー （授業相談に応じる時間）
・担任制（1~5年生）
・指導教員制（5年生）
・オンラインを活用したきめ細やかな学習支援
・学生会、寮生会との懇談
・自学自習スペースの開設
・資格試験受験料の支援（同窓会による事業）

また、マイクロソフトOffice365のアカウントを発行し、オンラインを利用したきめ細やかな情報伝
達（教材配信、諸連絡、質疑応答）を行っている。

３－２－①、②

３－２ 学習支援
NIT -Tsuruoka
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学習支援体制の強化
学生の各種学習相談も兼ねて、主に低学年を対象に開設

３－２ 学習支援の一例（⾃学⾃習スペース開室）
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３－２ 特別な学習および生活支援
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・留学生担当教員、学生チューターの留学生支援

・特別支援の要望に応じて、その必要性を検討し支援チームを作り支援

・保健センター／相談室で心⾝の健康をサポート
☞ 学生が相談しやすい相談環境を整備

・対⾯相談、電話相談、メール相談、オンライン相談
（相談受付はオンラインでも対応しています）

☞ こころと体の健康調査の実施
・調査結果に応じて保健センター員が学生と個別⾯談

☞ 専門のカウンセラーとの相談体制
・精神科医 月１回（要予約）
・特別支援教育士 週１回 月曜日
・カウンセラー（オンライン相談） 週２回（要予約）
・教育相談員 週１回 ⾦曜日

保健センター

相談室
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３－２ 学生生活の指導・相談等
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・学生主事による生活ガイダンス（令和3年4月21日実施）

・年度初めの担任/指導教員による個⼈⾯談の実施
・年４回のいじめアンケートの実施（5月、7月、10月、１月に実施）

・学校HPおよび学内掲示板で奨学⾦等の経済支援の情報提供

個人面談実施の報告フォーム いじめアンケート回答フォーム（第４回）
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３－２ 進路指導・キャリア教育
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・令和３年度の進路指導・キャリア教育の実績と予定
NIT -Tsuruoka

３－２ 進路指導・キャリア教育
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66%

11%

19%
4%

令和3年度 卒業後の進路状況（本科156名）

就職 （１０３名）

専攻科 （１７名）

大学編入学 （３０名）

その他 （６名）

本科求⼈倍率

令和元年度 14.5倍
令和２年度 13.7倍
令和３年度 11.7倍

専攻科求⼈倍率

令和元年度 63.4倍
令和２年度 68.9倍
令和３年度 56.6倍

・令和４年１月３１日現在の進路状況

NIT -Tsuruoka
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３－２ 進路指導・キャリア教育

・企業研究セミナー（令和3年12月18日実施）

☞ 県内60社、県外60社、計180社が参加
☞ コロナ対策（三密回避）を徹底し実施

・会場の分散（7号館・8号館）・対⾯とリモート参加のハイブリット形式
・事前予約システムの導入

対面の様子 リモート対応の様子

NIT -Tsuruoka

３－２ 課外活動指導

52

・課外活動安全管理指導業務の⼿引きに基づく指導
・新型コロナウイルス感染症予防のガイドラインの制定
・希望調査を実施の上、全クラブへの顧問配置

正規顧問 協力教員 非常勤教員 正規顧問 協力教員
陸上競技 ２名 １名 テニス ２名
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ(★) ３名 弓道 ２名
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ(★) ４名 ハンドボール ２名
女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ(★) ３名
ソフトテニス ２名 吹奏楽部 １名 １名
卓球 ２名 音楽 １名
柔道 ２名 １名 天文 １名
剣道 ２名 化学 １名
野球(★) ３名 １名 １名 美術・写真 １名
サッカー ３名 E.S.S １名
水泳 ３名 １名 茶道 １名
バドミントン ２名 ロボット技術研究 ３名
テニス ２名 ソフトウェア開発 １名
ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌﾞｯﾄﾎﾞｰﾙ ２名 １名 ｻｰﾋﾞｽ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ １名

（★）高専体育大会（地区・全国）担当種目
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鶴岡高専AMデザインチーム「まり鶴」

３－２ 課外活動指導

53

全国高専デザインコンペティション２０２１
優秀賞（全国高専連合会会⻑賞）を受賞

2021年度のテーマ︓「衝撃を吸収せよ︕」

受賞作の「まり鶴」 校長室での受賞報告

※ AMデザインチームは令和４年度からAMデザイン部として活動
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３－２ 学生寮関連
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■寮生数について
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87 96 94 97 91
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学年別寮生数の推移

1年 2年 3年 4年 5年

414⼈414⼈ 414⼈414⼈ 431⼈431⼈ 412⼈412⼈

1,2年生の希望を優先的し、スタイルで入寮者を受け入れ

実際には、3年生以上も相当数が学寮生活を送っている。
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３－２ 学生寮関連
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寮生率の推移

寮生 通学生

寮生率51.0% 寮生率51.3% 寮生率53.7% 寮生率53.8% 寮生率51.4%

本科生の半分以上が、同じサイクルやシステムで生活

➱寮生活は、鶴岡高専学生生活のスタンダード

■寮生数について
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３－２ 学生寮関連①
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■学寮運営の基本

・生活寮として

〇学生たちが安心してより快適に生活のできる場。

➱ 新型コロナウイルス感染症対策

➱ 対策を講じた上で実施したイベント（寮生会企画・運営）

・教育寮として

〇社会生活上のモラルやマナーなどについて学ぶ場。

➱ 居室の共有（低学年は2,3名で1室）

➱ 食堂・浴場等の共有

➱ 一定のタイムテーブルに沿った生活

〇学習の場

➱ １年生を対象学習会（毎週水曜実施。指導寮生企画・運営）
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３－２ 学生寮関連

→ 手洗い・うがい、マスク着用、換気の呼びかけ

→ 朝夕の体調チェック

→ 食堂・男子浴室の二交代利用、食堂は対面NG、仕切りを設置

… 学校の時間割も変更

→ 隔離スペース設置（男子寮1、女子寮1）

… 濃厚接触者の経過観察に使⽤

宿日直教員や学寮スタッフ教職員が
必要な物品を置く台

■感染症対策について（2020～）
NIT -Tsuruoka
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３－２ 学生寮関連
6：45 【 起 床 】

7：00 【 朝 点 呼 】

【 検温・報告 】※ 7:30までに専用フォームへ入力
7：15 【 朝 食 】

7:15～8:00
【 朝 食 】

8:00～8:45
8：00 南寮（２・３・４寮） 北寮（１寮・７寮・女子寮）

※ 朝食は昼食・夕食と違い、寮棟毎に食事時間が分かれます
8：45 【 登 校 】

※ 授業がない場合・遠隔授業の場合でも寮内には残れません
9：00 【 授 業 】

12：10 【 昼 食 】

12:10～12:45
【 昼 食 】

12:45～13:20
12：45 前半 後半

13：40 【 授 業 】
※ 昼休み終了（13:40）までは居室に入ることはできません

17：00 【 検温・報告 】※ 21:00までに専用フォームへ入力
【 夕 食 】

17:20～18:20
【 夕 食 】

18:20～19:20
前半 後半

【 入 浴 】

第一浴場

【 入 浴 】

第二浴場

（前半）17:00～19:30まで
（後半）19:30～22:00まで

（前半）17:00～19:30まで
（後半）19:30～22:00まで

※ シャワーは終日利用可（ただし、22:00～7:00までは利用不可）
20：20 【 門 限 】※門限後の外出・帰寮は認めません
20：30 【 夕 点 呼 】

24：00 【 消 灯 】

新型コロナウイルス
感染症対策用

日課表

NIT -Tsuruoka
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３－２ 学生寮関連

1101A 1105A 1106B 1106A 1107B 1107A 1108A 1109A

倉庫
便
所

玄関 補食室 交流・談話スペース

補食室 洗濯室 シャワー室
留学生

シャワー室

留学生
補食室

（２）
電気室 保養室

洗濯室 洗濯室

医　務　室

玄関
便
所

隔離部屋
(交流・談話スペース  )

留学生
補食室

（１）
洗濯室

101

隔
離
部
屋

5105C 5105B 5105A

4
B

空
き

空
き

101

ア
リ

空
き

空
き

102 103

玄関
洗
面
・

ト
イ
レ

補
食
室

管理室
(教員宿直室)ホール

ラ
ウ
ン
ジ

医務室

娯楽室
自
習
室

【男子寮棟1寮】 【女子寮棟1寮】 【女子寮棟５寮】

発熱者

発熱者濃厚接触者

濃厚接触者

男子隔離スペース 女子隔離スペース

隔離スペースがあっても、入ることができる人数は限られている

収容施設（アパート、ホテル等）について、学外の協力を得られないか？

■感染症対策について（2020～） NIT -Tsuruoka

３－２ 学生寮関連
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■実施できたイベント

・寮生体育大会（7月27・28日）

ソフトバレー、ドッヂボール、スポーツチャンバラ

2日間にわけて分散開催

・寮生肝試し（8月4日）

大声を出すことのできない肝試し

・寮生競技会（12月15・16日）

ボッチャ、射的、ストラックアウト

2日間にわけて

※分散開催やルールの工夫で感染症対策

寮生体育大会

寮生肝試し



【基準４．財務基盤及び管理運営】

61

【財務基盤】

62
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４－１、４－２ 運営費交付⾦

63

■ 運営費交付⾦の現状
○ 毎年、高専機構全体で効率化係数（前年度⽐△1％）（一般管理費△３％）の削減
○ 鶴岡高専への予算配分額

・当初予算配分額︓前年度とほぼ同額（約2万8千円減）（⼈件費を除く）

⇨ 約2億3千万円 （R３年度）

■ 当初予算への反映（毎年度予算配分⽅針を定め、4区分に分類して配分）
○ 共通経費(光熱⽔費、消耗品、清掃委託費等)は前年度⽐△５％削減(約8,300万円)
○ 教育・研究経費は前年度同額（約9,900万円）
○ 教育研究支援経費(教育・研究を支援するための施設運営費等)は前年度⽐△５％削減(約1,600万円)
○ 一般管理費(事務費、環境整備費、広報活動費等)の前年度⽐△５％削減(約3,200万円)

■ 予算削減への対応
○ 共通経費のうち、特に光熱⽔費(電気・ガス・⽔道・軽油)の削減

・光熱⽔費についてはコロナ禍以前の令和元年度⽐△３.0％削減を目標
（機構配分額 Ｒ3年度(当初) 約4,900万円、R2年度(実績) 約4,500万円、

R元年度(実績) 約4,800万円）
○ 業務の効率化により対応

・関連性のある業務を集約し経費節減（他高専と共同購入・契約など）
○ 競争性を確保した契約の推進

・複数年度契約による経費節減・業務軽減
○ 競争的資⾦などの外部資⾦の積極的獲得に向けた取り組み

・｢科研費特別セミナー｣の実施（科研費採択経験者等を講師として招聘）
・産学官連携活動の報奨制度（R3〜間接経費の総額が３５万円以上の場合に、間接経費の３％ を支給。）
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４－１ 特別教育研究経費
■ＧＥＡＲ５.０及びＣＯＭＰＡＳＳ５.０によるＳｏｃｉｅｔｙ５.０

時代に即した新たな⾼専⾼度化モデル事業の推進
○ ＧＥＡＲ５.０ （24,850千円）（R2 5,480千円）

（⾼専の⾼度な研究を通して、優れた技術を持つ⼈材を育てる事業）
・マテリアル分野︓14,850千円（2020.04〜）

中核拠点校 鈴⿅、協⼒校 鶴岡、小山、呉、大分
・防災・減災・防疫分野︓10,000千円（202１.04〜）

中核拠点校 沖縄、協⼒校 鶴岡、⻑野、和歌山、宇部

■⾼専⾼度化推進経費（14,286千円）(R2 9,265千円)
(各⾼専のニーズに応じた機動的な取組を推進するための経費)
○ 学校改善事業（7,707千円）

・地域特性を踏まえた産学連携を活⽤する研究支援 4,617千円
・教育の質保証定着に向けた取組 3,090千円

○ 学生指導体制の充実 4,830千円
・精神科医、カウンセラー、特別支援教育士、看護師の配置

○ 教職員の業務負担軽減に向けた取組 1,749千円
・学生寮業務、課外活動指導員の⼈件費補助

■基盤的設備の整備（14,300千円）
○ ガスクロマトグラフィー質量分析装置（GC-MS）

ガスクロマトグラフィー質量分析装置（GC-MS）

64
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４－２ 外部資⾦の獲得
■ 科学研究費助成事業（科研費）（研究分担者分を含む、R３年度）

（科研費の取得推移︓R3年度 約2,972万円 R２年度 約2,540万円、R元年度 約3,170万円）
○継続課題

・再生・修復機能を付与した低摩擦ソフトトライポロジー材料の開発 ほか19件 23,140千円
○新規課題

・現実とリンクする思考実験支援シミュレーション教材の開発 ほか４件 6,840千円
■ 政府系外部資⾦（主なもの）
○国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 6,955千円

・戦略的創造研究推進事業（ＣＲＥＳＴ）（6,500千円）
（超低摩擦ポリマーブラシの摩耗現象の階層的理解と制御）

・研究成果展開事業（Ａ－ＳＴＥＰトライアウトタイプ標準型）（455千円）
○国⽴研究開発法⼈ 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO) 17,000千円

・カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の開発（4,000千円）
・イオン液体構造を有するアイオノマーによる革新的低⽩⾦技術の研究開発（13,000千円）

○国⽴研究法⼈ 農業･食品産業技術総合研究機構（NARO）
・戦略的イノベーション創造プログラム（スマートバイオ産業・農業基盤技術）SIP      2,900千円

（参考） ○国⽴研究開発法⼈ 日本医療研究開発機構（AMED） (R2年度)
・ウイルス等感染症対策技術開発事業(基礎研究支援) 99,000万円

■ 寄附⾦（主なもの）
○K-ARC拠点化推進協議会

・K-ARC(高専応⽤科学研究センター)の機能強化と広域的拠点化を推進するため 2,000千円
○フロンティア・ラボ株式会社

・教育研究支援のため １,000千円
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４－１ 施設整備

66

《H30年度予算配分》
・校舎８号館新営⼯事

《令和元年度予算配分 （補正予算）》
・寄宿舎第２寮改修⼯事

◆高専機構本部経費／
特別教育研究経費による学修環境の改善
○持続的な学修環境への改善 第2体育館床改修

・６号館他実験室空調設備取設⼯事
（※本校舎全て空調暖房が可能となり，校舎でのボイラー暖房廃止）

・寄宿舎ボイラー設備更新⼯事
・外灯設備改修⼯事（※構内の全ての外灯をＬＥＤ化）

《令和２年度予算配分》
・第2体育館床改修⼯事（営繕⼯事）
・機械実習⼯場トイレ改修（補正予算）（※⼥子トイレ新設）
・構内ネットワーク改修⼯事（補正予算／GIGAスクール構想）

《令和３年度予算配分》 機械実習⼯場⼥⼦トイレ新設

・テクノセンター等空調設備改修⼯事（営繕事業）
（※テクノセンター、７号館、福利施設（⾷堂、保健センター）の空調設備更新）
・寄宿舎第７寮改修⼯事（Ⅰ期・東側）（補正予算）

《 令和４年度概算要求 ⇨ 令和３年度補正予算(前倒し) 》

《令和４年度概算要求》
・校舎４号館改修⼯事 当初予算配分無し ⇨ 今後の予算要求で検討

【管理運営】
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４－２ ４－３ 危機管理、情報発信
■危機管理への対応（主なもの）

・鶴岡⼯業高等専門学校危機管理規程（H23年制定）
・常設・・・危機管理を総合的かつ計画的に推進するための組織 ⇒ リスク管理室
・危機事象発生時・・・危機事象を対処するための組織 ⇒ 危機対策本部

・毎年、防災訓練の実施、インフルエンザ対応を確認
（新型コロナウイルス感染症対策）

・安否確認システム（さくら連絡網）の導入（Ｒ元年~）
（新型コロナ感染症対策等の学生及保護者への緊急連絡対応にも活用）

・新型コロナウイルス感染症対策のため、学生及び
教職員の体調管理システムを構築

（Office365 Forms） (R2.09~)
（Office365 Forms）

（参考）
・１月９日及び12日に判明した学生の新型コロナウイルス感染者の

対策について、校⻑の適切かつ的確な指示のもと着実に実施。

■積極的な情報発信（主なもの）
・記者発表(適宜)や記者懇談会(年4回)
・鶴岡高専メールマガジンの発信(月1〜2回)
・鶴岡高専ホームページ上で、学校案内や教育・研究情報を積極的に発信

・新型コロナウィルス感染予防対策情報や緊急連絡を発信(R2.05~）
･ 入学案内等の受験情報を充実(個別キャンパスツアーや各種学校情報)(R3.10〜)

・各種公開講座・講演会、シンポジウム、イベントなどを開催
・市民サロン、K-ARCシンポ、産業技術フォーラム、科学フェスタ（児童生徒対象) eｃｔ
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４－２ 教職員の質的向上
■研究奨励教員制度、先端教育推進教員制度

研究活動の活性化、教育プログラム開発をより推進できるように、担任・
課外活動顧問等校務負担の一部免除

（研究奨励）R３－名（R2 ー名、R元 3名、H30 3名）
（先端教育）R3 １名（R2 １名、R元 2名、H30 2名（新設〜））
■公募による多様な背景を持つ教員（定員）の採⽤

・他大学、⺠間企業経験者等を採⽤
R３︓採⽤４名（R２︓採⽤４名、R元︓採⽤１名）

・⼥性教員の割合 約１０％（６０名中 ６名） （単位︓⼈）

■事務職員の⼈事交流の推進
・事務職員の国⽴大学等(山形大学)との⼈事交流(事務部⻑職は除く)

R３年度 受入交流者 ７⼈（R２年度 ８⼈、R元年度 ９⼈）
69

教員 校⻑ 教授 准教授 講師 助教 特任教授 計
男 ⼥ 男 ⼥ 男 ⼥ 男 ⼥ 男 ⼥ 男 ⼥ 男 ⼥ 計

現員 １ ー １９ ー ２５ １ ４ ー ４ ５ １ ー ５４ ６ ６０
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４－２ 教職員の質的向上
■教職員の能⼒開発

○教員
・ ⾼専機構本部主催の各種研修への派遣

※ R3年度 延べ８名（R２年度 延べ2名、R元年度 延べ６名）
・ 全国⾼専フォーラムへの参加（R３年１２月 オンライン開催）

※ R3年度 １４名 (全国平均 １高専１０名超程度)
・ ＦＤ(Faculty Development︓教員能⼒開発)研修を実施

※ 本校独⾃で「認証評価に関する研修会」 etc
R3年度 延べ３５名 (R２年度 延べ178名、R元年度 延べ78名) 

（エントリーは35名であるが、教職員向けWebページで研修動画及び研修資料を配信）

○事務職員及び技術職員
・ ⾼専機構、国⽴⼤学協会、⼈事院主催等の各種研修へ参加

※ R３年度 延べ２８名（R２年度 延べ２４名、R元年度 延べ２６名）

�事務職員及び技術職員メンター制度実施要項を整備（R2年度）
メンティ(指導される者)及びメンター(指導する者）双方について，⾃⾝の能⼒向上
を図るとともに，鶴岡高専の持続的な発展の原動⼒となる⼈材育成風⼟の醸成を図る

�SD（Stuff Development︓教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図る
ため，教職員に必要な知識及び技能を習得させ、並びにその能⼒及び資質を
向上させる）を検討及び計画する組織(委員会)の規程を整備（R2年度） 70

【基準５.準学士課程の教育課程・教育方法】

71
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５－１

準学士課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・
ポリシー）に基づき、教育課程が体系的に編成されており、その内
容、⽔準等が適切であること。

72

・学年進行に応じて専門科目を増やすよう配置（くさび型教育）
・ディプロマポリシーに対応した科目を学年進行に応じて体系的に編成
・モデルコアカリキュラム*に沿った教育水準を設定

*国立高専のすべての学生に到達させることを目標とする最低限の能力水準・修得内容「コア」と、より一層の
高度化を図るための指針「モデル」とが提示されている

５－１－①、②
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くさび型教育

“くさび型教育” 学年進⾏で専門科目を増やしてある

専攻科課程

本科課程

2nd 年生

1st 年生

5th 年生

4th 年生

3rd 年生

2nd 年生

1st 年生

専門科目

専門科目一般科目
(73.0%)

一般科目
(13.5%) (87.5%)

(27.0%)

73
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体系的な教育課程

（例 化学・生物コース（材料工学分野）の科目系統図）

74
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77

特色ある教育

・創造基礎実習（１年生）

技術者として必要な基礎知識，スキルを得るため，情報，電気・電子，機械，化学・生物，

および基礎製図に関する実習を行う

・地域コミュニティ学（１年生）

「鶴岡高専」、「鶴岡市の産業」、「鶴岡市の現状と課題」の３つのテーマに関する講義や
グループワークを通じて、自分たちの住んでいるコミュニティーについて理解を深める。
アクティブラーニング形式の授業を通し、主体性やコミュニケーション力を育成する。

・総合工学（１～４年生）

技術者倫理、知的財産、起業、キャリアプランなど、専門知識以外での技術者として必要な

素養を身につける。グループディスカッションを取り入れる事で、コミュニケーション力、

発言力、思考力を総合的に育む。

・卒業研究（５年生）

指導教員の指導の下に各学生毎に１つの研究テーマが与えられ、５年間で学んだ

知識、技術、能力を総合的に発揮してテーマの課題解決に取り組む．

研究成果を口頭発表し論文としてまとめる。

５－１－③
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「創造基礎実習」（1年生）の内容

78

製図
投影図，模写
等角図，キャビネット図

化学・生物実習
高分子に関する実験
化学電池に関する実験
遺伝子に関する実験
生命の不思議や遺伝の仕組み
メッキに関する実験
生物に関する実験
化学・生物コースの紹介

機械実習
安全教育
手仕上げ
フライス盤
旋盤
３DCAD，３Dプリンター

電気・電子実習
テスターの製作
導電ペンによる電気回路製作
テスターを使用した測定実験
豆電球を使った回路の実験
ダイオードの実験

情報
C言語
C言語の基本
C言語による実習
（総和、平均を求める）
（2次方程式の解を求める、2つの直線の交点を求める）
2次関数、指数関数
三角関数、放物線運動
総和、2次方程式の解、2つの直線の交点

NIT -Tsuruoka

「地域コミュニティ学」（1年生） 授業スケジュール

授業日 内容 進め方

第1回
（4/22）

ガイダンス、山形県を調べる・知る・考える 面接＠クラスルーム

第2回
（5/13）

社会や企業で求められる人材 遠隔授業：教材配信型

第3回
（5/27）

地元企業経営者講演 遠隔授業：ライブ配信型＠クラスルーム

第4回
（6/10）

鶴岡の地域振興を考える
～ 歴史資源をいかした観光プラン ～

遠隔授業：教材配信型

第5回
（7/1）

身の周りの生物・食文化などから地域季
節を感じる

面接＠8号館

第6回
（7/15）

庄内地域の伝統芸能 遠隔授業：教材配信型

第7回
（8/5）

伝統芸能の比較解析 遠隔授業：教材配信型

第8回
（9/16）

振り返り 面接＠8号館

79
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総合工学I~IV（1~4年生）

80

1年生

AI・データサイエンスについて

ペア・インタビュー

リストーリー

知的財産

先端材料と地球環境

2年生

情報リテラシーとセキュリティ

PROG試験

グループワーク入門

知的財産

キャリアプラン

3年生

アントレプレナーシップ

ビジネスプランを考える

4年生
パテントコンテスト1~３
キャリアプラン１~7
低学年学生（第２学年）とのグループワーク
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特色ある教育（その他）

• CO-OP教育

学校での講義と、企業での就業を繰り返しながら企業の現場で経験を重ねること
で、コミュニケーション能力や技術力を高める教育（夏休み，春休みを利用した就
業，企業訪問，企業講師による授業）。

・ 高専生サミット ～つながろう高専生、ひろげようサイエンス～：

主に低学年の高専生が主体的に研究を行い、その成果を発表する。バイオ・材料、それら
と融合した機械、電気、情報を含む科学と工学分野を対象。優秀な発表は表彰、学会で発
表する機会を得られる。

第6回高専生サミット

令和4年3月15日（火）

オンライン開催

・ トップサイエンティスト＆社⻑講義
・ 鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等

81
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地域密着型CO-OP教育

地域社会
３者の強固な

パートナー
シップ構築が
不可欠

学校での講義と、企業での就業
を繰り返しながら企業の現場で経
験を重ねることで、
コミュニケーション能力や技術力
を高める教育

【CO-OP教育の概要】 【鶴岡高専におけるCO-OP教育】

・Ｈ２４年度春から開始
・これまで延べ，

２８社に１４２名が参加

82
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鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等

• 実用英語技能検定試験

• TOEIC

• 社会実習

• 技術英語能力検定試験

• 甲種危険物取扱者試験

• 電気工事士

83

• 電気主任技術者
• 技術士第一次試験
• インターンシップ
• CO-OP 実習
• 校外実習
• 海外技術英語研修
• 自主探究活動

資格試験や実習・活動の成果に応じて、進級・卒業に必要な単位に加算している。

NIT -Tsuruoka

５－２

準学士課程の教育課程を展開するにふさわしい授業形態、
学習指導法等が整備されていること。

84

各コースとも、
低学年（1年～3年）は講義：約90％、演習：約3％、実験・実習：約7％、
高学年（4年～5年）は講義：約60％、演習：約10％、実験・実習：約30％

に設定。

座学で得た知識を演習により深め、実験・実習で体験として身に付ける授業形態で
ある。

５－２－①
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適切なシラバスの作成と活用

85

５－２－②

シラバス（例） NIT -Tsuruoka

86

各授業の初回にはシラバスに基づいて説明を行い、達成目標、成績評価
などについて学生に周知している。
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• 授業の初回に単位認定の基準を示している。
• 学則及び「学業成績の評価並びに進級及び卒業の認定に関する規程」と

して定められ、学生に配布される学生便覧によって学生に周知されてい
る。

• 前期末及び学年末に試験解説指導期間を設けるとともに、全科目の試験
答案や総合成績評価表を保存し、毎年適切に評価が⾏われていることを
点検・確認している。

• 進級判定会議及び卒業判定会議に関して、内規に定めているとおり教員
会議によって厳正に評価し認定及び判定がなされている。

５－３

準学士課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム･ポリ
シー）並びに卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、
成績評価・単位認定及び卒業認定が適切に⾏われており、有効なものと
なっていること。

87

５－３－①、②
【基準６.準学士課程の学生の受入れ】

88



NIT -Tsuruoka

６－１

入学者の選抜が、入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリ
シー）に沿って適切な方法で実施され、機能していること。また、実入
学者数が、入学定員と⽐較して適正な数となっていること。

89

入学者受け入れ方針（アドミッションポリシー）
• 技術や科学に関心があり，社会に貢献する技術者，研究者へ

の夢を抱いている⼈
• 学習意欲が高く，数学，理科，国語，社会，英語の基礎⼒が

備わっている⼈
• 何事にも粘り強さと責任感を持って積極的に挑戦する意欲が

あり，⾃ら進んで学習できる⼈
• 「ものづくり」に対する専門的知識を⾝に付けて，将来，課

題解決のために活動するリーダーとなることを志す⼈

６－１－①
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• 入学者の受入れに関する方針に沿って、入学者選抜方法として推薦選抜，
帰国子⼥特別選抜及び学⼒選抜を採⽤しそれぞれの選抜方法を定めている。
本選抜方法にそって入試委員会により入学者を決定している。

90

入学者選抜

「学生募集要項」と入学者選抜（推薦・帰国子⼥／学⼒）
試験実施要項、入学者選抜に関する申し合わせに選抜方法
が明示され、入試委員会と運営会議により入学者を決定し
ている。

６－１－②

NIT -Tsuruoka入試分析を毎年4月に入試委員会において実施
＜令和３年度検討項目＞
1.推薦選抜の募集⼈員割合及び推薦基準の検討
2.募集要項願書の⾒直し
3.⼝頭試問の⾒直し 等

志願者確保マーケティングチームによる志願者確保
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一日体験入学

参加生徒数

1.1

1.3 1.3

1.51.48
1.26

1.6

1.28 1.21.191.17
1.43

1.31 1.4

1.39

1.01

志願者確保MT発足入試倍率

◆中学校訪問

・県内 約81校（山形県中学校訪問）
※県外訪問はコロナのため中止

◆ 「College Profile」を発刊

志願者確保MTで

入学者受入方針の検証

コロナによる
入場制限の

ため

６－１－③

91

NIT -Tsuruoka

入学定員と実入学者数との関係の適正化

• 学則（学則第7条︔学生便覧p7）に入学定員は創造⼯学科160⼈と
定めている。

• 入学者選抜方式として定められた選抜方法により、実入学者数
は、定員と同じ数である。推薦選抜試験については、⾯接方法、
⼝頭試問実施方法など、毎年度、入試委員会で改善を図ってい
る。
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【基準７.準学士課程の学習・教育の成果】

93
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７－１
卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に照らして、
学習・教育の成果が認められること。

94

卒業認定の方針(ディプロマ・ポリシー)

(A) 知識を統合し多⾯的に問題を解決する構想⼒を⾝につける。
(B) 幅広い教養と技術者・研究者としての倫理を⾝につける。
(C) 〇〇の基礎としての数学など⾃然科学の基礎学⼒を⾝につける。
(D) 専門分野の知識と情報技術を⾝につける。
(E) ものづくりに関する幅広い対応能⼒を⾝につける。
(F) 論理的表現⼒と外国語によるコミュニケーションの基礎能⼒を⾝につける。
(G) 〇〇分野を主とした幅広い知識と技術を活⽤して，実験・実習による実

践⼒を⾝につける。
※〇〇︓機械⼯学(M)，電気電子⼯学(E)，情報⼯学(I)，化学及び生物学(B)

NIT -Tsuruoka

ディプロマ・ポリシーに沿った学習・教育の成果の確認

• 本校では、学生の成績評価・卒業認定の結果を、把握・評価す
る体制が整備され、実⾏され、ディプロマ・ポリシーに沿った
学習・教育の成果が認められる。

• 体制は、ディプロマ・ポリシーに基づいて授業科目系統図が設
定され、授業科目シラバスに基づいて、科目担当者が、科目毎
の成績を評価し、内規に基づいて、教員会議の議を経て校⻑
が、卒業を認定する。

• 教員会議議事録、卒業判定資料、取得単位一覧から、ディプロ
マ・ポリシーに沿った学習・教育の成果が認められる。

95

７－１－①
NIT -Tsuruoka

卒業生時・卒業生を対象としてアンケート

96

必要性を感じる割合（必要性と表記）と役に立っていると感じる割合（実用性と表記）に整理することで、卒業時
の感覚と就職・進学後の感覚（充足率）に大きな差の見られる項目があった。これはいわゆる、「世の中に出て
から実感する本校の教育の価値」と読み替えられるものである。また、卒業後の回答で必要性に対する実用
性の充足率が高い項目ほど、「高専で学んだことが役に立っている」と実感している項目に対応する。

卒業時学生を対象としたアンケートと、卒業生を対象としたアンケートを実施

「数学，⾃然科学の基礎学⼒と実験・実習による実践⼒」の評価が高い。
→卒業前後の充⾜率がいずれも90%以上

「論理的表現⼒と英語⼒について」の評価は芳しくない。

平成31年3月実施

７－１－②
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卒業後の進路の状況

97

本校では、就職や進学といった卒業後の進路の状況等の実績から判断し
て、学習・教育の成果が認められ、各コースの養成しようとする⼈材像に
適したものとなっている。各コースに関連した産業は95%以上、各コース
に関連した大学の学部は95%以上であり、各コースの養成しようとする⼈
材像に適したものとなっている。

７－１－③
NIT -Tsuruoka

就職内定先の一例（R4.1月現在）

トヨタ自動車東日本

アマゾンジャパン合同会社

ＪＲ東日本メカトロサービス

キリンビール

サントリーホールディングス

JX金属

三菱ケミカル

アイリスオーヤマ

日立ビルシステム

東日本旅客鉄道

パナソニックシステムソリューションズジャパン

東日本高速道路

浜松ホトニクス

第一三共ケミカルファーマ

日本ゼオン川崎工場
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ヨロズエンジニアリング
東北エプソン
オリエンタルモーター
東北東ソー
東和薬品
ＪＶＣケンウッド山形
アライドマテリアル
東北電機鉄工
水澤化学工業
TDK庄内
シンクロン鶴岡工場
日新製薬
マーレエンジンコンポーネンツジャパン
ASEジャパン
日情システムソリューションズ

三井化学分析センター
東洋インキSCホールディングス
クレハ
ライオン
電源開発
東京水道
日清紡ホールディングス
東亞合成横浜工場

県外 県内

NIT -Tsuruoka

大学進学先の一例（R4.1月現在）
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鶴岡工業高等専門学校 専攻科

長岡技術科学大学
豊橋技術科学大学
北海道大学
東京農工大学
筑波大学
京都工芸繊維大学
千葉大学
新潟大学
山形大学
秋田大学
北陸先端科学技術大学院大学
奈良先端科学技術大学院大学

群馬大学
埼玉大学
岡山大学
弘前大学
室蘭工業大学
北見工業大学
新潟工科大学
慶應義塾大学大学院
電気通信大学
九州工業大学

【基準８.専攻科課程の教育活動の状況】
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８－１ 教育活動の視点

• 専攻科課程の教育課程の編成及び実施に関する方針（カ
リキュラム・ポリシー）に基づき、教育課程が体系的に
編成され、専攻科課程としてふさわしい授業形態、学習
指導法等が採⽤され、適切な研究指導等が⾏われている
こと。また、専攻科課程の教育課程の編成及び実施に関
する方針（カリキュラム・ポリシー）並びに修了の認定
に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、成績
評価・単位認定及び修了認定が適切に⾏われており、有
効なものとなっていること。

101
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８－１ 教育課程・授業形態

102

○ 社会や環境に対する問題意識と倫理観を涵養する

「環境化学」、「技術者倫理」

○ 「総合実践英語」、「日本学特論」の教養教育

○ 先端科学技術を紹介する「総合技術論」

・ 非接触給電技術の最前線（東北大学‐教授）」

・ 海洋研究開発機構 (JAMSTEC)の研究活動（主任技術研究員）」

・ ドローンの現状と課題（JAXA-チーフエンジニア）」など

第１回技術者倫理ワーク
ショップ（鶴岡市職員研修会
館）で、社会人とのコミュニ

ケーションから学ぶ
（専攻科1年生全員）

広い視野を持ち、多様な価値観を理解できる能力

R1.10.4
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８－１ 教育課程・授業形態
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・工学基礎科目の必修（技術者倫理、データ解析、経営工学、総合技術論）

・他分野の専門基礎や実験技術の修得（融合複合科目、専攻科実験）

基礎⼯業⼒学
機械実験
(計測、切削、引張試験)

実践電気電⼦⼯学
電気実験
(電気電⼦回路、変圧制御)

材料科学
化学実験 (X線回折、粒度分布)

機械･制御コース

応用化学コース

電気電⼦･情報コース
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８－１ 教育課程・授業形態

104

「実践的デザイン工学実習」

飛島でのフィールドワーク

（漂着ゴミ収集装置）

海洋汚染のマイクロプラス
チック削減の取組み

「創造工学実習」

チーム力と創造力
の育成

地域を知って
地域に貢献

・グループワークによる課題発見と解決（実践的デザイン工学実習）

・専門課題解決（創造工学実習）

・「インターンシップ」での就業体験と報告会

自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力

専攻科1年
必修
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８－１ 教育課程・授業形態

105
国際会議IUMRS-ICA2019 R1.9.22-26

ポスター発表（ACコース2年 佐野綾哉君）

地域企業参加型- 専攻科研究Ⅰ R4. 1.19

専門分野に加えて基礎工学をしっかり身につけた生産技術に

関わる幅広い対応力

第29回日本MRS年次大会 R1.11.27-29

奨励賞（ACコース2年 渡会祐馬君）

令和３年度の学会発表件数 23件

国際会議等 4件

国内学会 19件

NIT -Tsuruoka

８－１ 教育課程・授業形態

106

・海外短期留学（１～２カ月）

シンガポール、ニュージーランド、ベトナム、タイ、台湾、

南米・メキシコ、フィンランド、フランス

・海外インターンシップ （3週間〜）

フィンランド、シンガポール（トビタテ！留学JAPAN）

ニュージーランドでの研修成果発表

全員が450点クリアを目標

英語力を含めたコミュニケーション力

・英語力の強化

専攻科研究の英文要旨、英語プレゼンの推奨

学内での国際交流活動

TOEIC受験の義務化
R3.1月 1年生のTOEICスコアの平均396

最高点605， 最低点230

NIT -Tsuruoka

８－１ 成績評価・単位認定・修了認定

107

○ 専攻科ＣＰに基づく成績評価・単位認定基準

○ 専攻科委員会において修了認定基準を策定

○ 新入生ガイダンス(入学式)、学生便覧等で学生へ周知

学生便覧:「専攻科の授業科目の履修等に関する規程」他

○ 専攻科委員会において成績評価・単位認定・修了認定

修了に必要な要件（ R3 学生便覧より）

NIT -Tsuruoka

８－2 教育活動の視点

• 専攻科課程としての入学者の受入れに関する方針（アド

ミッション・ポリシー ︓AP ）に沿って適切に運⽤さ

れており、適正な数の入学状況であること。
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８－2 入学者受入方針（アドミッションポリシー）

109

（１）科学技術への関心が高く、研究に対して意欲がある人

（２）発想に独自性があり、チャレンジ精神に富んだ人

（３）技術や科学の専門基礎力を有し、開発型の実践的な技術者や

研究者を目指す人

NIT -Tsuruoka

８－2 適切な入学者選抜方法

110

・推薦選抜

面接（口頭試問含む）、推薦書、調査書等の総合判定

・学力選抜

学力試験、面接（口頭試問含む）、TOEICスコア、調査書等の総合判定

・アドミッションオフィス（AO)選抜

面接（研究プレゼンテーション、口頭試問含む）、取り組み報告書、

自己推薦書、調査書等の総合判定

・社会人推薦選抜

面接（口頭試問含む） 、調査書、推薦書の総合判定

NIT -Tsuruoka

８－2 入学定員充⾜率
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入学年度 入学定員 入学者数
入学定員充足

率
入学定員に対す

る平均比率

H28 16 20 1.25

1.27

H29 16 23 1.43

H30 16 18 1.12

R1 16 16 1.00

R2 16 24 1.50

R3 16 21 1.31

入学定員と実入学者数

NIT -Tsuruoka

８－3 教育活動の視点

• 修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー ︓DP）

に照らして、学習・教育・研究の成果が認められるこ

と。
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８－3 修了認定の方針（ディプロマ・ポリシー）

113

１．養成する人材像

多様な価値観と広い視野を持ち、高度・多様化する先端技術と
グローバル化に対応できる実践的で創造力豊かな開発型技術者

２．達成すべき学修成果

専攻科課程の学生は、下記の普遍的に有用性を持つ能力および専門分野に
固有の知識・技術を学修成果として達成するものとする。

(１) 広い視野を持ち、多様な価値観を理解できる能力
(２) 自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力
(３) 専門分野に加えて基礎工学をしっかり身につけた生産技術に関る幅広い対応力
(４) 英語力を含めたコミュニケーション力

３．修了要件

専攻科の一般科目、共通専門科目、およびコース毎の専門科目を履修し、
所定の単位取得要件を満たして専攻科の学習･教育目標を達成した者は、
上記２．の能力を身につけているとして修了証を授与する。
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８－3 修了生就職先アンケートの結果
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H30.3月実施 技術的基礎知識

誠実さ

チームワーク力

行動力

専門知識

一般常識

協調性

コミュニケーション能力
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８－3 DPから⾒た教育成果（就職）
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・学校推薦と自由応募

・本科と同じ就職支援体制

求人倍率： R2年度（772社） 68.9倍

R3年度（682社） 56.6倍 （R2.12月現在）

内 定 率 ： 100%（県内就職率 40％）

庄内地区： 東北東ソー化学、 オリエンタルモーター、東北エプソン、TDK庄内

内陸地区： ミクロン精密、 エンデベッドソリューション、 東和薬品、 チノー
県 外 ： ENEOS、パナソニックアプライアンス、富士フィルムメディカル

三井化学分析センター
など

青色： R3年度

NIT -Tsuruoka

８－3 DPから⾒た教育成果（大学院への進学）
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・一般入試の他に推薦制度や専攻科特別推薦枠あり

・複数校の受験が可能（5月〜9月、二次募集もあり）

・進学者： R1年度 4名、 R2年度 4名、 R3年度 10名

本科からの継続的な研究と実績を高く評価

大学院： 東北大学、 山形大学、 筑波大学、埼玉大学、豊橋技術科学大学、

慶応義塾大学、 北陸先端科学技術大学 など

青色： R3年度
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８－3 学位取得率（H27〜R2）
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修了年度 学位取得者 修了者 学位取得率 %

H27 24 25 96

H28 24 24 100

H29 20 20 100

H30 22 22 100

R1 18 18 100

R2 16 16 100

ディプロマポリシーに沿った学習・教育・研究の成果が認められる。

【選択的評価A 研究活動等の状況】

高等専門学校の研究活動の目的等に照らして、必要な研究体
制及び支援体制が整備され、機能しており、研究活動の目的に

沿った成果が得られていること。
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副校長（研究・地域連携担当） １名

令和３年 地域連携センターの体制
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地域連携センターの規程

120
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鶴岡高専，研究活動の目的と基本方針・活動方針等

研究活動 点数（数値化）で振り返りR2制定，R3改定

121
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教員研究活動記録（３パターンで集計結果を開示）

コース別

分野別

役職別

個⼈とグループを⽐較することで，個々の目標を決定
122
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研究する高専
・研究と教育は両輪（K-ARC）
・研究成果の教育へのフィードバック

地域に貢献する高専
・地域を知ること（講義とCO-OP教育）
・卒業生の地元就職
・融合複合技術分野へのアプローチ

国際通⽤性を持ったエンジニアを育成する高専
・海外研修、学会発表（国際交流支援室）
・英語⼒強化

①学科再編、②研究と教育の連携

魅力ある学校として鶴岡高専の１０年ビジョン

地域から羽ばたくグローバルエンジニアの育成

123
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高専機構

Kosen - Applied science 
Research Center

（K-ARC）

企業

• 鶴岡サイエンスパークに
拠点を置く企業

• 全国の企業

全国の教育・研究

機関

全国高専全国高専

技術者・研究者とし
ての就職（企業へ）
技術者・研究者とし
ての就職（企業へ）

共同研究 共同研究

共同研究

・インタラクションスペースの充実
・共用ファシリティの整備・充実
・先端研究テーマの遂行
・連携相手がオンサイトで研究する

スペースの確保

メタボロームキャンパス

・教員研究者オープンラボ
・学生のインターンシップ
・研究者育成プログラム

・教員研究者オープンラボ
・学生のインターンシップ
・研究者育成プログラム

豊かな自然、食文化、静
かな環境で研究に専念

最先端バイオ研究拠点と
のコラボレーション

アントレナーシップ
溢れる環境

K-ARC: 高専機構の研究拠点として
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K-ARCの新構成

遊んで学べる高専ならではの知育の場 として地域に貢献
継続的な運営のため、教育系の外部資⾦獲得や企業との連携を目指す

トライボマテリアル

教員・職員・学生・地域住⺠が
遊びながら科学・技術を学べる
オープンスペースとして活⽤

遊んで学べる・⾃分も作れる
をコンセプトに

バイオマテリアルエナジーマテリアル

（R３運用）
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令和4年度 文部科学省概算要求のポイント

https://www.mext.go.jp/content/20210827-mxt_kouhou02-000010167_1.pdf
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GEAR 5.0 (未来技術の社会実装教育の高度化)

https://www.kosen-k.go.jp/news/detail.html?itemid=7426&dispmid=1240&TabModule1107=0
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R2採択 GEAR5.0/マテリアル K-Drive

• マテリアル分野︓中核拠点校 鈴⿅⾼専
協⼒校 鶴岡⾼専、小山⾼専、呉⾼専、⼤分⾼専

• 介護・医⼯分野︓中核拠点校 熊本⾼専
協⼒校 函館⾼専、⻑野⾼専、富山⾼専、徳山⾼専
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地域住民を科学的データで支える
バイオインフォマティクス

災害時にも健康を守るプラットフォーム
withコロナ・afterコロナを踏まえて

・バイオリソースとマテリアル技術を利用し、
感染性病原体の防除、治療に関わるものと
方法の開発研究を推進

・イオンブラシ（界面活性剤の成分を含む高分子）
によりウイルス不活性化コーティング技術

・ターゲットウイルスに合わせた防御技術
の社会実装

・全国高専生サミットの開催

・「被災者の健康を守る研究拠点」として，
災害時被災者の健康被害を軽減する研究を推進

・「生活不活発」の予防に効果的な健康食品の
開発や生活不活発病に伴って生じる骨格筋と
骨への代謝変化とその予防法検討

３つの柱
① 全国若年層のCOVID-19感染状況のモニタリング
② 感染性ウイルス等の防御・迅速診断法の開発
③ 災害時避難所での2次災害防止

（maintaining quority of life）

「健康でストレスの少ない避難所の構築」
・香りによるトイレの匂いの軽減
・香りによる免疫力向上効果
・炭食による、健康向上と便臭の軽減

リアルタイムPCR実

習講座・データサイ
エンス人材育成講
座による人材育成

高専における新
型コロナウイルス
のモニタリング

・ストレスを緩和する芳香剤
芳香性ハンドクリームの研究開発

・柑橘類の皮からアロマオイルを抽出
・和歌山高専、沖縄高専との連携で

社会実装の達成

学生コ
ンテス
トによ
る社会
実装

R3採択 GEAR 減災・防災（防疫）
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科研費特別セミナー（研究力強化WG発足）

全教職員を対象とした申請書作成のノウハウを学ぶセミナーで、申請書の作成
を早期に着手することにより申請内容の質的向上を目指して例年開催

その他，科研費採択者による学内査読により個別アドバイスを実施

2021年7月14日（水）実施

・学内科研費セミナー ⇒ 科研費獲得実績１名
前年度科研費申請採択者４名

計５名からの申請書作成の際の ポイント、気を付けたところを中心に講演頂いた。

・科研費WS活動 1日目 ⇒ 機構本部研究推進が取りまとめて、 配信している高専教員科研費
獲得者の動画を３本抜粋して拝聴、その後ブレインストーミング形式
でWSメンバーでポイントを落とし込んで,各自申請書作成に取り組んだ。

2021年8月26日（木）実施

動画抜粋３本内容
・審査員経験者からの観点動画
・申請書映えテクニック観点動画
・申請書作成心構え、普段からの意識観点動画

・科研費WS活動 ２日目 ⇒ 作成した仮申請書を各自持ち寄って添削、意見交換、申請書作成を行った。
校内会議室を15時～18時ころまで開放し自分の参加できるタイミングで参加
し、申請書に向きあう時間を確保した

2021年9月7日（火）実施
ブレスト内容をメモしたホワイトボード写真

WS参加者アンケート内容１部抜粋

良かった点：意見交換（ブレスト）、申請書作成早期取り組み異なる分野の方からの査読
モチベーション向上へつながった

改善点： 実施時期を早めた方がより効果的かと思う、査読者・被査読者の組み合わせ
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科研費申請状況

R２

R3

申請率： 66.2 % →  87.7% （21.5％増加）

大型予算 基盤研究A １件 基盤研究B ３件 申請

※基盤研究A；基盤研究B採択経験者，基盤研究B；複数回の科研費採択経験者が申請

申請書類にはすべて科研費採択経験者 にて査読

131

NIT -Tsuruoka１年間の大型外部資金申請数（総額1000万円以上）
R1：数件 → R２：10件以上，R3：10件以上

第３四半期分まで

外部資金獲得状況 推移と経過

※今年獲得した⾦額(直接＋間接)

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2018 2019 2020 2021

外部資金獲得推移
（千円）

2018 2019 2020 2021

117,114 100,329 191,258 84,130

（千円）

K-ARC拠点化事業， GEAR事業による後押しによって，ここ２年で⼤型外部資⾦の獲得増加
R2: NEDO, AMED代表採択，NEDO（共同メンバー）採択
R3: NEDO 2件 代表採択, JST-CREST(主たる共同メンバー)採択

132



NIT -Tsuruoka

学生の外部発表での功績

奨励賞

R3 学外の発表 ５０件以上

特別賞(会長賞)
庄司伶太

矢嶋 祐介

佐藤 瑠星

「PEFC用電解質への応用に向けたプロトン
性イオン液体型ポリマーの合成および電気
的特性評価」

「IT-SOFCアノード用のブラウンミラライト
酸化物アノード反応活性助触媒の電気的
特性と電極性能」

設計工学会東北支部設立45
周年記念研究発表講演会

「形状記憶ゲルの粘着力を
用いた把持装置の開発」

「イオン液体とナノ粒子の複
合によるトライボロジー特性
への影響」

学生優秀発表賞

本間飛翔

東北・北海道地区高等専門学校専攻科
産学連携シンポジウム
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G-CON

伊藤先生

鶴岡のGCONの
様子の写真

42チームから選出され，最終審査まで進出，オンラインで発表
134

【選択的評価B 地域貢献活動等の状況】

高等専門学校の地域貢献活動等に関する目的等に照らし
て、地域貢献活動が適切に⾏われ、活動の成果が認められ

ていること。
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鶴岡高専，地域貢献の目的と基本方針・活動方針等

地域貢献 回数で振り返り ３回を各教員の目標値に設定

R2制定，R3改定

136



NIT -Tsuruoka

教員研究活動記録（３パターンで集計結果を開示）

コース別

分野別

役職別

個⼈とグループを⽐較することで，個々の目標を決定
137
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地域連携センター 年間の学外向け発表企画

技術振興会とは
鶴岡⾼専技術振興会
鶴岡高専と地域産業界との連携を促進し、また、鶴岡高専の研究教育機能の充実支援を目的に、
企業や市⺠を対象としたフォーラムの開催や鶴岡高専の研究活動に関する情報の提供などの各種
事業を⾏っております。

企画 回数 全９回

市民サロン ２回（9, 10月）

K-ARCシンポジウム １回（11月）

産業技術フォーラム ２回（11,12月）

地域企業参加型専攻科研究発表会 １回（1月２２日）

産学交流の日 １回（３月１０日）

産学連携セミナー ２回（２, 3月）

＋ 庄内 知の拠点 １回（１２月）
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市民サロン
・ 地域企業等との技術・研究交流

土曜の午前中に実施することで過去最高の参加数を達成！

2021年9月10,21日 荘内日報掲載
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産業技術フォーラム
・ 地域企業等との技術・研究交流

地域企業への有益な技術情報等を提供する事を目的に、専門家を招き
鶴岡・酒田２会場で開催

例年 １８：３０開催 → １５：３０開催
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訪問実験，科学フェスタ，産業まつり
・小中高等学校に対する科学技術教育

科学フェスタ

出前訪問実験

本校教職員がH14より実施，R2,R3は

人数制限，時間制にして実施。これま
で延べ18700名以上を越える児童達
に科学に関する面白実験を実施

本校教職員が，山形県内の児童館・
小学校・中学校へ訪問して，H７より実
施，近年では毎年延べ1500名以上
（コロナ禍のR2,R3でも２年間で1500

以上），これまでに延べ31500名を越

える児童・生徒達に実験の原理や解
説を含めた科学出前実験を実施

産業まつり
本校教職員がH14より実施，これまで延
べ17000名を越える児童達に科学に関
する面白実験を実施

２０２１年
参加者 ３６０人（人数制限，先着順）
満足度 １００％

アンケート回収率 １００％

R2,R3中止

2021/11/13 山形新聞掲載

2021/11/5 荘内日報掲載
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K-ARCシンポジウム

「今、考える・取り組むSDGsとサステナブルな社
会実現のための研究」をテーマに、SDGs（持続可
能な開発目標）や2050年カーボンニュートラルに
伴うグリーン成長戦略について有識者からご講演

2021/11/18 荘内日報掲載 2021/12/2 山形新聞掲載
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143

企業⾒学及び本校ＯＢ・ＯＧと懇談。企業を知り進路選択に役⽴てる。

地域企業訪問研修

・最上新庄地方にある３社を訪問 ・参加学生 延べ20名
・最上総合支庁、新庄市役所との連携により開催

（(株)ムトウ、山形東亜DKK、山形航空電子）

最上・新庄地区企業見学バスツアー

㈱ムトウ様 見学の様子 山形東亜DKK(株)様会社内案内の様子 山形航空電子(株)様での本校OBとの懇談の様子

㈱オリエンタルモーター様の企業見学 ㈱ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング様
での本校OBとの対談

⼯場⾒学や本校OBとの対談により
地元企業についてより深く学ぶ

講義内容：満足度 94％（7回答分）

講義内容：満足度96％（16回答分）

学生コメント︓HPなどで一通り調べ、大まかな業務内
容をみたが、実際に⾏ってみると雰囲気や現物を⾒た
り企業の方の説明を聞いたりなどして、得られる情報
が桁違いだった。OBの方々の話もとてもためになった。
リアルな企業の話や就職する際の助言、社会に出るま
でにしておきたいことなどを聞けて良かったと思った。

・庄内地⽅にある4社を訪問
・参加学生 延べ２６名

学生コメント︓どの企業でも、驚きの連続でとても貴重な
体験をすることができました。コロナ禍でこのような企業
訪問も難しい中、参加することができて良かったです。資
料だけでなく、実際生でみることで様々なことを学ぶこと
ができました。ありがとうございました。
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学年横断型のキャリア教育の取り組み

総合⼯学Ⅱ・Ⅳ合同 「キャリアプラン」
2年生2名＋4年生2名の4名１チーム編成、参加いただいた48企業の協⼒のもと、

①各参加企業の情報を掲載した特設サイトの調査
②各参加企業との対面＋webインタビュー
様々な業種・企業について⾒識を深め、取材結果をポスターで成果発表、優秀賞を選出

⇐ 2021/8/1 荘内日報に掲載された成果発表の様子

キャリアプラン後、全学生からアンケートして集計(5段階評価)
キャリアプラン前後での企業に対する理解度の深まり︓4.3±0.9↑

R2: 4.2±0.8
⾃分が好む業界・企業の傾向に対する具体性の深まり︓3.9±1.0↑

R2: 3.6±1.0

学生コメント︓「これまでは学校の勉強が社会で何に役⽴つかわかないまま漠然と勉強し
てきたが，社会では考え，気づき，能動的に動くことが大事でそのための学びだと思うよ
うになった」「興味がある会社の求める⼈材像など，⾃分が聞きたいことを⾃由に聞けた
ので，就職するイメージがとても鮮明になった」
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ステップアップ支援事業

鶴岡高専技術振興会会員企業による技術相談のうち、共同研究につながる可能性が
高いものについて、予備調査・試験のために必要な消耗品を対象として支援いただくもの。

鶴岡高専技術振興会からの助成金

＜当事業対象の技術相談一覧＞

番号 相談日 相談区分 相　　談　　の　　内　　容 対応教員名

R3.5.3

R3.10.14

R3.6.3

R3.7.14

R3.7.15

R3.8.18

R3.9.29

R3.11.15

R3.10.13

R3.11.30

R3.12.6

R3.12.20

7 R3.12.21 技術相談 製品の電子部品の改良について
保科紳一郎
一条　洋和

8 R3.12.24 技術相談 集塵物の粒径分布について 小寺　喬之

2

3

4

5

6

技術相談 摩擦抵抗のデータ化について 上條 利夫

佐藤　司技術相談 廃材の再利用について

技術相談 代替プラスチック製品を製品化について 上條 利夫

技術相談 傷を検出する方法について 伊藤 滋啓

試験・検査 装置を用いた分析について
上條 利夫
伊藤 滋啓

調査・研究 AIや機械学習を用いた業務改善 白砂　絹和1

令和3年度技術相談10件のうち、8件が当事業対象案件となった。

共同研究締結

共同研究締結

共同研究締結予定

共同研究締結予定

当事業による技術相談での
予備調査・試験の結果から、
2件共同研究契約を締結し、
2件今後共同研究契約締結予定
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防災科学研究所との共同研究開始

防災科研との共同研究開始，
行政（鶴岡市，新庄市）とも協力
し，市民アンケートを実施して市
民に求められている技術開発へ

安心・安全・快適な生活のための滑雪コーティング技術の社会実装に向けた社会科学的調査研究

2022/2/1 荘内日報掲載
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令和２年度運営協議会における各委員からの意見、要望等とその対応状況等について

対応状況等
（担当：教務主事）

【委員コメント】
田川中学校長会長に委員を委任するのではなく、代表として委員
を選出することを校長会に一任していただきたい。

いただいたご意見に沿って、令和３年度の同委員は、田川地
区中学校長会に適任者の推薦を依頼し、ご推薦いただいた方
に委員を委嘱する手続きを採らせていただきました。

対応状況等
（担当：学生主事）

【委員コメント】
教員数に応じた適切な対応がなされている。ただし、対応する教
員数の不足による各種活動の抑制が感じられる。

高専体育大会（地区・全国）の担当種目のような業務過多に
なるクラブに対しては顧問教員を増員し，また比較的規模が
大きいクラブ等に対しては協力教員を配置するなどして，普
段の活動が抑制されることがないように対応させていただき
ました．
学生が安全安心な活動を行うために，引き続き指導ならびに
支援体制を整えていきたいと思います．

対応状況等
（担当：教務主事）

【委員コメント】
課題として昨年同様英語力の向上が挙げられていますが、力を入
れて向上されることを期待します。

今年度から、学校食堂で昼休みの時間に英国公共放送BBCの
ニュースをディスプレイから流し、英語が自然と耳に入って
くるような環境を作りました。
また、週に1度昼休みに外国人講師と学生がフリートークを
楽しむ英会話レッスンを開催し、授業よりも気楽に英語に親
しめる環境を作りました。

対応状況等
（担当：教務主事）

【委員コメント】
「数学、自然科学の基礎学力と実験・十種による実践力」に高い評
価が得られている。一方で英語力については低い評価に留まるこ
とから、英語力の向上が図られることを期待します。

今年度から、学校食堂で昼休みの時間に英国公共放送BBCの
ニュースをディスプレイから流し、英語が自然と耳に入って
くるような環境を作りました。
また、週に1度昼休みに外国人講師と学生がフリートークを
楽しむ英会話レッスンを開催し、授業よりも気楽に英語に親
しめる環境を作りました。

【基準７】準学士課程の学習・教育の成果

７－１－③　就職や進学といった卒業後の進路の状況等の実績から判断して、学習・教育の成果が認められるか。

【基準５】準学士課程の教育課程・教育方法

５－１－②　教育課程の編成及び授業科目の内容について、学生の多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請等が配慮されて
いるか。

【基準３】学習環境及び学生支援等

３－２－⑥　学生の部活動、サークル活動、自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整備され、適切な責任体制の下に機能している
か。

【基準１】教育の内部質保証システム

１－１－③　学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており、それらの結果が自己点検・評価に反映されているか。

令和４年２月１７日
鶴岡高専運営協議会

資 料 ４
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対応状況等
（担当：専攻科長）

【委員コメント】
・ 入学者へのアンケート調査の実施によりアドミッションポリシーへ
の適合がさらに改善されることを期待します。
・ 今後の進捗に期待します。

5年生を対象に実施した進路指導において、専攻科のアド
ミッションポリシーの理解を深めてもらえるよう説明を行い
ました。

【委員コメント】
域外就職後のUターン人材の地域定着の取組をより一層進められ
るよう期待する。

現在，学校HPに鶴岡地区雇用対策協議会と連携したU・Iター
ン就職情報提供窓口の案内を設けていますが，十分な支援体
制とはなっていないと感じております．今後，卒業生のU
ターン等の希望に応えることができるよう，学内対応等の整
備をしていきたいと思います．

対応状況等
（地域連携センター長）

【委員コメント】
補助金や科研費の獲得など高い実績を挙げられていると認識して
いる。ただ、高専教員は教育と研究を併せて行うため、研究活動
の進捗が遅れる可能性もあることから、高専機構においては、研
究実績にみあった人的支援をお願いしたい。

・今年度、高専機構において競争的研究費の直接経費からの
研究以外の業務の代行（いわゆる「バイアウト制度」）の運
用指針が制定されました。本校におきましても、教員の研究
時間確保の観点から、他高専や近隣国立大学等の利用実績や
運用状況を踏まえ、規程の策定について準備を進めていると
ころです。

・R4文部科学省概算要求のポイントでも取り上げられている
高専機構が進めているGEAR 5.0 (未来技術の社会実装教育
の高度化)の事業にR2，R3と２年連続で鶴岡高専が採択さ
れ，教員２名（１名募集中），技術補佐員３名を追加で雇用
でき，教育・研究基盤が定着しつつあります。ただ，これは
期限があるものであるため（現時点ではR5年度までの予
定），継続して教育・研究をフォローする人件費を確保する
外部資金の獲得と，学内での予算措置ができる体制を整備し
ていく予定です。人材については募集をかけても求めている
人材が集まらないことも課題として出てきているため，人材
確保できるPR活動も合わせて進めていく予定です。

【選択的評価事項Ａ】研究活動の状況

Ａ－１－①　研究活動に関する目的、基本方針、目標等が適切に定められているか。

【基準８】専攻科課程の教育活動の状況

８－２－②　入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生を受入れているかどうかを検証するための取組が行われ
ており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。

８－３－③　就職や進学といった修了後の進路の状況等の実績から判断して、学習・教育・研究の成果が認められるか。
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入 学 試 験 実 施 状 況　（過去５ヵ年）

（１）　本　科

定　員

志願者

受験者

入学者

倍　率

（２）　編入学

機　械 電気・電子 情　報 化学・生物 機　械 電気・電子 情　報 化学・生物 機　械 電気・電子 情　報 化学・生物 機　械 電気・電子 情　報 化学・生物

志願者 5 0 3 1 9 0 1 1 1 3 0 1 1 0 2 0 0 1 1 2 0 0 1 0 1

受験者 5 0 3 1 9 0 1 1 1 3 0 1 1 0 2 0 0 1 1 2 0 0 1 0 1

入学者 4 0 3 1 8 0 1 1 1 3 0 1 1 0 2 0 0 1 1 2 0 0 1 0 1

（３）　専攻科

定　員

志願者

受験者

入学者

倍　率

区  分

創造工学科創造工学科
合　計

制御情報
工 学 科

平成２９年度

区  分

16

28

23

区  分

1.69

平成３０年度

生産システム工学専攻

18

1.75

機　械
工 学 科

電気電子
工 学 科

物　質
工 学 科

平成２９年度

生産システム工学専攻

16

27

27

23

資　料　　５
令和 4年 2月17日
鶴岡高専運営協議会

令和元年度平成３０年度

合　計
創造工学科

令和元年度

創造工学科

160

224

224

160

1.40

令和３年度

合　計

令和２年度

合　計
創造工学科

合　計

平成２９年度

創造工学科

160

228

225

160

1.43

平成３０年度

創造工学科

160

209

209

160

1.31

令和２年度

創造工学科

160

222

222

160

1.39

令和３年度

創造工学科

160

162

162

160

1.01

令和３年度

生産システム工学専攻

16

45

45

21

2.81

令和元年度

生産システム工学専攻

16

23

23

16

1.44

令和２年度

生産システム工学専攻

16

39

33

24

2.44



資　料 　６
令和 4 年 2月17日
鶴岡高専運営協議会

１　中学校訪問 

年度 県内 県外 合 計

２９ 88 33 121 宮城県２２校，秋田県１１校

３０ 66 56 122 宮城県２３校，秋田県１３校，新潟県２０校

令１ 89 48 137 宮城県１８校，秋田県１３校，新潟県１７校

令２ 82 0 82

令３ 81 0 81

２　高等学校訪問

年度 県内 県外 合 計

２９ 0 0 0

３０ 0 0 0

令１ 0 0 0

令２ 0 0 0

令３ 0 0 0

３　入試説明会（中学校教員対象）

年度 県内 県外 合 計

２９ 3 1 4 山形市，新庄市，鶴岡市，仙台市

３０ 3 1 4 山形市，新庄市，鶴岡市，仙台市

令１ 3 1 4 山形市，新庄市，鶴岡市，仙台市

令２ 3 0 3

令３ 3 0 3

４　学校説明会（中学生及び保護者対象）

年度 県内 県外 合 計

２９ 8 3 11

３０ 6 2 8

令１ 6 1 7

令２ 0 0 0

令３ 6 0 6

５　中学校主催高校（高専）説明会（中学生対象）

年度 県内 県外 合 計

２９ 13 0 13

３０ 14 0 14

令１ 15 0 15

令２ 8 0 8

令３ 11 0 11

６　中学生一日体験入学参加者数（中学生，保護者及び中学校教員対象）

年度 生　徒 保護者 教　員 合　計

２９ 320 167 0 487

３０ 334 195 3 532

令１ 343 209 0 552

令２ 188 133 0 321

令３ 184 139 0 323

入試説明会等実施状況 （ 過去５ヵ年 ）

備　　　　考

備　　　　考

山形市，米沢市，新庄市，酒田市，鶴岡市（４回），仙台市，にかほ市，由利本荘市

備　　　　考

山形市，米沢市，新庄市，酒田市，鶴岡市（２回），仙台市，由利本荘市

山形市，米沢市，新庄市，酒田市，鶴岡市（２回），仙台市（新発田市中止）

新型コロナウイルスの影響により県内中学校のみを対象に訪問を実施。

備　　　　考

備　　　　考

新型コロナウイルス感染対策として定員を制限して実施。

鶴岡市3，酒田市4，村山市1

新型コロナウイルスの影響によりオンライン上での動画公開に変更。

鶴岡市9，三川町，庄内町，酒田市2

鶴岡市6，三川町，酒田市4，村山市1，尾花沢市1，南陽市1，長井市1

鶴岡市8，三川町，庄内町1，酒田市2，長井市，白鷹町

新型コロナウイルス感染対策として定員を制限して実施。

新型コロナウイルスの影響により県内中学校のみを対象に訪問を実施。

山形市，新庄市，鶴岡市
（新型コロナウイルスの影響により県内のみを対象に実施。）

山形市，米沢市，新庄市，酒田市，鶴岡市（２回），オンライン説明会
（新型コロナウイルスの影響により県内及びオンラインにて実施。）

鶴岡市4，酒田市6，尾花沢市1

山形市，新庄市，鶴岡市
（新型コロナウイルスの影響により県内のみを対象に実施。）

備　　　　考



平成２９年３月卒業者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外

(2) (2) (2) (2)

42 13 28 13 28 6 22 1
(2) (2) (2) (2)

42 8 34 8 34 7 27 0
(3) (3) (3) (1) (2)

41 20 21 18 21 3 18 0
(10) (3) (7) (3) (7) (3) (4)

42 19 23 18 23 8 15 0
(17) (3) (14) (3) (14) (4) (10)

167 60 106 57 106 24 82 1

平成３０年３月卒業者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外
(1) (1) (1) (1)

41 8 33 7 32 10 22 0

34 14 20 14 20 4 16 0
(5) (5) (5) (2) (3)

41 13 28 12 28 6 22 0
(12) (1) (11) (1) (11) (4) (7)

38 14 24 13 24 8 16 0
(18) (1) (17) (1) (17) (6) (11)

154 49 105 46 104 28 76 0

平成３１年３月卒業者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外
(2) (1) (1) (1) (1) (1)

36 10 25 10 25 6 19 1
(3) (3) (3) (1) (2)

38 15 23 14 23 5 18 0
(5) (1) (4) (1) (4) (4)

40 13 27 12 27 5 22 0
(10) (3) (7) (3) (6) (2) (4)

40 13 27 12 26 7 19 0
(20) (5) (15) (5) (14) (3) (11)

154 51 102 48 101 23 78 1

令和２年３月卒業者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外
(3) (3) (3) (1) (2)

40 8 32 8 32 8 24 0
(1) (1) (1) (1)

37 13 24 13 24 8 16 0
(7) (2) (5) (2) (5) (1) (4)

33 15 17 13 17 1 16 3
(11) (3) (7) (3) (7) (3) (4)

40 14 25 14 25 7 18 1
(22) (5) (16) (5) (16) (5) (11) (0)

150 50 98 48 98 24 74 4

令和３年３月卒業者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外
(3) (0) (3) (0) (3) (2) (1)

36 12 24 12 24 12 12 0
(1) (0) (1) (0) (1) (0) (1)

34 9 24 9 24 11 13 1
(5) (1) (3) (1) (3) (1) (2) (1)

38 15 20 15 19 8 11 3
(12) (3) (9) (3) (9) (0) (9)

38 12 25 12 25 3 22 1
(21) (4) (16) (4) (16) (3) (13) (1)

146 48 93 48 92 34 58 5

化学･生物コース 197 7.9

合　　　　　計 1,270 13.8

求人倍率

機 械 コ ー ス 380 15.9

電気･電子コース 390 16.3

情 報 コ ー ス 303 15.1

コ ー ス 名 卒業者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数

化学･生物コース 219 8.8

合　　　　　計 1,419 14.5

求人倍率

機 械 コ ー ス 426 13.3

電気･電子コース 450 18.8

情 報 コ ー ス 324 19.1

コ ー ス 名 卒業者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数

資料　７－１

14.4

求人倍率就職者数
就職者内訳進　　学

希望者数
学　科　名

就　　職
希望者数

機 械 工 学 科

求人数
その他
自　営

303

452

402

卒業者数 進学者数

12.81,358

14.4

物 質 工 学 科

制御情報工学科

電気電子工学科

合　　　　　計

201 8.7

13.3

電気電子工学科 424 21.2

制御情報工学科 309 11.0

学　科　名 卒業者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数 求人倍率

機 械 工 学 科 390 11.8

就職者内訳 その他
自　営

求人数

物 質 工 学 科 190 7.9

合　　　　　計 1,313 12.5

卒業者進路状況（本科）

物 質 工 学 科 250 9.3

合　　　　　計 1,577 15.6

令和 4年 2月17日
鶴岡高専運営協議会

求人倍率

機 械 工 学 科 473 18.9

電気電子工学科 488 21.2

制御情報工学科 366 13.6

学　科　名 卒業者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数



平成２９年３月修了者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外

6 3 3 3 3 1 2 0
(3) (3) (3) (1) (2)

10 4 6 4 6 1 5 0

8 2 6 2 6 1 5 0
(3) (3) (3) (1) (2)

24 9 15 9 15 3 12 0

平成３０年３月修了者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外

7 1 6 1 6 1 5 0

9 1 8 1 8 3 5 0

4 2 2 2 2 0 2 0

20 4 16 4 16 4 12 0

平成３１年３月修了者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外

5 2 3 2 3 1 2 0

12 2 10 2 10 1 9 0
(1) (1) (1) (1)

5 1 4 1 4 1 3 0
(1) (1) (1) (1)

22 5 17 5 17 3 14 0

令和２年３月修了者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外

1 0 1 0 1 1 0 0

11 3 8 3 8 2 6 0
(1) (1) (1) (1)

6 1 4 1 4 1 3 1
(1) (0) (1) (0) (1) (0) (1) (0)

18 4 13 4 13 4 9 1

令和３年３月修了者進路状況調 上段：（ ）は女子で内数

県内 県外

2 0 2 0 2 1 1 0
(1) (1) (1) (1)

9 2 7 2 7 2 5 0
(1) (1) (1)

5 2 3 2 3 2 1 0
(2) (1) (1) (1) (1) (0) (1) (0)

16 4 12 4 12 5 7 0
合　　　　計 827 68.9

求人倍率

機械・制御コース 326 162.8

電気電子・
情報コース

343 48.9

応用化学コース 159 53.0

専　攻　名 修了者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数

合　　　　計 825 63.5

機械・制御コース 332 332.0

電気電子・
情報コース

332 41.5

応用化学コース 161 40.3

求人倍率

就職者内訳 その他
自　営

求人数 求人倍率

機械・制御コース

合　　　　計 818 48.1

求人倍率

機械・制御コース 308 102.7

電気電子・
情報コース

専　攻　名 修了者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数

347

応用化学コース 137 22.9

合　　　　計 702 46.8

専　攻　名 修了者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数

電気電子・
情報コース

303 50.6

求人倍率

機械・制御コース 261 87.0

資料　７－２
令和 4年 2月17日
鶴岡高専運営協議会

修了者進路状況（専攻科）

34.7

応用化学コース 163 40.8

専　攻　名 修了者数
進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数
就職者内訳 その他

自　営
求人数

270 45.0

応用化学コース 136 68.1

合　　　　計 721 45.0

電気電子・
情報コース

315 39.3

進　　学
希望者数

就　　職
希望者数

進学者数 就職者数専　攻　名 修了者数



本　科

１．卒業予定者進路状況 上段：（　）は女子で内数 （令和３年１２月３１日現在）

県　内 （うち庄内地区） 県　外

(8) (7) (7) (2) (2) (8) (1) (0) (0)

39 32 31 7 6 24 7 6 0

(4) (3) (3) (0) (0) (3) (1) (1) (0)

35 21 20 6 5 14 10 10 3

(9) (5) (5) (2) (2) (3) (3) (3) (0)

40 22 21 8 6 13 17 16 1

(9) (8) (8) (3) (2) (5) (0) (0) (1)

42 26 24 6 3 18 14 13 1

(30) (23) (23) (7) (6) (19) (5) (4) (1)

156 101 96 27 20 69 48 45 5

求人会社数の(　)は求人会社数の希望学科の内数

２．規模別就職内定状況

100人
未満

100人
～

499人

500人
～

999人

1,000人
～

4,999人

5,000人
以上

官公庁等
5,000万円

未満

5,000万円以上

～
1億円未満

1億円以上
～

10億円未満

10億円以上
～

50億円未満

50億円
以上

官公庁等

機　　　 械 31 3 8 5 8 7 0 4 2 9 7 8 0

電気・電子 20 1 6 2 5 6 0 2 3 5 3 7 0

情　　　報 21 2 6 2 8 3 0 7 2 5 3 4 0

化学・生物 24 1 5 1 12 4 1 1 5 4 2 11 1

合　　　計 96 7 25 10 33 20 1 14 12 23 15 30 1

進    学
決定者数

(469)

17.7

11.9

13.3 －

就職内定者数内訳

化学・生物 7.1

備　考

－

1,201

184

求 人 数
前年度比

求人倍率

－11.1

－371

354

求人数
進    学
希望者数

コ ー ス 名
就　　職
内定者数

合　　　計

従　業　員　数　規　模　別 資　本　金　規　模　別

－1,201

令和 4年 2月17日
鶴岡高専運営協議会

資料７－３a

情　　　報 292

求　人
会社数

その他
自　営

(639)

電気・電子 (745)

コ ー ス 名
卒　　業
予定者数

就　　職
希望者数

就　　職
内定者数

(718)機　　　 械



３．産業別就職内定状況（本科） （令和３年１２月３１日現在）

鉱
　
業

建
設
業

食
料
品

繊
維
工
業

出
版
・
印
刷

化
学
工
業

石
油
製
品

鉄
鋼
業

非
鉄
金
属

金
属
製
品

機
　
械

電
子
・
電
機

輸
送
用
機
械

精
密
機
械

そ
の
他

卸
・
小
売
業

金
融
・
保
険
・
不
動
産

運
輸
通
信
業

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

サ
ー
ビ
ス

（
情
報
処
理
関
係
含
）

公
　
務

県内 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 5 0 0 0 0 2 0 2 7

県外 0 6 1 1 0 0 1 0 0 1 1 2 0 0 1 14 3 0 0 0 7 0 10 24

合計 0 7 1 1 0 0 1 0 0 1 2 3 1 1 1 19 3 0 0 0 9 0 12 31

県内 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 6

県外 0 0 0 0 0 4 2 1 0 0 0 1 0 1 1 10 0 0 1 0 3 0 4 14

合計 0 1 0 0 0 4 2 1 0 0 2 2 0 3 1 16 0 0 1 0 3 0 4 20

県内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0 0 0 4 0 4 8

県外 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 0 0 6 0 0 0 0 7 0 7 13

合計 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 4 0 10 0 0 0 0 11 0 11 21

県内 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 1 1 0 7 0 0 0 0 0 0 0 7

県外 0 0 1 3 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 2 14 0 0 0 2 0 1 3 17

合計 0 0 1 3 0 13 0 0 0 0 0 0 1 1 2 21 0 0 0 2 0 1 3 24

県内 0 2 0 0 0 4 0 0 0 0 3 2 2 7 0 20 0 0 0 0 5 0 5 25

県外 0 6 3 4 0 13 3 1 0 0 1 5 1 1 4 42 3 0 1 2 16 1 23 65

合計 0 8 3 4 0 17 3 1 0 0 4 7 3 8 4 62 3 0 1 2 21 1 28 90

資料７－３a （続き）

合　　　計

コ ー ス 名

第　　２　　次　　産　　業

情　　　報

合

計

機　　　械

電気・電子

化学・生物

第　　３　　次　　産　　業

小
　
計

小
　
計



専攻科

１．修了予定者進路状況 上段：（　）は女子で内数 （令和３年１２月３１日現在）

県　内 (うち庄内地区) 県　外

(0)

5 2 2 1 1 1 3 3 0

(2) (1) (1) (1) 1 1

12 6 6 2 2 4 6 6 0

(0)

7 6 6 1 1 5 1 1 0

(2) (1) (1) (0) (0) (1) (1) (1) (0)

24 14 14 4 4 10 10 10 0

求人会社数の(　)は求人会社数の希望専攻の内数

２．規模別就職内定状況

100人
未満

100人
～

499人

500人
～

999人

1,000人
～

4,999人

5,000人
以上

官公庁等
5,000万円

未満

5,000万円以上

～
1億円未満

1億円以上
～

10億円未満

10億円以上
～

50億円未満

50億円
以上

官公庁等

機械・制御コース 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0

電気電子・情報コース 6 0 1 1 3 1 0 1 0 2 2 1 0

応用化学コース 6 0 3 0 2 1 0 0 0 1 1 4 0

合　　　　計 14 0 4 2 5 3 0 1 0 3 4 6 0

進　　学
希望者数

進　　学
決定者数

その他
自　営

－

－

求人数 求人倍率

306 153.1

求　人
会社数

電気電子・情報コース (653) 55.1

(422)

資　本　金　規　模　別

専　攻　名
就　　職
内定者数

合　　　　計

従　業　員　数　規　模　別

682 792 56.6

資料７－３b

備　考

専　攻　名

機械・制御コース

155 25.9 －

331

－

求 人 数
前年度比

修　　了
予定者数

就　　職
内定者数

(633)

就職内定者数内訳就　　職
希望者数

応用化学コース



３．産業別就職内定状況（専攻科） （令和３年１２月３１日現在）

鉱
　
業

建
設
業

食
料
品

繊
維
工
業

出
版
・
印
刷

化
学
工
業

石
油
製
品

鉄
鋼
業

非
鉄
金
属

金
属
製
品

機
　
械

電
子
・
電
機

輸
送
用
機
械

精
密
機
械

そ
の
他

卸
・
小
売
業

金
融
・
保
険
・
不
動
産

運
輸
通
信
業

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

サ
ー
ビ
ス

（
情
報
処
理
関
係
含
）

公
　
務

県内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

県外 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

県内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

県外 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 3 0 0 0 0 1 0 1 4

合計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 5 0 0 0 0 1 0 1 6

県内 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

県外 1 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5

合計 1 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 6

県内 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

県外 1 1 1 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 1 1 9 0 0 0 0 1 0 1 10

合計 1 1 1 0 0 3 1 0 0 0 0 2 0 3 1 13 0 0 0 0 1 0 1 14

資料７－３b （続き）

合

計

機械・制御コース

応用化学コース

合　　　　計

専　攻　名

第　　２　　次　　産　　業 第　　３　　次　　産　　業

電気電子・情報コース

小
　
計

小
　
計



就職内定先一覧（本科・専攻科）
　　　　　　　　　　　　コ　ー　ス　名

　会　社　名　（※太字は県内企業）

機

械

電

気

・

電

子

情

報

化

学

・

生

物

専

攻

科

合

計

　　　　　　　　　　　　コ　ー　ス　名

　会　社　名　（※太字は県内企業）

機

械

電

気

・

電

子

情

報

化

学

・

生

物

専

攻

科

合

計

【建設業】 【電子・電機】

（株）日立ビルシステム 1 1 TDK庄内（株） 1 1 2

（株）三信 1 1 （株）ＪＶＣケンウッド山形 1 1

（株）J-POWERハイテック 1 1 浜松ホトニクス（株） 1 1

裕幸計装（株） 1 1 電源開発（株） 1 1

レイズネクスト（株） 1 1 ASEジャパン（株） 1 1

東日本高速道路（株） 1 1 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング（株） 1 1

（株）メカニック 1 1 ファナック（株） 1 1

東北電機鉄工（株） 1 1 パナソニック（株）アプライアンス社 1 1

（株）マイスターエンジニアリング 1 1 2

【輸送用機械】

【食料品】 マーレエンジンコンポーネンツジャパン（株） 1 1

サントリービール（株） 1 1 トヨタ自動車東日本（株） 1 1

雪印メグミルク（株） 1 1 ティービーアール（株） 1 1

キリンビール（株） 1 1

サントリースピリッツ（株） 1 1 【精密機械】

（株）アライドマテリアル 1 1

【繊維】 東北エプソン（株） 1 2 1 1 1 6

日清紡ホールディングス（株） 1 1 2 アキム（株） 1 1

旭化成（株） 1 1 オリエンタルモーター（株）鶴岡中央事業所 1 1 2

平岡織染（株） 1 1 （株）ニシカワ 2 2

テルモ（株） 1 1

【化学工業】

三菱ケミカル（株） 1 1 【電気・ガス・水道】

花王（株） 1 1 東京水道（株） 1 1

（株）NBCメッシュテック 1 1 東京ガス（株） 1 1

東和薬品（株） 1 1 2

第一三共ケミカルファーマ（株） 1 1 【その他】

日触テクノファインケミカル（株） 1 1 王子マテリア（株）　釧路工場 1 1

水澤化学工業（株） 1 1 日東電工（株） 1 1

（株）クレハ 1 1 日本ゼオン（株）川崎工場 2 2

住友精化（株） 1 1

東亞合成（株）横浜工場 1 1 【卸・小売業】

日新製薬（株） 3 3 アイリスオーヤマ（株） 2 2

川研ファインケミカル（株） 1 1 アマゾンジャパン合同会社 1 1

ライオン（株） 1 1 ㈱ヴィノスやまざき 1 1

東洋インキＳＣホールディングス（株） 1 1

（株）三井化学分析センター 1 1 【運輸通信業】

ＤＩＣ（株） 1 1 東日本旅客鉄道（株） 1 1

東北東ソー化学（株） 1 1 2

【サービス（情報処理関係含）】

【石油製品】 （株）ヨロズエンジニアリング 1 1

富士石油（株） 1 1 （株）ＪＲ東日本メカトロサービス 1 1 1 3

出光興産（株） 2 2 キヤノンメディカルシステムズ（株） 1 1

ＥＮＥＯＳ（株） 1 1 ＮＴＴ東日本グループ会社 1 1

三菱電機ビルテクノサービス（株） 1 1

【鉄鋼業】 （株）ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ山形ＢＰＯｶﾞｰﾃﾞﾝ 1 1

（株）山陽精機 1 1 サンリツオートメイション（株） 1 1

ＪＸ金属（株） 1 1 第一工業（株） 1 1

（株）日産オートモーティブテクノロジー 1 1

【機械】 アイフォーコム（株） 1 1

（株）昭和真空 1 1 （株）松村エンジニアリング 1 1

斎藤マシン工業（株） 1 1 成田空港給油施設（株） 1 1

（株）シンクロン鶴岡工場 2 2 パナソニックＬＳエンジニアリング（株） 1 1

（株）アルファシステムズ 1 1

（株）日情システムソリューションズ 2 2

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ（株） 1 1

富士フイルムメディカル（株） 1 1

【公務員】

自衛隊 1 1

（令和３年１２月３１日現在）

資料７－３ｃ



鶴岡工業高等専門学校運営協議会規程 

 

制  定 平成１４年 ２月 ６日 
最終改正 令和 ２ 年 ５月２９日 

 

（設置） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）に鶴岡工業高等専門学校運営協議会

（以下「協議会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 協議会は，次の事項について点検・評価をし，助言，指導を与える。 

一 教育の内部質保証システム（3つの方針（DP,CP,AP）に関する項目、及び校内PDCAサ

イクルに関する項目を含む）に関すること 

二 教育組織及び教員・教育支援者等に関すること 

三 学習環境及び学生支援等に関すること 

四 財務基盤及び管理運営に関すること 

五 準学士課程の教育課程・教育方法に関すること 

六 準学士課程の学生の受入れに関すること 

七 準学士課程の学習・教育の成果に関すること 

八 専攻科課程の教育活動の状況に関すること 

九 その他，正副委員長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 協議会は，次に掲げる者のうちから，校長が委嘱した委員及び校長をもって組織する。 

一 本校の所在する地域の関係者 

二 大学その他の教育研究機関の職員 

三 その他高等専門学校に関し広くかつ高い識見を有する者 

（正副委員長） 

第４条 協議会に正副委員長を置き，委員長は委員の互選により選出し，副委員長は校長をもっ

て充てる。 

２ 正副委員長は，共同して協議会を掌理し会議等を招集し，議長となる。 

（任期） 

第５条 第３条各号に掲げる委員の任期は２年とし，再任を妨げない。 

（オブザーバ） 

第６条 本校副校長（総務・教務担当）及び事務部長は，オブザーバとして会議等に出席するこ

とができる。 

 

soumu-hosa
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（幹事） 

第７条 協議会に幹事を置き，総務課長をもって充てる。 

（事務） 

第８条 協議会の事務は，総務課において処理する。 

（改正手続） 

第９条 この規程の改正は，校長の発議により，運営会議の議を経て校長が定める。 

（雑則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 

附 則 

この規程は，平成１４年２月６日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成１８年４月３日から施行し，同年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，令和 ２ 年５月２９日から施行する。 

 



鶴岡工業高等専門学校における自己点検・評価に関する実施基本方針 

 

 

自己点検・評価委員会 
制  定 平成３１年４月２４日 
最終改正 令和 ２年５月２９日 

 

１ 趣旨・目的 

本校は、教育理念「理魂工才」「自学自習」のもとに、教育目標として 

1) 豊かな人間性と広い視野を持ち、社会人としての倫理を身につける 

2) あらゆる学習を通じて思考力を鍛え、創造力に富んだ技術者になる 

3) 専門分野の基礎を良く理解し、実際の問題に応用できる能力を培う 

4) 意思伝達及び相互理解のため、十分なコミュニケーション力を養う 

を掲げ、優秀な技術者を卒業生として送り出すとともに、山形県庄内地区唯一の工科系高等教

育機関として、地域社会への貢献に努めている。 

これを確実に実施しつつ本校の発展・向上を図るためには、教育、研究、社会連携や管理運営

の継続的な点検評価及び改善が不可欠である。 

本基本方針は、学校教育法第109条第1項に規定する点検及び評価並びに独立行政法人国立高等

専門学校機構中期計画等の策定及び評価に関する規則第7条第1項に規定する事業年度毎の評価

（以下「自己点検・評価」という。）に対応するため、「鶴岡工業高等専門学校自己点検・評価

委員会規程」（以下「規程」という。）第2条に基づき、内部質保証のために本校が実施する自

己点検・評価の指針を示すものである。 

 

２ 実施体制 

規程第3条に定める自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を中心に関係組織の協

力を得て、本校における自己点検・評価を実施する。 

 

３ 実施方法 

(1) 以下の項目に関して実施計画などを策定し、自己点検・評価を行う。 

イ）学校教育法第109条第1項に基づき本校が定めた点検項目 

ロ）独立行政法人国立高等専門学校機構中期計画及び年度計画に基づく実施項目 

(2) (1)のイ）の点検項目については、以下の８つの基準について行うものとし、それらの具体的

な項目は「鶴岡高専自己点検・評価表」に定める。 

1. 教育の内部質保証システム（3つの方針（DP,CP,AP）に関する項目、及び校内PDCAサ

イクルに関する項目を含む） 

2. 教育組織及び教員・教育支援者等 
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3. 学習環境及び学生支援等 

4. 財務基盤及び管理運営 

5. 準学士課程の教育課程・教育方法 

6. 準学士課程の学生の受入れ 

7. 準学士課程の学習・教育の成果 

8. 専攻科課程の教育活動の状況 

(3) 「鶴岡高専自己点検・評価表」に基づき、以下の評価の基準により、その実施状況を確認し

て点検・評価を行う。 

５：期待を上回って実施している 

４：十分に実施している 

３：実施している 

２：十分には実施していない 

１：実施していない 

(4) 自己点検・評価委員会は、毎年度に自己点検・評価を実施し、年度末に結果に関する報告書

を取りまとめ、本校公式Webサイトにて公表する。 

(5) 校長は、自己点検・評価委員会が行った自己点検・評価等の結果について、必要に応じ、外

部評価を実施するものとする。外部評価については、鶴岡工業高等専門学校運営協議会を設置

して評価を行う。 

(6) 校長は、自己点検・評価委員会が行った自己点検・評価等の結果及び外部評価に基づき、改

善が必要と認められるものについては、自らその改善に努めるものとし、必要がある場合は関

係する組織等にその改善策の検討を指示する。 

 

４ 点検及び評価に関する事務は、総務課で行う。 

 

 

附 則 

この基本方針は、平成３１年４月２４日から施行する。 

附 則 

この基本方針は、令和元年１０月３０日から施行する。 

附 則 

この基本方針は、令和２年 ５月 １日から施行する。 

附 則 

この基本方針は、令和２年 ５月２９日から施行する。 



鶴岡工業高等専門学校自己点検・評価委員会規程 

 

 

制  定 平成３１年２月７日 
最終改正 令和 ２年５月１日 

 

（設置） 

第１条 鶴岡工業高等専門学校に、自己点検・評価委員会（以下「委員会」という）を置く。 

（任務） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議する。 

(1) 自己点検・評価に関する基本方針並びに実施計画等の策定に関すること 

(2) 自己点検・評価の実施並びに結果に関する報告書の作成及び公表に関すること 

(3) 学校の目的及び三つの方針の見直しに関すること 

(4) その他自己点検・評価に関する必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長 

(2) 各副校長 

(3) 各コース長、基盤教育グループ長 

(4) 事務部長 

(5) その他校長が指名する者 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、校長をもってあてる。 

２ 委員長は、委員会を招集しその議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させ、その意見を聴くこと

ができる。 

（専門委員会） 

第６条 委員会に特定事項について審議するため、専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員会に関し必要な事項は、委員会が定める。 

（事務） 

第７条 委員会に関する事務は、総務課において処理する。 

（雑則） 

第８条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会の定めるとこ

ろによる。 
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附 則 

１ この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 鶴岡工業高等専門学校評価・改善委員会規程（平成２４年２月２９日制定）は、廃止する。 

附 則 

この規程は、令和２年５月１日から施行する。 
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 令和３年度 鶴岡工業高等専門学校運営協議会報告書 
 

令和 4 年 3 月 
 
    独立行政法人国立高等専門学校機構 

鶴岡工業高等専門学校 
〒997-8511 山形県鶴岡市井岡字沢田 104 
TEL 0235(25)9453（総務課企画・連携係） 
FAX 0235(24)1840（総務課共通） 
URL https://www.tsuruoka-nct.ac.jp/ 
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